
年間授業計画　様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

10

【知識・技能】
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景について理解を深め，文章
の中で使うことをとおして，語感を磨き語彙を
豊かにしている。（(1)ウ）
【思考・判断・表現】
「書くこと」において，自分の体験や思いが効
果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開
や，文体，描写，語句などの表現のしかたを工
夫している。（Ａ(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
時代背景や歴史的事実に興味を持ち，筆者の考

○

【知識・技能】
文章の意味は，文脈の中で形成されることを理
解している。（(1)エ）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，文章の構成や展開、表
現のしかた、表現の特色について評価してい
る。（Ｂ(1)ウ）
【主体的に学習に取り組む態度】
文学作品の描写や会話，特徴のある表現に興味
をもち，登場人物の人間関係や心理を読み取ろ
うとしている。

○

1

【知識・技能】
我が国の言語文化への理解につながる読書の意
義と効用について理解を深めている。（(2)
カ）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，作品や文章の成立した
背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容の
解釈を深めている。（Ｂ(1)エ）
【主体的に学習に取り組む態度】
文学作品の描写や会話，特徴のある表現に興味
をもち，登場人物の人間関係や心理を読み取ろ
うとしている。

○ ○

○

○

○

○

12

○ ○

○

○ ○

○ ○

11

1

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化 3

態

言語文化国語

評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

大修館書店『新編　言語文化』

定期考査

○指導事項
・登場人物の人間関係や心理を考え
るよう指導する。
○学習材
「みずかまきり」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

Ⅴ
単元名：平和を考える
【知識及び技能】
（１）ウ
【思考力，判断力，表現力等】
Ａ（１）イ
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

○指導事項
・文章を踏まえた自分の思いや考え
を書けるよう指導する。
○学習材
「コルベ神父」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

○

定期考査

Ⅲ
単元名：物語に親しむ
【知識及び技能】
（１）エ
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）ウ
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

Ⅳ
単元名：本を紹介する
【知識及び技能】
（２）カ
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）エ
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

１
学
期

○指導事項
・漢文の訓読のきまりについて指導
する。
○学習材
「訓読のきまり」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

○指導事項
・「蛇足」という言葉の意味につい
て，考えられるよう指導する。
○学習材
「蛇足」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

〇

○
【

古
典
】

○
【

近
代
以
降
】

○
【

近
代
以
降
】

○指導事項
・登場人物の描写から人物像を捉え
るよう指導する。
○学習材
「とんかつ」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国に言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重し
てその能力の向上を図る態度を養う。

10

Ⅱ
単元名：漢文を読む
【知識及び技能】
（２）ウ
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）ア
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有
の表現などについて理解している。（(2)ウ）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開などについて叙述をもと
に的確にとらえている。（Ｂ(1)ア）
【主体的に学習に取り組む態度】
故事成語の内容や文化的背景に興味を持ち、学
習したことを普段の生活の中に生かそうとしい
てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

○
【

古
典
】

知

【知識・技能】
我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国
の文化との関係について理解している。（(2)
ア）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，作品の内容や解釈を踏
まえ，自分のものの見方，感じ方，考え方を深
め，我が国の言語文化について自分の考えを
持っている。（Ｂ(1)オ）
【主体的に学習に取り組む態度】
漢文に興味を持ち，意欲的に漢文を読む学習に
取り組もうとしている。

○ ○

Ⅰ
単元名：漢文に親しむ
【知識及び技能】
（２）ア
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）オ
【学びに向かう力，人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。（以下，同）

○

11

領域

○ ○



○ ○ 12

○ ○ ○ 1

○
【

古
典
】

○

時代背景や歴史的事実に興味を持ち，筆者の考
えを踏まえ，自分の思いや考えを書こうとして
いる。

【知識・技能】
常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、
文や文章の中で使っている。（(1)イ）
【思考・判断・表現】
「書くこと」において，自分の知識や体験の中
から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味
わいを吟味して，表現したいことを明確にして
いる。（Ａ(1)ア）
【主体的に学習に取り組む態度】
作品に興味を持ち，場面の様子や人物の心情を
想像したり文章表現を味わいながら，要約文を
書こうとしている。

11○ ○ ○

Ⅵ
単元名：物語を要約する
【知識及び技能】
（１）イ
【思考力，判断力，表現力等】
Ａ（１）ア
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

○指導事項
・表現の仕方に着目しながら，要約
できるよう指導する。
○学習材
「祖母が笑うということ」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

２
学
期

定期考査
○

11

Ⅷ
単元名：古文を楽しむ
【知識及び技能】
（２）ウ
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）イ
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

○指導事項
・事件の展開と，登場人物の行動に
ついて指導する。
○学習材
「阿蘇の史，盗人に会ひてのがるる
こと」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

〇

○
【

古
典
】

【知識・技能】
古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまり，古典特有の表現などにつ
いて理解している。（(2)ウ）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，作品や文章に表れてい
るものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を
解釈している。（Ｂ(１)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
作品に興味をもち，事件の展開や登場人物の行
動を読み取ろうとしている。

○ ○ ○

Ⅶ
単元名：古文に親しむ
【知識及び技能】
（２）イ
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）ウ
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

○指導事項
・古典の言葉と現代の言葉のつなが
りについて指導する。
○学習材
「古文の言葉と仮名遣い」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

【知識・技能】
古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解している。（(2)
イ）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，文章の構成や展開，表
現の仕方，表現の特色について評価している。
（Ｂ(1)ウ）
【主体的に学習に取り組む態度】
古文を読むことに興味をもち，積極的に音読し
たり響きやリズムを味わったりしようとしてい
る。

○



定期考査
○ ○ ○ ○ 1

動を読み取ろうとしている。

３
学
期

Ⅸ
単元名：伝統文化に親しむ
【知識及び技能】
（１）オ
【思考力，判断力，表現力等】
Ｂ（１）イ
【学びに向かう力，人間性等】
（同上）

○指導事項
・それぞれの作品に描かれている情
景や心情について指導する。
・受け継がれてきた伝統的な遊びに
ついて体感する。
○学習材
「詩歌の調べ」
「いろはカルタの世界」
○一人１台端末の活用について
・リフレクションシートの作成

○
【

古
典
】

【知識・技能】
我が国の言語文化に特徴的な表現の技法につい
て理解している。（(1)オ）
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，作品や文章に表れてい
るものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を
解釈している。（Ｂ(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
四季の詩歌を読むことに興味をもち，詩の形式
や表現の特徴を意識しながら，情景や心情を味
わおうとしている。

○ ○

合計

105

○ 12

定期考査
○ ○ ○ ○ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○ 1

C 単元「水の東西」
【知識及び技能】
・常用漢字を書き、文章の中で使
う。
・文章の組み立て方や接続の仕方を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に
とらえ、要旨や要点を把握する。
・内容を解釈、文章の構成や論理の
展開を評価し、自分の考えを深め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
東西文化の理解を深め、自分の興味
や関心を他者に伝える。

・指導事項
・「鹿おどし」と「噴水」の違いに
着目して全文を通読する。
・「鹿おどし」の具体的な動きと、
「鹿おどし」を見て筆者が感じ取っ
たことを表現に即して読み取る。
・「鹿おどし」に対するニューヨー
クの人々の反応と西洋の噴水の様子
を表現に即して読み取る。
・日本人が噴水を作らなかった理由
をつかみ、「鹿おどし」と「噴水」
の水に対するとらえ方の違いを理解
する。
水に対する日本人の感性を筆者の考
え方に沿ってとらえ、日本人の感性

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確にとらえ、要旨や要点を把握してい
る。
・「読むこと」において目的の応じて、文章や
図表などに含まれる情報を相互に関係づけなが
ら、内容や書き手の意図を解釈するとともに、
自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、わかりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し、使っている。
【思考・判断・表現】
自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や
考えを明確にし、話の構成や展開を工夫して
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に分かりやすさ、適切さに配慮した表現
を理解し、学習課題に沿って相手の反応を予想
して、話の構成や展開を工夫して話そうとして
いる。

○ ○ ○ 10

定期考査

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元　読む「まだ知らない自分に
出会う」
【知識及び技能】
・常用漢字を理解し、文や文章の中
で使う。
・語句や語彙の量を増やし、話や文
章の中で使う。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、論理尾展開につ
いて、要旨や要点を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
対話のコミュニケーションの意味を
理解し、対話による「まだ知らない
自分」に出会った経験を話し合う。

・指導事項
・対話についての考え方に注意しな
がら、本文を通読する。
・筆者の考える読書が、どのような
ものであるかを理解する。
・筆者の考える読書が、どのような
ものであるかを理解する。
・本文の論旨をもとに「まだ知らな
い自分に出会う」機会について読み
取り、まとめる。

○

【知識・技能】
・常用漢字を書き、文や文章の中で使ってい
る。
・実社会に必要な語句の量を増やすとともに、
語句や語彙の構造や特色、用法や表記の仕方を
理解し、語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて
内容や構成、論理の展開などについて叙述を基
に的確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで対話がもつコミュニケーションの意味を
理解し、対話によって「まだ知らない自分」に
出会った経験を話し合おうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 10

B 単元　話す・聞く「分かりやすい
説明をする」
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割を
踏まえ、表現や言葉遣いを理解し、
使う。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが的確に伝わるように、
話の構成や展開を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
分かりやすさ、適切さに配慮した表
現を理解し、話の構成や展開を工夫
して話す。

・指導事項
・夏休みをどのように過ごしたかの
説明A,Bを比べる活動を通して、
「分かりにくい説明」と「分かりや
すい説明」の違いを考える。
・「目的意識」「論理性」「相手意
識」の三つの観点から「分かりやす
い説明」のポイントを理解する。
・自分の学校の行事を説明するとい
う設定で、「リストアップ」「ナン
バリング」の順に説明内容を整理す
る。
・課題の中から一つを選び、これま
で学習した点順にしたがって、課題
に即したロールプレイを行う。

○

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身につける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

大修館書店『新編　現代の国語』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国に言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重し
てその能力の向上を図る態度を養う。

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2



10

○ ○ 1

D 単元「新聞記事をもとに問いを作
り意見をまとめる」
【知識及び技能】
・文、話、文章の効果的な組み立て
方や接続の仕方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・実社会で適切な題材を決め、情報
を吟味して伝えたいことを明確にす
る。
・読み手の理解を得られるよう、文
章の構成や展開を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見を文章としてまとめ、グ
ループ内で話し合う。

・指導事項
・学習の流れを読み、活動のポイン
トの見通しをもつ。
・グループごとに複数の新聞記事に
目を通し、興味のある新聞記事を探
し、選ぶ。
新聞記事の割り付けを参考に、「記
事情報カード」に記入しながら、選
んだ記事の内容を整理する。
・QFTによる七段階からなる問づく
りの方法を確認するとともに、問い
の焦点を定め、問づくりのルールを
確認する。
・グループごとに、記事情報カード
をもとに、QFTによる問いを作る。
・問いに優先順位をつけて、最終的
に一つに絞り、選ぶ理由をグループ
内で話し合う。
・記事情報カードを活用し、選んだ
問いをもとに意見をまとめ、意見文
を書く。
・意見をまとめるという活動をする
うえで、QFTの１～６の各プロセス
では適切にこなせたのかを振り返
り、グループ内で、できたこと、で
きなかったことを話し合う。

○

○ ○ ○

【知識・技能】
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
・引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性
について理解を深め使っている。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、目的や意図に応じて、
実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報
の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを
明確にしている。
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、論理の展開、情報の分量や重要度な
どを考えて、文章の構成や展開を工夫してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に情報の収集や整理をし、学習課題に
沿って伝える相手の理解が得られるように、文
章の効果的な組み立て方や接続の仕方を意識し
て、自分の意見を文章としてまとめ、グループ
内で話し合おうとしている。

○ ○ ○

10

定期考査

の特質と「鹿おどし」の関係を理解
する。
・「思考への扉」を通読する。
・日本文化について興味や関心を
もったことを、二分間程度でスピー
チする。

○

比較を通じて粘り強く「東西」の文化の差異へ
の理解を深め、今までの学習を生かして自分の
興味や関心を他者に伝えようとしている。



〇 〇

〇 〇

３
学
期

A 単元　読む「白」
【知識及び技能】
・言葉には、認識や思考を支える働
きがあることを理解する。
・読書に意義と効用について理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容の構成、論理の展開などにつ
いて的確にとらえ、要旨や要点を把
握する。
【学びに向かう力、人間性等】
「新たな知の基準」に対する自分の
考えをまとめる。

・指導事項
・本文に述べられている「白」の持
つ意味について考えながら、本文を
通読する。
・「白」が人間の意識に及ぼしてい
る影響について読み取り、まとめ
る。
・「推敲」という美意識を手がかり
に筆者の言う「白という感受性」と
はどのようなものかを読み取り、ま
とめる。
・「人間の境界」を通読したうえ
で、インターネットが生み出す「新
たな知の基準」と「推敲」の美意識
との違いを読み取り、まとめる。
・『徒然草』の例によって示された
「白」の持つ意味を、本文の論旨を
基によみとり、まとめる。
・筆者の言う「白という感受性」と
インターネット時代の感受性を比較
し、意見文を書く。

○

【知識・技能】
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て内容や構成、論理の展開などについて叙述を
基に的確にとらえ、要旨や要点を把握してい
る。
・「読むこと」において目的に応じて文章や図
表などに含まれる情報を相互に関連付けなが
ら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の
構成や論理の展開などについて評価したりする
とともに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に筆者の示す「白」について理解を深
め、今までの学習を生かして「新たな知の基
準」に対する自分の考えをまとめようとしてい
る。

○ ○

定期考査 1

A 単元　読む「真の自立とは」
【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用
漢字を書き、文や文章の中で使う。
・語句の量を増やすとともに、語句
や語彙を理解し語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、論理の展開につ
いて、要旨や要点を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
対話のコミュニケーションの意味を
理解し、対話による「まだ知らない
自分」に出会った経験を話し合う。

・指導事項
・二つの意味段落の内容を押さえな
がら、本文を通読する。
・現代社会における「できる」「で
きない」の構造と、それが人生に及
ぼしている影響について読み取り、
まとめる。
・筆者の主張する「自立」につい
て、現代社会で混同して使われてい
る「独立」という言葉との違いも踏
まえて読み取り、まとめる。
・「私たちが真の自立を身につけて
いくことではないでしょうか。」と
いう筆者の問いかけについて、考え
たことを六〇〇字程度の文章にまと
める。

○

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において必要な語句の量を増やすとと
もに、語句や語彙の構造や特色、用法、および
表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使う
ことを通して語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て内容や構成、論理の展開などについて叙述を
基に的確にとらえ、要旨や要点を把握してい
る。
・「読むこと」において目的に応じて文章や図
表などに含まれる情報を相互に関連付けなが
ら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の
構成や論理の展開などについて評価したりする
とともに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に現代の状況に関心をもち、筆者が述べ
る内容を理解し、自分の考えを深め、今までの
学習を生かして「自立」という観点から他者と
話し合いをしたうえで、自分の考えをまとめよ
うとしている。

定期考査

1

○ 15

定期考査 1

○ ○ ○ 10

２
学
期



〇 〇

1

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

【知識・技能】
話し言葉の特徴や役割、表現の特色について理
解を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に
応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分
けている。

【思考・判断・表現】

○ ○ 1

単元：会話と議論

【知識及び技能】
場面にふさわしい言葉遣いを考え
る。

【思考力、判断力、表現力等】

・学習の流れや目標について理解す
る。
・学習内容や手順を理解する。
・場面や相手に応じた適切な言葉遣
いを意識する。
・場面を設定し、班ごとにロールプ
レイをする。

1

２
学
期

単元：通信文

【知識及び技能】
さまざまな通信文の形式を理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
相手や目的に応じて適切な形式を選
び、通信文を書く。
　
【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな通信文の使い分けや、手
紙の書き方に興味をもち、意欲的に
学習に取り組もうとしている。

・学習の流れや目標について理解す
る。
・学習内容や手順を理解する。
・設定されたある場面において、ど
のような方法で通信文を書くのがよ
いのかについて考える。
・通信文ごとの特徴について学習す
る。
・さまざまな通信文の書き方につい
て学習する。
・ワークシートをを参考に構成を作
り、それにしたがって通信文を書
く。
・生徒同士で通信文を交換し、添削
を行う。
・通信文の書き直しを行う。

〇

【知識・技能】
書き言葉の特徴や役割、表現の特色、通信文ご
との形式の違いについて理解を深め、伝え合う
目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や
言葉遣いを理解し、使い分けている。

【思考・判断・表現】
「書くこと」において、自分の思いや考えを明
確にし、事象を的確に描写したり説明したりす
るなど、表現のしかたを工夫している。

【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな通信文の使い分けや、手紙の書き方
に興味をもち、意欲的に学習に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○ 13

定期考査

定期考査
○ ○

○ ○ 1

単元：報道記事の分析

【知識及び技能】
係り受けについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
文末表現の統一について理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
発想を広げるための方法を理解す
る。

・自分も読み手も興味のもてる
ニュースの題材を見つける。
・５W１Hの情報を確認し、内容を明
確化する。
・ニュース記事を400字程度の文章
に書く。
・原稿を実際に読み、相互に良かっ
た点、改善点を出し合う。

○

【知識・技能】
「書くこと」において、目的や意図に応じて発
想を広げるための方法を理解し、情報の組み合
わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にし
ている。

【思考・判断・表現】
「書くこと」において、読み手の同意が得られ
るよう、発想を広げたことをふまえて、適切な
根拠を効果的に用いるとともに、反論などを想
定して論理の展開を考えるなど、文章の構成や
展開を工夫している。

【主体的に学習に取り組む態度】
与えられたテーマから発想を広げて書く活動に
興味をもち、意欲的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 13

思 態
配当
時数

１
学
期

単元：新聞の見出しから学ぶ

【知識及び技能】
表記の決まりを意識し、正しく読
む。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字や慣用表現を正しく使う。
　
【学びに向かう力、人間性等】
多くの見出しを比べ、自らの興味の
ある題材を選ぶ。

・学習を通して、文を書くための基
礎基本を身につけることを意識させ
る。
・表記、漢字、慣用表現など、正し
い言葉の用い方に必要な知識を身に
つけさせる。
・選んだ見出しや記事を分析する。
・自分の考えを多彩に表現して書
く。 〇

【知識・技能】
言葉には、自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解し、言葉や表記の大切さを理
解している。
【思考・判断・表現】
自分の思いや考えを明確にし、事象を的確に描
写したり説明したりするための言葉と表記を正
確に判断して、表現のしかたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
正しい表記や語彙を豊かにすることについて積
極的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 13

定期考査

国語表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，実社会における他者との多様な
関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

大修館書店『国語表現　改訂版』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語 国語表現
国語 国語表現 2



1

定期考査

合計

70

1

13

３
学
期

単元：写真と言葉

【知識及び技能】
図や写真を見て文章を書き、相手に
伝わる文章を書くために必要なこと
を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
相手に伝えることを意識してわかり
やすい文章を書く。
　
【学びに向かう力、人間性等】
絵や写真を文章で説明することに興
味をもち、相手に伝わるように書く
練習に意欲的に取り組む。

・学習の流れや目標について理解さ
せる。
・教科書を参照し、全体の枚数・ト
ランプの種類・机の上での位置・ほ
かのカードとの位置関係・向きにつ
いて情報を整理する。
・教科書を参照し、次の視点から情
報を整理する。
　※全体の印象を比喩で表現する。
　※各部分を図形の名称を用いて説
明する。
　※各部分の位置関係、接し方を説
明する。
・自分の好きな写真を素材にして、
どのような写真か、どのような印象
を受けるかについて、写真を見てい
ない人に伝える文章を200字程度で
まとめる。

〇

【思考・判断・表現】
「話すこと・聞くこと」において、相手の反応
や場の状況に応じて言葉を選び、相手の同意や
共感が得られるように工夫している。

【主体的に学習に取り組む態度】
相手や場面に応じた会話をすることに興味をも
ち、意欲的に活動に取り組もうとしている。 ○ ○ ○

【知識・技能】
説明の順序や５W1H、比喩を用いた説明など、
相手に伝わるように書く文章について理解を深
めている。

【思考・判断・表現】
「書くこと」において、伝えたい情報を整理し
順序立てて、事象を的確に描写・説明するな
ど、表現のしかたを工夫している。

【主体的に学習に取り組む態度】
絵や写真を文章で説明することに興味をもち、
相手に伝わるように書く練習に意欲的に取り組
もうとしている。

○ ○

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】
適切な言葉遣いでロールプレイをす
る。
　
【学びに向かう力、人間性等】
相手や場面に応じた会話をすること
に興味をもち、意欲的に活動に取り
組んでいる。

レイをする。
・敬語の基本的な知識について確認
し、まとめる。
・議論をする際に、日ごろ意識して
いることや気をつけていることなど
を考える。その上で、議論をする際
に必要なことについて理解する。
・テーマを設定し、議論を行う。
・議論についてグループで振り返り
を行う。
・議論の進め方はどうであったか。
・場に応じた言葉遣いが出来ていた
か。
・個人で議論を振り返る。

〇 13

定期考査



年間授業計画様式例

豊島高等学校　令和6年度　教科国語　科目現代文Ｂ　年間授業計画

教　　　科： 国語　 科　　　目： 現代文Ｂ　　単位数：　3単位

対象学年組： 第４学年Ａ組）　　

使用教科書：（大修館書店『新編　現代文Ｂ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

「迷う」力のすばらしさ

○段落構成について指導する。
○自分自身のことを内省するよう指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○内容を理解する。
○自分の進路を考える。

【言語活動】
○自己分析をする。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の確認
○記述の点検（ノート）

5



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

５
月

「迷う」力のすばらしさ

○自分自身のことを内省するよう指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○内容を理解する。
○自分の進路を考える。

【言語活動】
○自己ＰＲを作成する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の確認
○記述の分析（ノート，リフレ
クションシート）



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

６
月

就職活動ワークシート
○キャリア教育の視点から書く力，話す・聞く
力を総合的に指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○社会で必要な書く力，話す・聞く力を身に付ける。

【言語活動】
○自己ＰＲを作成する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の確認
○記述の点検（課題）

10



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月

就職活動ワークシート
○キャリア教育の視点から書く力，話す・聞く
力を総合的に指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○社会で必要な書く力，話す・聞く力を身に付ける。

【言語活動】
○模擬面接をする。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の確認
○記述の点検（課題）

10



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

９
月

言葉は変わるもの，されど伝承すべきもの
○公な場での言葉遣いについて指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○本文の読解をする。
○公な場での言葉遣いについて考える。

【言語活動】
○敬語について学び，実の場を設定し使ってみる。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の分析
○記述の点検（ノート）



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

言葉は変わるもの，されど伝承すべきもの
○公な場での言葉遣いについて指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○公な場での言葉遣いについて考える。

【言語活動】
○敬語について学び，実の場を設定し使ってみる。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の分析
○記述の分析（ノート，リフレ
クションシート）

10

1010



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

山月記
○物語の内容を分かりやすく伝える。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○物語に親しむとともに楽しむ。
○漢文訓読調の文に慣れる。

【言語活動】
○要約文を書く。
○感想文を書く。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の確認
○記述の点検（ノート）

10

1111



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

山月記
○要約文を書くためのコツ等を指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○内容を理解した上で，要約文を書く。

【言語活動】
○要約文を書く。
○感想文を書く。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の確認
○記述の分析（ノート，リフレ
クションシート）

10

1212



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

和歌（散文）
○和歌のきまりについて指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○散文，特に和歌に親しむ。

【言語活動】
○和歌を用いたあそびを実践する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の分析

10



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月

卒業文集
○卒業文集を作成するよう，指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○卒業に向けて，自分の学校生活を振り返る。

【言語活動】
○テーマに沿った散文を創作する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の観察
○記述の点検（ノート）

10



指導内容 科目現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月

卒業文集
○卒業文集を作成するよう，指導する。

（帯単元）
○漢字の読み・書き（JLPT/N3）の小テスト

【指導目標】
○卒業に向けて，自分の学校生活を振り返る。

【言語活動】
○テーマに沿った散文を創作する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】小テスト，教
科書教材の内容等
〇【思考・判断・表現】記述問
題，スライド作成等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】リフレクションシート，記
述問題に対する自己評価等

【評価の方法】
○行動の観察
○記述の分析（ノート，リフレ
クションシート）

10



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査
〇 〇

・指導項目
１　現代の社会
２　青年期の課題
３　ジェンダーについて
４　学ぶことの意義
５　社会参画とキャリア
６　宗教について考える
７　日本の思想と伝統文化

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・自らの体験などを振り返ることを通して、
人間としての在り方生き方について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会に参画する自立した主体とは、地域社
会などの様々な集団の一員として生き、他者
との協働により公共的な空間を作る存在であ
ることについて、多面的・多角的に考察し、
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・公共的な空間を作る私たち、公共的な空間
における人間としての在り方生き方などを視
野に、現代の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇 9

配当
時数

〔なぜ「公共」を学ぶのか〕
【思考力、判断力、表現力等】
・科目の特性や学ぶ意義などにつ
いて考察し、表現する。

・指導項目
オリエンテーション（１年間の授
業の進め方について、公共を学ぶ
理由についてなど）
・使用教材
教科書、授業プリント
一人１台端末
使用方法やルールについて確認

【思考力、判断力、表現力等】
・科目の特性や学ぶ意義などについて考察
し、表現している。

〇 1

〔社会の中の私たち〕
【知識及び技能】
・自らの体験などを振り返ること
を通して、人間としての在り方生
き方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会に参画する自立した主体と
は、地域社会などの様々な集団の
一員として生き、他者との協働に
より公共的な空間を作る存在であ
ることについて、多面的・多角的
に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・公共的な空間を作る私たち、公
共的な空間における人間としての
在り方生き方などを視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

1

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断する
ための手掛かりとなる概念や理論について理
解するとともに、諸資料から、倫理的主体な
どとして活動するために必要となる情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判
断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間に
おける基本的原理を活用して、事実を基に多
面的・多角的に考察し公正に判断する力や、
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想
したことを議論する力を養う。

国家及び社会の形成者として、よりよい社会
の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『高等学校　公共』（帝国書院）

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理
解するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて
公正に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養
う。

公民 公共
公民 公共 2

【学びに向かう力、人間性等】

よりより社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国
民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、
各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共



〇 6

〔私たちと法〕
【知識及び技能】
・法や規範の意義及び役割、多様
な契約及び消費者の権利と責任、
司法参加の意義などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に、憲法の
下、適正な手続きに則り、法や規
範に基づいて意見や利害を公平か
つ公正に調整し、個人や社会の紛
争を調停、解決することなどを通
して、権利や自由が保障、実現さ
れ、社会の秩序や形成、維持され
ていくことについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を
踏まえながら主題を設定し、合意
形成や社会参画を視野に入れなが
ら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想
したりしたことを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よ
りよい社会の実現を視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

・指導項目
１　社会規範と法
２　私たちの生活と法
３　契約の考え方
４　消費者の権利と責任
５　司法の役割
６　刑事裁判とその課題

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・法や規範の意義及び役割、多様な契約及び
消費者の権利と責任、司法参加の意義などに
関わる現実社会の事柄や課題を基に、憲法の
下、適正な手続きに則り、法や規範に基づい
て意見や利害を公平かつ公正に調整し、個人
や社会の紛争を調停、解決することなどを通
して、権利や自由が保障、実現され、社会の
秩序や形成、維持されていくことについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を踏まえなが
ら主題を設定し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想したりした
ことを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よりよい社会
の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

〇 〇

9

定期考査
〇 〇 1

〔私たちの社会の基本原理〕
【知識及び技能】
・人間の尊厳と平等、個人の尊
重、民主主義、法の支配、自由と
権利、責任と義務など、公共的な
空間における基本的原理について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原
理について、概念的な枠組みなど
を用いて考察する活動を通して、
個人と社会の関わりにおいて多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・公共的な空間における基本的原
理について、よりよい社会の実現
を視野に、現代の諸課題を主体的
に解決しようとする。

・指導項目
１　近代立憲主義の原理とその
　　広がり
２　日本国憲法
３　平等に生きる権利
４　自由に生きる権利
５　人間らしく生きる権利
６　広がる人権の考え方
７　人権保障の国際的広がり

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主主
義、法の支配、自由と権利、責任と義務な
ど、公共的な空間における基本的原理につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理につい
て、概念的な枠組みなどを用いて考察する活
動を通して、個人と社会の関わりにおいて多
面的・多角的に考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・公共的な空間における基本的原理につい
て、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸
課題を主体的に解決しようとしている。

〇 〇 〇

１
学
期

〔思想から学ぶべきもの〕
【知識及び技能】
・人間は個人として相互に尊重さ
れるべき存在であることを理解す
るとともに、伝統や文化、先人の
取組や知恵に触れることなどを通
して、自らの価値観を形成し、他
者の価値観を尊重することができ
る存在であることについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・倫理的価値の判断において、行
為の結果である個人や社会全体の
幸福を重視する考え方と、行為の
動機となる公正などの義務を重視
する考え方などを活用しながら、
人間としての在り方生き方を多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・公共的な空間を作る私たち、公
共的な空間における人間としての
在り方生き方などを視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

・指導項目
１　古代ギリシアの思想
２　古代中国の思想
３　近代西洋の思想
４　現代の思想

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・人間は個人として相互に尊重されるべき存
在であることを理解するとともに、伝統や文
化、先人の取組や知恵に触れることなどを通
して、自らの価値観を形成し、他者の価値観
を尊重することができる存在であることにつ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・倫理的価値の判断において、行為の結果で
ある個人や社会全体の幸福を重視する考え方
と、行為の動機となる公正などの義務を重視
する考え方などを活用しながら、人間として
の在り方生き方を多面的・多角的に考察し、
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・公共的な空間を作る私たち、公共的な空間
における人間としての在り方生き方などを視
野に、現代の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇 4



1

〔私たちと政治-国際政治の動向と
平和の追求-〕
知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成、
地方自治、国家主権、領土、我が
国の安全保障と防衛、国際貢献を
含む国際社会における我が国の役
割などに関わる現実社会の事柄や
課題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を
踏まえながら主題を設定し、合意
形成や社会参画を視野に入れなが
ら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想
したりしたことを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よ
りよい社会の実現を視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

・指導項目
１　国家と国際法
２　日本の主権と領土
３　平和主義と日本の防衛政策
４　日本の安全保障
５　国際連合の役割
６　紛争とテロリズム
７　核兵器と軍縮の課題
８　国際協力と日本の役割

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成、地方自治、
国家主権、領土、我が国の安全保障と防衛、
国際貢献を含む国際社会における我が国の役
割などに関わる現実社会の事柄や課題につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を踏まえなが
ら主題を設定し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想したりした
ことを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よりよい社会
の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

〇 〇 〇 8

〔私たちと政治-民主社会と政治参
加-〕
【知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成、
地方自治、国家主権、領土、我が
国の安全保障と防衛、国際貢献を
含む国際社会における我が国の役
割などに関わる現実社会の事柄や
課題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を
踏まえながら主題を設定し、合意
形成や社会参画を視野に入れなが
ら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想
したりしたことを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よ
りよい社会の実現を視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

・指導項目
１　政治と権力
２　議院内閣制と国会
３　権力分立と行政の役割
４　地方自治の役割
５　政党政治とメディア
６　選挙制度とその課題

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成、地方自治、
国家主権、領土、我が国の安全保障と防衛、
国際貢献を含む国際社会における我が国の役
割などに関わる現実社会の事柄や課題につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を踏まえなが
ら主題を設定し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想したりした
ことを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よりよい社会
の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。 〇 〇 〇 6

2
学
期

定期考査
〇 〇



1

合計

70

〇 12

〔持続可能な社会の実現に向け
て〕
【思考力、判断力、表現力等】
・地域の創造、よりよい国家や社
会の構築及び平和で安定した国際
社会の形成へ主体的に参画し、共
に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだし、その課題の解
決に向けて事実を基に、協働して
考察したり構想したりしたことを
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・持続可能な社会について、より
よい社会の実現を視野に、現代の
諸課題を主体的に解決しようとす
る。

・指導項目
１　課題の設定と情報の読み
　　取り
２　情報の整理と課題の探究
３　探究結果の表現

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の創造、よりよい国家や社会の構築及
び平和で安定した国際社会の形成へ主体的に
参画し、共に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだし、その課題の解決に向けて
事実を基に、協働して考察したり構想したり
したことを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・持続可能な社会について、よりよい社会の
実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決
しようとしている。 〇 〇 3

3
学
期

〔私たちと経済-豊かな社会の実現
と国際経済の動向-〕
【知識及び技能】
・職業選択、雇用と労働問題、財
政及び租税の役割、少子高齢社会
における社会保障の充実、安定
化、市場経済の機能と限界、金融
の動き、経済のグローバル化と相
互依存関係の深まりなどに関わる
現実社会の事柄や課題について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を
踏まえながら主題を設定し、合意
形成や社会参画を視野に入れなが
ら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想
したりしたことを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よ
りよい社会の実現を視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

・指導項目
１　産業構造の変化
２　中小企業と農業
３　労働者の権利
４　雇用と労働に関する課題
５　社会保障の役割と課題
６　国際経済のしくみ
７　国際経済の枠組み
８　地域経済統合
９　グローバル化と自由貿易
　　協定
10　国際経済の変化と課題
11　経済格差の是正

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・職業選択、雇用と労働問題、財政及び租税
の役割、少子高齢社会における社会保障の充
実、安定化、市場経済の機能と限界、金融の
動き、経済のグローバル化と相互依存関係の
深まりなどに関わる現実社会の事柄や課題に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を踏まえなが
ら主題を設定し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想したりした
ことを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よりよい社会
の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

〇 〇

定期考査
〇 〇

7

定期考査
〇 〇 1

〔私たちと経済-市場経済のしくみ
-〕
【知識及び技能】
・職業選択、雇用と労働問題、財
政及び租税の役割、少子高齢社会
における社会保障の充実、安定
化、市場経済の機能と限界、金融
の動き、経済のグローバル化と相
互依存関係の深まりなどに関わる
現実社会の事柄や課題について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を
踏まえながら主題を設定し、合意
形成や社会参画を視野に入れなが
ら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想
したりしたことを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よ
りよい社会の実現を視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようと
する。

・指導項目
１　経済とその考え方
２　市場のメリットと限界
３　企業の目的と役割
４　金融の役割
５　政府の役割と財政
６　日本の財政の課題
７　経済の変動

・使用教材
教科書、授業プリント

・一人一台端末
諸資料の検索やまとめに使用

【知識及び技能】
・職業選択、雇用と労働問題、財政及び租税
の役割、少子高齢社会における社会保障の充
実、安定化、市場経済の機能と限界、金融の
動き、経済のグローバル化と相互依存関係の
深まりなどに関わる現実社会の事柄や課題に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・法や政治及び経済などの側面を踏まえなが
ら主題を設定し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら、その主題の解決に向けて事実
を基に、協働して考察したり構想したりした
ことを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について、よりよい社会
の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

結び付きを深める現代世界
【知識及び技能】
　現代世界の地域構成を示したさま
ざまな地図の読図などを基に，方位
や時差，日本の位置と領域，国内や
国家間の結び付きなどについて理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代世界の地域構成について，位
置や範囲などに着目して，主題を設
定し，世界的視野から見た日本の位
置，国内や国家間の結び付きなどを
多面的・多角的に考察し，表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代世界の地域構成について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみ
られる課題を主体的に追究，解決し
ようとする態度を養う。

・領域の三要素、国境、排他的経
済水域、国際連合、南北・南南問
題、グローバル化と通信技術など
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用、地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　現代世界の地域構成を示したさまざまな地
図の読図などを基に，方位や時差，日本の位
置と領域，国内や国家間の結び付きについて
理解することができている。
【思考・判断・表現】
　世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる地形的特徴や自然との関わり
などに着目して，主題を設定し，多様性や変
容の要因などを多面的・多角的に考察し，表
現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　地形的特徴や自然とによってもたらされる
さまざまな災害に対して、目指される取り組
みを主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○

世界の地形と人々の生活
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化
を，地形に由来する自然環境から影
響を受けたり，あるいは影響を与え
たりして多様性をもつことや，自然
環境の変化によって変容することな
どについて理解している。

・営力、変動帯、安定地域、プ
レート、火山、地震、河川地形、
海岸地形、氷河地形、地形が生活
に与える影響など
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用、地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を，地形に
由来する自然環境から影響を受けたり，ある
いは影響を与えたりして多様性をもつこと
や，自然環境の変化によって変容することな
どについて理解できている。
【思考・判断・表現】
　世界の人々の生活文化について，その生活

態
配当
時数

１
学
期

地図でとらえる現代世界
【知識及び技能】
　地図の読図などを基に，地図や地
理情報システム（GIS）の役割や有
用性などについて理解している。地
図やGISを用いて，情報を収集，読
み取り，まとめる技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
地図やGISについて，目的や用途，
内容，適切な活用の仕方などを多面
的・多角的に考察し，表現するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
地図やGISを活用し，社会の課題を
主体的に追究，解決しようとしてい
る。

・緯度経度、地図の種類、統計地
図、GISなど
・教材　教科書・地図帳
・一人１台端末を活用し、適宜地
理院地図やGoogleEarthなどを扱
う。

【知識・技能】
地図の読図などを基に，地図や地理情報シス
テム（GIS）の役割や有用性などについて理
解している。地図やGISを用いて，情報を収
集，読み取り，まとめる技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
地図やGISについて，目的や用途，内容，適
切な活用の仕方などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図やGISを活用し，社会の課題を主体的に
追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

中間考査
1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題
への取り組みなどを理解しているとともに、地図や
GISなどを用いて諸資料から地理に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技術を身につけてい
る。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連
を位置や分布、場所、人間と自然環境との相互関
係、相互依存作用などに着目しつつ概念などを活用
し、多角的、多面的に考察したり、地理的な課題の
解決に向けて構想、考察したことを効果的に説明し
たり、議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決
しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的
に考察や深い理解を通して涵養される日本国民とし
ての自覚、我が国の国土に対する愛情、世界の諸地
域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切
さについて自覚などを深める。

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色に関して理解しているとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめている。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，社会に見られる課題の解決に向けて構想したり，考察，構想したことを効果的に説明したり，それら
を基に議論したりしている。
地理に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的
に解決しようとしている。

地理総合

『わたしたちの地理総合』（二宮書店）　　『コンパクト地理総合地図』（二宮書店）　

地理歴史  科目 地理総合
地理歴史 地理総合 2



9

どについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，
その生活文化がみられる地形的特徴
や自然との関わりなどに着目して，
主題を設定し，多様性や変容の要因
などを多面的・多角的に考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　地形的特徴や自然とによってもた
らされるさまざまな災害に対して、
目指される取り組みを主体的に追
究，解決しようとしている。

　世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる地形的特徴や自然との関わり
などに着目して，主題を設定し，多様性や変
容の要因などを多面的・多角的に考察し，表
現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　地形的特徴や自然とによってもたらされる
さまざまな災害に対して、目指される取り組
みを主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○



地球的課題と国際協力
【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などを
基に，地球的課題の各地で共通する
傾向性や課題相互の関連性などにつ
いて大観し理解する。

・地球的課題（環境問題、エネル
ギー問題、人口問題、経済格差、
食料問題、都市・村落問題）など
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用　地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　世界各地で見られる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などを基に，地球的課題の各地で共
通する傾向性や課題相互の関連性などについ
て大観し理解できている。
【思考・判断・表現】
　世界各地で見られる地球環境問題，資源・

期末考査
1

世界の産業と人々の生活
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，地域の産業が気候や文化的特
徴から影響を受けたり，影響を与え
たりして多様性をもつことや，グ
ローバル化に伴って変容することな
どについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　地域の産業について主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　地域の産業の発展とそれに伴って
生じる課題に対して、目指される取
り組みを主体的に追究，解決しよう
としている。

・農業、工業（アメリカ、中国、
韓国、ヨーロッパ）など
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用、地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，地
域の産業が気候や文化的特徴から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，グローバル化に伴って変容することなど
について理解できている。
【思考・判断・表現】
　地域の産業について主題を設定し，多様性
や変容の要因などを多面的・多角的に考察
し，表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　地域の産業の発展とそれに伴って生じる課
題に対して、目指される取り組みを主体的に
追究，解決しようとしている。

〇 〇 〇
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世界の言語・宗教、歴史と結びつい
た人々の生活
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，人々の生活文化が社会集団に
おける文化的要素から影響を受けた
り，影響を与えたりして多様性をも
つことなどについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，
その生活文化がみられる文化圏の特
徴や宗教との関わりなどに着目し
て，主題を設定し，多様性や変容の
要因などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　文化的な社会集団間で生じる紛争
等の課題に対して、目指される取り
組みを主体的に追究，解決しようと
している。

・文化、言語、民族、宗教、資
源、経済発展、産業など
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用、地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が社会集団における文化的要
素から影響を受けたり，影響を与えたりして
多様性をもつことなどについて理解できてい
る。
【思考・判断・表現】
　世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる文化圏の特徴や宗教との関わ
りなどに着目して，主題を設定し，多様性や
変容の要因などを多面的・多角的に考察し，
表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　文化的な社会集団間で生じる紛争等の課題
に対して、目指される取り組みを主体的に追
究，解決しようとしている。

〇 〇 〇 8
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世界の気候と人々の生活
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，人々の生活文化が気候から影
響を受けたり，影響を与えたりして
多様性をもつことや，気候の変化に
よって変容することなどについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，
その生活文化がみられる場所の特徴
や気候との関わりなどに着目して，
主題を設定し，多様性や変容の要因
などを多面的・多角的に考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　自然環境と生活文化の関係性に着
目して、人間の生活の工夫について
主体的に追究，解決しようとしてい
る。

・大気の大循環、ケッペンの気候
区分、気候区分ごとの植生、気候
と生活文化（衣食住）の関係性、
モンスーンなど
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用、地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が気候から影響を受けたり，
影響を与えたりして多様性をもつことや，気
候の変化によって変容することなどについて
理解できている。
【思考・判断・表現】
　世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる場所の特徴や気候との関わり
などに着目して，主題を設定し，多様性や変
容の要因などを多面的・多角的に考察し，表
現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　気候変動によってもたらされるさまざまな
災害に対して、目指される取り組みを主体的
に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 9
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いて大観し理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などの
地球的課題について，地域の結び付
きや持続可能な社会づくりなどに着
目して，主題を設定し，現状や要
因，解決の方向性などを多面的・多
角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　地球的課題と国際協力について，
よりよい社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究，解決
しようとする態度を養う。

　世界各地で見られる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などの地球的課題について，地域の
結び付きや持続可能な社会づくりなどに着目
して，主題を設定し，現状や要因，解決の方
向性などを多面的・多角的に考察し，表現で
きている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　地球的課題と国際協力について，よりよい
社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究，解決しようとしている。

〇 〇



合計

70

持続可能な地域づくりと私たち
【知識及び技能】
　我が国をはじめ世界で見られる自
然災害や生徒の生活圏で見られる自
然災害を基に，地域の自然環境の特
色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の
重要性などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について，
自然及び社会的条件との関わり，地
域の共通点や差異，持続可能な地域
づくりなどに着目して，主題を設定
し，自然災害への備えや対応などを
多面的・多角的に考察し，表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　自然環境と防災について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られ
る課題を主体的に追究，解決しよう
とする態度を養う。

・日本と自然災害、防災など
・教材　教科書・地図帳・資料集
・一人１台端末の活用　地理院地
図・Google Earth等を適宜利用

【知識・技能】
　我が国をはじめ世界で見られる自然災害や
生徒の生活圏で見られる自然災害を基に，地
域の自然環境の特色と自然災害への備えや対
応との関わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性な
どについて理解できている。
【思考・判断・表現】
　地域性を踏まえた防災について，自然及び
社会的条件との関わり，地域の共通点や差
異，持続可能な地域づくりなどに着目して，
主題を設定し，自然災害への備えや対応など
を多面的・多角的に考察し，表現できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境と防災について，よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に
追究，解決しようとしている。

〇 〇 〇 8
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年間授業計画　様式例

豊島高等学校定時制 令和６年度（３学年用） 教科　地理歴史  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
　　18 世紀のアジアや日本におけ
る生産と流通，アジア各地域間や
アジア諸国と欧米諸国の貿易など
を基に，18世紀のアジアの経済と
社会を理解するとともに，それら
に関する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　18世紀のアジア諸国の経済が欧
米諸国に与えた影響などに着目し
て，主題を設定し，アジア諸国と
その他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするな
どして，18 世紀のアジア諸国にお
ける経済活動の特徴，アジア各地
域間の関係，アジア諸国と欧米諸
国との関係などを多面的・多角的
に考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　18世紀のアジアの経済・社会に
関して，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的
に追究する。

・指導項目
1　近世の日本と世界
2　18世紀の中国とアジア貿易
3　18世紀のイギリスとアジア、ア
フリカ

【知識・技能】
　18 世紀のアジアや日本における生産と流
通，アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国
の貿易などを基に，18世紀のアジアの経済と
社会を理解するとともに，それらに関する諸
資料を活用している。
【思考・判断・表現】
　18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与
えた影響などに着目して，主題を設定し，ア
ジア諸国とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，18
世紀のアジア諸国における経済活動の特徴，
アジア各地域間の関係，アジア諸国と欧米諸
国との関係などを多面的・多角的に考察し，
表現している。
【主体的に学習に取り組み態度】
　18世紀のアジアの経済・社会に関して，よ
りよい社会の実現を視野にそこで見られる課
題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○
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【知識・技能】
　18 世紀後半以降の欧米の市民革
命や国民統合の動向，日本の明治
維新や大日本帝国憲法の制定など
を基に，立憲体制と国民国家の形
成を理解するとともに，それらに
関する諸資料を活用する。

・指導項目
1　二つの市民革命と近代民主主義
社会の設立
2　国民統合とナショナリズム
3　明治維新期の日本と世界
4　近代国家への移行と憲法の制定

【知識・技能】
　18 世紀後半以降の欧米の市民革命や国民
統合の動向，日本の明治維新や大日本帝国憲
法の制定などを基に，立憲体制と国民国家の
形成を理解するとともに，それらに関する諸
資料を活用している。
【思考・判断・表現】

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

【知識・技能】
　日本と世界の歴史をもとに、ス
ポーツや「終戦」の観点から、資
料をもとに叙述されていることを
理解するとともに、諸資料を活用
する
【思考・判断・表現】
　　資料から読み取った情報の意
味や意義・特色等を考察し、表現
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　各テーマについて、主体的に追
及する。

・指導項目
1 歴史と私たち　　日本とスポー
ツの歴史
2 歴史の特質と資料　　8月15日と
それぞれの「終戦」

【知識・技能】
　日本と世界の歴史をもとに、スポーツや
「終戦」の観点から、資料をもとに叙述され
ていることを理解するとともに、諸資料を活
用している。
【思考・判断・表現】
　　資料から読み取った情報の意味や意義・
特色等を考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　各テーマについて、主体的に追及してい
る。

○ ○ 〇 4
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【知識・技能】
　産業革命と交通・通信手段の革
新，中国の開港と日本の開国など
を基に，工業化と世界市場の形成
を理解するとともに，それらに関
する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　産業革命の影響，中国の開港と
日本の開国の背景とその影響など
に着目して，主題を設定し，アジ
ア諸国とその他の国や地域の動向
を比較したり，相互に関連付けた
りするなどして，アジア諸国と欧
米諸国との関係の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業化と世界市場の形成に関し
て，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追
究する。

・指導項目
1　産業革命による経済発展と社会
の変化
2　世界市場の形成とイギリスによ
るアジア進出
3　日本の開国とその影響

【知識・技能】
　産業革命と交通・通信手段の革新，中国の
開港と日本の開国などを基に，工業化と世界
市場の形成を理解するとともに，それらに関
する諸資料を活用している。
【思考・判断・表現】
　産業革命の影響，中国の開港と日本の開国
の背景とその影響などに着目して，主題を設
定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向
を比較したり，相互に関連付けたりするなど
して，アジア諸国と欧米諸国との関係の変容
などを多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業化と世界市場の形成に関して，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる課題を
主体的に追究しようとしている。

10

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て，世界とその中の日本を広く相互的な視野か
ら捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代
の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に
関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
めている。

　近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，
特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連
や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活
用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られ
る課題を把握し解決を視野に入れて構想したり，考
察，構想したことを効果的に説明したり，それらを
基に議論したりしている。

　近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的
に追究，解決しようとしている。

 「私たちの 歴史総合」（ 35・清水・歴総705）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色に関して理解しているとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

歴史に関わる事象の意味や特色、相互の関連を、概念等を活用して考察したり、考察、構想したことを説明できるようにする。

歴史に関わる諸事象について、国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとしてい
る。

歴史総合
地理歴史 歴史総合 3



・指導項目
1　大衆の政治参加
2　女性の社会参加
3　大衆社会の形成

【知識・技能】
　大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デ
モクラシーと政党政治，大量消費社会と大衆
文化，教育の普及とマスメディアの発達など
を基に，大衆の政治参加と女性の地位向上，
大正デモクラシーと政党政治，大量消費社会
と大衆文化，教育の普及とマスメディアの発
達など大衆社会の形成と社会運動の広がりを

1

２
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期

【知識・技能】
　総力戦となった第一次世界大戦
の特質・展開，日本やアジアの経
済成長，ソヴィエト連邦の成立と
アメリカ合衆国の台頭，ナショナ
リズムの動向と国際連盟の成立な
どを基に，総力戦となった第一次
世界大戦の特質・展開や惨禍，第
一次世界大戦後の国際協調体制が
構築された経緯やその展開の特
徴，日本とアジア及び太平洋地域
の関係を理解するとともに，諸資
料を活用する。
【思考・判断・表現】
　第一次世界大戦の推移と第一次
世界大戦や社会主義革命が大戦後
の世界に与えた影響などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，
関連付けたりするなどして，第一
次世界大戦の性格と惨禍，社会主
義革命の意味や影響，大戦後の日
本とアジア及び太平洋地域の関係
の変化や軍縮条約・不戦条約など
国際協調体制の特徴などを，多面
的・多角的に考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国際連盟やその後の国際連合な
どの国際組織，国際的な軍縮条約
や不戦条約などの国際法の意義を
理解し第一次世界大戦と国際社会
に関して，国際社会の一員とし
て，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追
究する。

・指導項目
1　第一次世界大戦
2　社会主義革命
3　国際協調体制
4　アジアの民族運動

【知識・技能】
　総力戦となった第一次世界大戦の特質・展
開，日本やアジアの経済成長，ソヴィエト連
邦の成立とアメリカ合衆国の台頭，ナショナ
リズムの動向と国際連盟の成立などを基に，
総力戦となった第一次世界大戦の特質・展開
や惨禍，第一次世界大戦後の国際協調体制が
構築された経緯やその展開の特徴，日本とア
ジア及び太平洋地域の関係を理解するととも
に，諸資料を活用している。
【思考・判断・表現】
　第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦や
社会主義革命が大戦後の世界に与えた影響な
どに着目して，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，関連付けた
りするなどして，第一次世界大戦の性格と惨
禍，社会主義革命の意味や影響，大戦後の日
本とアジア及び太平洋地域の関係の変化や軍
縮条約・不戦条約など国際協調体制の特徴な
どを，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国際連盟やその後の国際連合などの国際組
織，国際的な軍縮条約や不戦条約などの国際
法の意義を理解し第一次世界大戦と国際社会
に関して，国際社会の一員として，よりよい
社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究しようとしている。
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【知識・技能】
　大衆の政治参加と女性の地位向
上，大正デモクラシーと政党政
治，大量消費社会と大衆文化，教
育の普及とマスメディアの発達な
どを基に，大衆の政治参加と女性
の地位向上，大正デモクラシーと
政党政治，大量消費社会と大衆文

定期考査
○ ○

7

【知識・技能】
　社会インフラ建設をめぐる平等
と格差といった現代的諸課題の形
成に関わる近代化の歴史を理解す
る。
【思考・判断・表現】
　日本と清の鉄道建設の比較，鉄
道建設に対する清朝政府や中国民
衆の反応，現代のアジア諸国のイ
ンフラ建設の光と影に着目して，
鉄道建設と近代化について多面
的・多角的に考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　鉄道建設と近代化のもたらす現
代的な諸課題を主体的に追究す
る。

近代化と現代的な諸課題　鉄道建
設

【知識・技能】
　社会インフラ建設をめぐる平等と格差と
いった現代的諸課題の形成に関わる近代化の
歴史を理解している。
【思考・判断・表現】
　日本と清の鉄道建設の比較，鉄道建設に対
する清朝政府や中国民衆の反応，現代のアジ
ア諸国のインフラ建設の光と影に着目して，
鉄道建設と近代化について多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　鉄道建設と近代化のもたらす現代的な諸課
題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 3

【知識・技能】
　列強の進出と植民地の形成，日
清・日露戦争などを基に，列強の
帝国主義政策とアジア諸国の変容
を理解するとともに，それらに関
する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　帝国主義政策の背景，帝国主義
政策がアジア・アフリカに与えた
影響などに着目して，主題を設定
し，アジア諸国とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関
連付けたりするなどして，帝国主
義政策の特徴，列強間の関係の変
容などを多面的・多角的に考察
し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　列強の帝国主義政策とアジア・
アフリカの変容に関して，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見ら
れる課題を主体的に追究する。

・指導内容
1　列強による帝国主義
2　帝国主義がアジア、アフリカに
もたらしたもの
3　日清戦争とその影響
4　日露戦争

【知識・技能】
　列強の進出と植民地の形成，日清・日露戦
争などを基に，列強の帝国主義政策とアジア
諸国の変容を理解するとともに，それらに関
する諸資料を活用している。
【思考・判断・表現】
　帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジ
ア・アフリカに与えた影響などに着目して，
主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関連付けたり
するなどして，帝国主義政策の特徴，列強間
の関係の変容などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　列強の帝国主義政策とアジア・アフリカの
変容に関して，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追究しようと
している。

○ ○ ○

関する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　 国民国家の形成の背景や影響な
どに着目して，主題を設定し，ア
ジア諸国とその他の国や地域の動
向を比較したり，相互に関連付け
たりするなどして，政治変革の特
徴，国民国家の特徴や社会の変容
などを多面的・多角的に考察し，
表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国民国家と立憲体制に関して，
よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究す
る。

【思考・判断・表現】
　 国民国家の形成の背景や影響などに着目
して，主題を設定し，アジア諸国とその他の
国や地域の動向を比較したり，相互に関連付
けたりするなどして，政治変革の特徴，国民
国家の特徴や社会の変容などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国民国家と立憲体制に関して，よりよい社
会の実現を視野にそこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 7



【知識・技能】
　アジア太平洋戦争の展開，国際
連合と国際経済体制，冷戦の始ま
りとアジア諸国の動向，戦後改革
と日本国憲法の制定，平和条約と
日本の独立の回復など，第二次世
界大戦後の国際秩序と日本の国際
社会への復帰を理解し，それらに
関する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　アジア太平洋戦争の推移と第二
次世界大戦が大戦後の世界に与え
た影響，第二次世界大戦後の国際
秩序の形成が社会に及ぼした影
響，福祉面での国家の積極的な介
入の方向性などの連続性などに着
目して，主題を設定し，日本とそ
の他の国や地域の動向を比較，相
互に関連付けたりするなど，第二
次世界大戦の性格と惨禍，社会状
況や人々の生活，日本に対する占
領政策と国際情勢との関係などを
多面的・多角的に考察し，表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　核兵器使用を含む戦争の惨禍が
もたらした影響と平和で民主的な
国際社会の実現に努める意義に関
して，国際社会の一員として，過
去の日本とアジア諸国との関係を
認識し，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的
に追究しようとしている。

・指導項目
1　アジア太平洋戦争
2　戦争が変えた人々のくらし
3　戦後世界の新たな枠組み
4　敗戦後の日本とアジア
5　冷戦下の東アジア

【知識・技能】
　アジア太平洋戦争の展開，国際連合と国際
経済体制，冷戦の始まりとアジア諸国の動
向，戦後改革と日本国憲法の制定，平和条約
と日本の独立の回復などを基に，第二次世界
大戦後の国際秩序と日本の国際社会への復帰
を理解するとともに，それらに関する諸資料
を活用している。
【思考・判断・表現】
　アジア太平洋戦争の推移と第二次世界大戦
が大戦後の世界に与えた影響，第二次世界大
戦後の国際秩序の形成が社会に及ぼした影
響，福祉面での国家の積極的な介入の方向性
などの連続性などに着目して，主題を設定
し，日本とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，第
二次世界大戦の性格と惨禍，第二次世界大戦
下の社会状況や人々の生活，日本に対する占
領政策と国際情勢との関係などを多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　核兵器使用を含む戦争の惨禍がもたらした
影響と平和で民主的な国際社会の実現に努め
る意義に関して，国際社会の一員として，過
去の日本とアジア諸国との関係を認識し，よ
りよい社会の実現を視野にそこで見られる課
題を主体的に追究しようとしている。
　また国民生活に対する国家の関わりについ
て主体的に追究しようとしている。

〇 〇 〇 8

1

【知識・技能】
　世界恐慌，ファシズムの伸長，
日本の対外政策，第二次世界大戦
の勃発などを基に，国際協調体制
の動揺と崩壊，国際秩序の変容に
つながった当時の政治制度の特性
や国際情勢，第二次世界大戦の展
開を理解するとともに，それらに
関する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　経済危機の背景と影響，国際秩
序や政治体制の変化などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，
相互に関連付けたりするなどし
て，各国の世界恐慌への対応の特
徴，国際協調体制の動揺の要因な
どを多面的・多角的に考察し，表
現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　世界恐慌への日本を含めた各国
の対応の意義やその限界に関し
て，国際社会の一員として，より
よい社会の実現を視野にそこで見
られる現代的な諸課題との関わり
を主体的に追究しようとしてい
る。
　また情報の統制や世論の形成過
程におけるマスメディアの影響の
大きさを理解し，現代的な諸課題
との関わりを主体的に追究する。

・指導項目
1　世界恐慌
2　ファシズムの台頭
3　日本の大陸進出
4　第二次世界大戦

【知識・技能】
　世界恐慌，ファシズムの伸長，日本の対外
政策，第二次世界大戦の勃発などを基に，国
際協調体制の動揺と崩壊，国際秩序の変容に
つながった当時の政治制度の特性や国際情
勢，第二次世界大戦の展開を理解するととも
に，それらに関する諸資料を活用している。
【思考・判断・表現】
　経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体
制の変化などに着目して，主題を設定し，日
本とその他の国や地域の動向を比較したり，
相互に関連付けたりするなどして，各国の世
界恐慌への対応の特徴，国際協調体制の動揺
の要因などを多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　世界恐慌への日本を含めた各国の対応の意
義やその限界に関して，国際社会の一員とし
て，よりよい社会の実現を視野にそこで見ら
れる現代的な諸課題との関わりを主体的に追
究しようとしている。
　また情報の統制や世論の形成過程における
マスメディアの影響の大きさを理解し，現代
的な諸課題との関わりを主体的に追究しよう
としている。

〇 〇 〇 10

定期考査

〇 〇

達など大衆社会の形成と社会運動の広がりを
理解するとともに，それらに関する諸資料を
活用している。
【思考・判断・表現】
　第一次世界大戦前後の社会の変化などに着
目して，主題を設定し，日本とその他の国や
地域の動向を比較したり，関連付けたりする
などして，第一次世界大戦後の社会の変容と
社会運動との関連などを，多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　議会政治に基づく政党内閣制や国家や社会
の在り方を模索する多様な思想や運動とその
主体の意義に関して，大量消費社会の功罪，
教育の重要性や世論形成におけるマスメディ
アの重要性を認識し，民主主義社会・資本主
義社会の一員として，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

〇 〇 〇 12

政党政治，大量消費社会と大衆文
化，教育の普及とマスメディアの
発達など大衆社会の形成と社会運
動の広がりを理解するとともに，
それらに関する諸資料を活用す
る。
【思考・判断・表現】
　第一次世界大戦前後の社会の変
化などに着目して，主題を設定
し，日本とその他の国や地域の動
向を比較したり，関連付けたりす
るなどして，第一次世界大戦後の
社会の変容と社会運動との関連な
どを，多面的・多角的に考察し，
表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　議会政治に基づく政党内閣制や
国家や社会の在り方を模索する多
様な思想や運動とその主体の意義
に関して，大量消費社会の功罪，
教育の重要性や世論形成における
マスメディアの重要性を認識し，
民主主義社会・資本主義社会の一
員として，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を主体
的に追究する。



1

合計

105

〇 10

【知識・技能】
　民主化の進展，地域統合の拡大
と変容，市場開放と経済の自由
化，情報通信技術の発展，地域紛
争の拡散とそれへの対応などを基
に，冷戦終結後の国際政治の変容
と課題を理解するとともに，それ
らに関する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　民主化や地域統合の背景と影
響，経済の自由化や技術革新の影
響，地域紛争の拡散の背景と影響
などに着目して，主題を設定し，
日本とその他の国や地域の動向を
比較したり，相互に関連付けたり
するなどして，冷戦終結後の国際
政治の特徴と日本の役割などを多
面的・多角的に考察し，表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　民主化や地域統合の動き，経済
の自由化や技術革新，地域紛争の
拡散の背景や影響などに関して，
グローバル化する国際社会の一員
として，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的
に追究する。

・指導項目
1　石油危機と価値観の転換
2　アジアの成長
3　冷戦の終結
4　冷戦終結後の紛争と平和への取
り組み

【知識・技能】
　民主化の進展，地域統合の拡大と変容，市
場開放と経済の自由化，情報通信技術の発
展，地域紛争の拡散とそれへの対応などを基
に，冷戦終結後の国際政治の変容と課題を理
解するとともに，それらに関する諸資料を活
用している。
【思考・判断・表現】
　民主化や地域統合の背景と影響，経済の自
由化や技術革新の影響，地域紛争の拡散の背
景と影響などに着目して，主題を設定し，日
本とその他の国や地域の動向を比較したり，
相互に関連付けたりするなどして，冷戦終結
後の国際政治の特徴と日本の役割などを多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　民主化や地域統合の動き，経済の自由化や
技術革新，地域紛争の拡散の背景や影響など
に関して，グローバル化する国際社会の一員
として，よりよい社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究しようとしてい
る。

〇 〇 〇 10

３
学
期

【知識・技能】
　脱植民地化とアジア・アフリカ
諸国，冷戦下の地域紛争，先進国
の政治の動向，軍備拡張や核兵器
の管理などを基に，国際政治の変
容を理解するとともに，それらに
関する諸資料を活用する。
【思考・判断・表現】
　地域紛争の背景や影響，冷戦が
各国の政治に及ぼした影響などに
着目して，主題を設定し，日本と
その他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするな
どして，地域紛争と冷戦の関係，
第三世界の国々の経済政策の特
徴，欧米やソヴィエト連邦の政策
転換の要因などを多面的・多角的
に考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　地域紛争や冷戦の影響，国際政
治の動向などに関して，グローバ
ル化する国際社会の一員として，
よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

・指導項目
1　脱植民地化とアジア、アフリカ
諸国
2　冷戦下の地域紛争
3　先進国の政治と社会運動
4　核兵器の脅威と核軍縮

【知識・技能】
　脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦
下の地域紛争，先進国の政治の動向，軍備拡
張や核兵器の管理などを基に，国際政治の変
容を理解するとともに，それらに関する諸資
料を活用している。
【思考・判断・表現】
　地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治
に及ぼした影響などに着目して，主題を設定
し，日本とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，地
域紛争と冷戦の関係，第三世界の国々の経済
政策の特徴，欧米やソヴィエト連邦の政策転
換の要因などを多面的・多角的に考察し，表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　地域紛争や冷戦の影響，国際政治の動向な
どに関して，グローバル化する国際社会の一
員として，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究しようとして
いる。

〇 〇

定期考査

〇 〇

定期考査

〇 〇 1

に追究しようとしている。
　また国民生活に対する国家の関
わりについて主体的に追究する。

〇 〇 〇 8



年間授業計画様式例

豊島高等学校定時制　令和６年度　教科公民科　科目政治・経済　年間授業計画

教　　　科： 公民科　　　目： 政治・経済　　単位数：　２単位

対象学年組： 第４学年A組）　　

使用教科書：（高等学校　新政治・経済　清水書院　　）

使用教材  ：（　教科書・補助プリント　）

指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

民主政治の基本的な考え方・思想について理解する。

2

４
月

オリエンテーション １年間の授業の流れ、評価方法を説明する。 1

人間と政治

人間と政治・法のかかわりについて理解する。

発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

2

民主政治の基本原理



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

５
月

日本国憲法と基本的人権 日本国憲法について、権利と義務などを理解する。 発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

3

日本の平和主義と安全保障

中間考査前

生徒の学力に合っているか確認する。

定期テスト素点
プリント等回収物

1

中間考査後まとめ

誤答が多い箇所を中心に復習する。

1

現代日本の政治について、日本の政治機構をふまえたうえで理解する。

2

中間考査前復習

流れがわかりにくい箇所などを復習する。

1



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

国際政治の形成から現代の国際政治を理解する。 3

経済社会の変容と経済思想 経済と思想の歴史について理解する。 3

６
月

日本の政治機構 内閣・国会・裁判所の在り方について理解する 発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

3

現代日本の政治

現代の日本の政治について理解する。

2

国際政治と日本

三つの経済主体と経済の循環

３つの経済主体について考察する。
経済循環の仕組みと市場について理解する。

3



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月

期末考査 ・生徒の学力に合っているか確認する。 定期テスト素点
プリント等回収物

1

期末考査後のまとめ

・誤答が多い箇所を中心に復習する。

1



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

９
月

価格と市場の役割 需要と供給について考察する。
経済循環の仕組みと市場について理解する。

発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

3

現代の企業
物価変動と国民生活

政府の経済的役割

財政の仕組みと機能について理解する。

3

株式会社の仕組みについて理解する。
デフレとインフレについて考察する。

2

経済成長と景気変動

国内総生産や国民総生産といった経済指標について理解する。
景気循環の４局面について理解する。

3



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

生徒の学力に合っているか確認する。

定期テスト素点
プリント等回収物

1

中間考査後のまとめ

誤答が多い箇所を中心に復習する。

1

月

租税と国債
日本財政の課題

租税の在り方や国債について考察する。
現代日本の経済状況について理解する。

発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

3

中間考査前復習

流れがわかりにくい箇所などを復習する。

1

中間考査

貨幣の役割と金融

貨幣の役割と種類について理解する。
金融とは何かを理解する。

発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

3

10



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

金融市場と金融政策
金融環境の変化

金融市場の仕組みについて理解する。
金融の自由化について理解する。

発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

3

公害・環境問題
消費者問題

社会保障制度のあゆみ
社会保障制度の課題 世界と日本の社会保障制度のあゆみについて理解する。

社会保障制度の概要と課題について理解する。

3

戦後の国際経済

第二次世界大戦後の国際経済について理解する。

2

公害問題の推移と現代の環境問題について理解する。
消費者問題と消費者政策について考察する。

2

労働者の権利と労働組合の役割
労働市場の変化と労働問題 労働三法や労働組合について理解する。

今日の労働問題について考察する。

2
11



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

誤答が多い箇所を中心に復習する。

1

月

期末考査前総復習 流れがわかりにくい箇所などを復習する。 1

期末考査

生徒の学力に合っているか確認する。

定期テスト素点
プリント等回収物

1

期末考査後のまとめ
12



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

現代政治・経済の諸課題 これまで学習してきた公民科の内容を踏まえながら、現代日本の諸課題や国際
社会の中から探求するテーマを選択する。

発問・プリント記述だけでは
なく、授業態度などで総合的
に評価

1

現代日本の諸課題
国際社会の諸課題 日本や世界の諸課題の解決に向けて私たちができることは何かを考察し、レポート

等にまとめる。

レポート等提出物 4



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月

学年末考査 生徒の学力に合っているか確認する。 定期テスト素点
プリント等回収物

1



指導内容 科目政治・経済の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画様式例

豊島高等学校定時制　令和６年度　教科地理歴史　科目地理A　年間授業計画

教　　　科： 地理歴史 　科　　　目：地理A　　単位数：　２単位

対象学年組： 第4学年A組）　　

使用教科書：（　高校生の地理A　帝国書院　）

使用教材  ：（　教科書、地図帳、学習プリント、ICT機器）

指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

地理Ａオリエンテーション １年間の授業のコンセプトを説明する。 1

旅を身近にする地図－地球儀と地図－
地球儀の見方や使い方、読み取れる情報等を理解する。
様々な図法とその利用方法を考察する。
地形図や地図記号を用いながら中学校段階の復習をする。

発問・プリント記述だけでな
く
授業態度などで総合的に評
価。

3



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

５
月

ほかの国に入るということは－国家－
日本の領域と領土問題

国家の３要素や領域の考え方について理解する。
日本の領域と領土問題について考察する。

発問・プリント記述だけでな
く
授業態度などで総合的に評
価。

3

日本の地形
日本の気候

中間考査

生徒の学力に合っているか確認する。

定期テスト素点
プリント等回収物

1

中間考査後のまとめ

誤答が多い箇所を中心に復習を行う。

1

日本の地形における特徴を地図等から考察する。
日本の気候の特色を考察する。

3

中間考査前総復習

流れがつかみにくい箇所を丁寧に復習する。

1



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

ケッペンの気候区分を理解する。
熱帯地域の特徴を多面的に考察する。

4

乾燥帯の気候と人々の生活
温帯の気候と人々の生活
亜寒帯・寒帯の気候と人々の生活

乾燥帯地域の特徴を多面的に考察する。
温帯地域の特徴を多面的に考察する。
亜寒帯・寒帯地域の特徴を多面的に考察する。

4

６
月

躍動する地形
川がつくる地形

造山帯やプレートテクトニクスについて理解する。
沖積平野の構造について理解する。

3

海岸でみられる地形
氷河地形・カルスト地形 砂浜海岸と岩石海岸の構造について理解する。

氷河の形成過程やカルスト地形について理解する。

3

地域による気候の違い
熱帯の気候と人々の生活

宗教・言語と人々の生活
生活・文化のグローバル化 宗教と生活の結び付きについて考察する。

生活や文化のグローバル化について理解する。

2



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月

期末考査 生徒の学力に合っているか確認する。 定期テスト素点
プリント等回収物

1

期末考査後のまとめ

誤答が多い箇所を中心に復習を行う

1



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

９
月

世界の諸地域の生活・文化－東アジア－ 東アジア諸国における自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・
生活を理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察
を深める。

発問・プリント記述だけでな
く
授業態度などで総合的に評
価。

3

世界の諸地域の生活・文化－東南アジア－

世界の諸地域の生活・文化－中央アジア・西
アジア・北アフリカ－ 中央アジア・西アジア・北アフリカ諸国における、自然・文化・歴史・社会（産業・農業・

工業等含む）・生活を理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしなが
ら考察を深める。

3

東南アジア諸国における、自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活を
理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深める。

3

世界の諸地域の生活・文化－南アジア－

南アジア諸国における自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活を理解
し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深める。

3



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

生徒の学力に合っているか確認する。

1

中間考査後のまとめ

誤答が多い箇所を中心に復習を行う。

1

月

世界の諸地域の生活・文化－サハラ以南のア
フリカ－

サハラ以南のアフリカ諸国における、自然・文化・歴史・社会（産業・農業・
工業等含む）・生活を理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をした
りしながら考察を深める。

発問・プリント記述だけでな
く
授業態度などで総合的に評
価。

2

中間考査前総復習

流れがつかみにくい箇所を丁寧に復習する。

定期テスト素点
プリント等回収物

1

中間考査

世界の諸地域の生活・文化－ヨーロッパ－

ヨーロッパ諸国における、自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活を
理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深める。

3

10



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

世界の諸地域の生活・文化－ロシア－ ロシアにおける、自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活
を理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深
める。

発問・プリント記述だけでな
く
授業態度などで総合的に評
価。

3

世界の諸地域の生活・文化－アメリカ合衆国
－

世界の諸地域の生活・文化－オセアニア－

オセアニア諸国における自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活を理
解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深める。

2

ＧＩＳを用いた地図表現

ＧＩＳやＧＮＳＳの仕組みや利用方法を理解する。
ＧＩＳを実際に活用してみる。

1

アメリカ合衆国における自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活を理
解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深める。

2

世界の諸地域の生活・文化－ラテンアメリカ
－ ラテンアメリカ諸国における自然・文化・歴史・社会（産業・農業・工業等含む）・生活を

理解し、相違点や課題を見出したり日本との比較をしたりしながら考察を深める。

2
11



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

誤答が多い箇所を中心に復習を行う。

1

月

期末考査前総復習 流れがつかみにくい箇所を丁寧に復習する。 1

期末考査

生徒の学力に合っているか確認する。

定期テスト素点
プリント等回収物

1

期末考査後のまとめ
12



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

地球規模で広がる課題 これまで学習してきた世界の諸地域の内容を踏まえながら、世界の人口問題、
食料問題、都市・住居問題、資源・エネルギー問題、環境問題等を改めて確認
する。

発問・プリント記述だけでな
く
授業態度などで総合的に評
価。

1

地球的課題の解決に向けて

ＳＤＧｓの観点も踏まえながら、地球的課題の解決に向けて私たちができることは何
かを考察し、レポート等にまとめる。

4



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月

学年末考査 生徒の学力に合っているか確認する。 定期テスト素点
プリント等回収物

1



指導内容 科目地理Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

）

使用教科書：（
）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
定期考査

定期考査

態
配当
時数

１
学
期

・式の見方を豊かにするととも
に，整式の加法・減法・乗法，お
よび因数分解について理解を深
め，公式などを利用して式の展開
や因数分解を能率よく計算できる
ようにする。

１章　数と式
 １節　整式
　1．文字を含んだ式のきまり
　2．整式
　3．整式の加法・減法
　4．整式の乗法
　5．乗法公式による展開
　6．因数分解

【知技】
・単項式と多項式について理解できる。
・乗法公式や因数分解の公式の理解を深めることが
できる。
・式の展開や因数分解を，公式を利用して処理する
ことができる。
【思判表】
・同類項をまとめることや，かっこを外すことを利
用して，整式の加法・減法を考察できる。
・特定の文字に着目したり，式を１つの文字で置き
換えたりして，式を多面的に捉えることができる。
・式の展開と因数分解の相互の関係がわかる。
【主】
・√を含む式の計算に関心をもち，いろいろな計算
に積極的に取り組もうとしている。
・数の体系を実数まで拡張する意義に気付くととも
に，数を拡張していく過程に関心をもち，調べよう
としている。

〇 〇 〇 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

・数を実数まで拡張することの意
義を理解し，実数の概念や平方根
を含む計算の基本的な考え方につ
いて理解する。
・分数が有限小数や循環小数で表
される仕組みを理解する。

２節　実数
　1．平方根とその計算
　2．実数

【知技】
・数を実数まで拡張することの意義を理解してい
る。
・√を含む式の四則計算ができる。
・分母の有理化ができる。
・いろいろな数を，自然数，整数，有理数，無理数
で分類することができる。
【思判表】
・分数が，有限小数や循環小数で表される仕組みを
考察することができる。
・分母を有理化する意義がわかる。
・循環小数を分数で表すことを考察できる。
・数を拡張してきた過程や数の四則計算の可能性に
ついて考察できる。
【主】
・√を含む式の計算に関心をもち，いろいろな計算
に積極的に取り組もうとしている。
・数の体系を実数まで拡張する意義に気付くととも
に，数を拡張していく過程に関心をもち，調べよう
としている。

〇 〇 〇 21

数と式，2次関数，三角比，集合と論証，及び
データの分析についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目
的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間
の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現
してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察
する力，社会の事象などから設定した問題について，
データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な
手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

高校数学Ⅰ　（実教出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



合計

105

〇 26

定期考査 1

3
学
期

・統計の基本的な考えを理解する
とともに，データの散らばりを数
値で表してデータの傾向を把握し
たり，散布図や相関係数を用いて2
つのデータの相関を把握したりで
きるようにする。

５章　データの分析
１節　データの分析
　1．統計とグラフ
　2．度数分布表とヒストグラム
　3．代表値
　4．データの散らばり
　5．外れ値
　6．相関関係
　7．仮説検定の考え

【知技】
・与えられたデータを，指定されたグラフで表すこ
とができる。
・代表値，四分位範囲，分散，標準偏差などの意味
や用い方を理解しており，またそれらを適切に求め
ることができる。
・具体的な事象を通して，仮説検定の考え方を理解
できる。
【思判表】
・統計グラフから，どのようなことがわかるか考察
できる。
・データの散らばり具合を数値化する方法を考察で
きる。
・具体的なデータを元に，表を活用するなどして，
相関係数を求める方法を考察できる。
・仮説検定の考え方を用いて，身の回りの事象を批
判的に考察できる。
【主】
・身の回りのいろいろな統計グラフから，データの
特徴を考えようとしている。
・身の回りのいろいろなデータを集め，適切なグラ
フで表したり，代表値や散らばりを調べたりして，
データを分析しようとしている。
・身の回りの現象で，正の相関関係があるものと負
の相関関係があるものについて，調べようとしてい
る。

〇 〇

22

定期考査
1

・集合に関する基本的な概念を理
解する。
・命題に関する基本的な概念を理
解するとともに，基本的な命題の
証明ができるようにする。

４章　集合と論証
１節　集合と論証
　1．集合と要素
　2．命題
　3．いろいろな証明法

【知技】
・集合に関する基本的な概念を理解できる。
・2つの集合の和集合・共通部分を求めることができる。
・命題に関する基本的な概念を理解し，簡単な命題の真偽を
調べることができる。
・必要条件，十分条件，必要十分条件について理解できる。
・命題の逆や対偶をつくることができる。
【思判表】
・集合と命題の関係を考察できる。
・対偶などを利用して，簡単な命題を証明することができ
る。
【主】
・具体的な事象を，集合を用いて表そうとしている。
・いろいろな文やことがらについて，命題といえるかどうか
を調べようとしている。
・身の回りの話題から，命題を考察して，必要条件，十分条
件，必要十分条件を考えようとしている。
いろいろな命題について，ねばり強く証明しようとしたり，
証明の過程をふり返って考えようとしたりしている。

〇 〇 〇

1

2
学
期

・不等式の解の意味・不等式の性
質について理解し，1次不等式が解
けるようにする。

３節　方程式と不等式
　1．1次方程式
　2．不等式
　3．不等式の性質
　4．1次不等式
　5．連立不等式
　6．不等式の応用

【知技】
・不等式の解の意味や不等式の性質が理解できる。
・１次不等式や連立不等式を解くことができる。
【思判表】
・不等号の性質を，数直線を用いて考察できる。
・日常の事象などを数学的に捉え，1次不等式を問題
解決に活用することができる。
【主】
・数量関係を不等式で表すことのよさが分かる。
・1次方程式の解き方と関連づけて1次不等式を考え
ようとしている。
・具体的な事象の考察に１次不等式を活用しようと
している。

〇 〇 〇 16

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

）

使用教科書：（
）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
定期考査

定期考査

態
配当
時数

１
学
期

・関数の概念について理解し，2次
関数のグラフがかけるようにす
る。

２章　２次関数
１節　関数とグラフ
　1．1次関数とそのグラフ
　2．2次関数とそのグラフ

【知技】
・2次関数のグラフの特徴を理解できる。
・2次関数の式から，そのグラフをかくことができる。
・y=ax^2+bx+cの式をy=a(x-p)^2+qの形に変形（平方完成）することが
できる。
【思判表】
・y=ax^2+bx+cの式をy=a(x-p)^2+qの形に変形（平方完成）したうえ
で，そのグラフをかくことができる。
・２次関数の式とグラフとの関係について，平行移動の考えを用いるな
どして多面的に考察できる。
・コンピュータなどを使って，いろいろな2次関数のグラフをかき，そ
の特徴を調べることができる。
【主】
・身の回りの現象で，関数の関係になっているものを調べようとしてい
る。
・2次関数のグラフについて，中学校で学んだ1次関数のグラフをふり
返って考えようとしている。

〇 〇 〇 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

・2次関数の値の変化についてグラ
フを用いて考察し，その最大値や
最小値を求められるようにする。
・2次方程式の解と2次関数のグラ
フとの関係について理解するとと
もに，2次関数のグラフを用いて2
次不等式の解を求められるように
する。

2節　2次関数の値の変化
　1．2次関数の最大値・最小値
　2．2次関数のグラフと2次方程式
　3．2次関数のグラフと2次不等式

【知技】
・2次関数の最大値・最小値が理解できる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係について理解できる。
・2次不等式の解と2次関数のグラフとの関係について理解できる。
【思判表】
・定義域に制限がある2次関数の最大値・最小値について考察できる。
・日常の事象について，2次関数の最大値・最小値を利用して考察でき
る。
・2次不等式を解く際に，簡単に因数分解できない2次式について，2次
方程式の解の公式を利用して考察できる。
【主】
・具体的な事象の考察に2次関数の最大・最小を活用しようとしてい
る。
・1次関数のグラフと1次方程式との関係をふり返って2次関数のグラフ
と2次方程式との関係を考えようとしている。
・D＝b^2－4acの符号を用いて，2次関数のグラフ・2次方程式・2次不等
式の関係をふり返ってまとめようとしている。

〇 〇 〇 21

数と式，2次関数，三角比，集合と論証，及び
データの分析についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適
切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性
質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事
象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考
察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散ら
ばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行
い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断した
りする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

高校数学Ⅰ　（実教出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



合計

105

〇 26

定期考査 1

3
学
期

・本文で学んだ内容を，生活と関
連付けたり発展させたりするなど
した課題に取り組む。

課題学習
　1．黄金比と√の計算
　2．売り上げ金額の最大値を
　　　求めてみよう
　3．角度を変えて斜面を
　　　滑ろう
　4．何票とると当選？
　5．カード集めの問題

【知技】
・各章で学んだ知識・理解を元に，計算などを適切に処理できる。
・課題で取り組むことがらを理解できる。
【思判表】
・各章で学んだ内容を活用し，課題を考察できる。
・課題について自分の考えを表現したり，他者の考えを聞いて判断した
りできる。
【主】
・自ら課題に取り組み，各章で学んだことをふり返りながら考えようと
している。

〇 〇

22

定期考査
1

・三角比を鈍角まで拡張する意義
を理解するとともに，正弦定理や
余弦定理について理解し，それら
を用いて三角形の辺の長さや角の
大きさを求められるようにする。
・三角比を用いて三角形などの面
積を求めたり，空間図形の考察に
活用したりできるようにする。

2節　三角比の応用
　1．三角比の拡張
　2．三角形の面積
　3．正弦定理
　4．余弦定理
　5．正弦定理と余弦定理の利用

【知技】
・三角比を鈍角まで拡張することの意義を理解できる。
・鈍角の三角比を理解できる。
・面積の公式を用いて三角形の面積を求めることができる。
・正弦定理や余弦定理を用いて，三角形の辺の長さや角の大きさを求めることが
できる。
【思判表】
・座標や鋭角の三角比を用いて，鈍角の三角比の値を求められることを考察でき
る。
・鋭角の三角比と同様に，鈍角の三角比においても，三角比の相互関係を利用し
て，1つの三角比の値から残りの三角比の値が求められることを考察できる。
・正弦定理や余弦定理を導く過程を考察できる。
・余弦定理と三平方の定理との関係を考察できる。
・日常の事象について，正弦定理や余弦定理を利用して高さや距離が求められる
ことを考察できる。
【主】
・三角形の面積＝1/2×底辺×高さ をふり返りながら，面積の公式を考えようと
している。
・いろいろな図形について，正弦定理や余弦定理を用いて考えようとしている。
・正弦定理や余弦定理を利用することで，実測が難しい身の回りの距離などを求
めようとしている。

〇 〇 〇

1

2
学
期

・鋭角の三角比の意味と相互関係
について理解するとともに，鋭角
の三角比を利用して2地点の標高差
や水平距離を求められるようにす
る。

３章　三角比
１節　三角比
　1．三角形
　2．三角比
　3．三角比の利用
　4．三角比の相互関係

【知技】
・サイン，コサイン，タンジェントの意味を理解できる。
・直角三角形について，三角比の値を求めることができる。
・三角比の相互関係について理解できる。
【思判表】
・直角三角形において，2辺の長さが与えられた場合について，三平方
の定理を利用することで残りの1辺の長さが得られ，それによって三角
比の値を求めることができることを考察できる。
・日常の事象について，三角比を利用して高さや距離が求められること
を考察できる。
・三角比の相互関係を利用して，1つの三角比の値から残りの三角比の
値が求められることを考察できる。
【主】
・直角三角形において，三角形の大きさにかかわらず，角の大きさだけ
で三角比の値が決まることの良さがわかる。
・校舎の高さや，2地点の標高差・水平距離などを，三角比を用いて調
べようとすしている。

〇 〇 〇 16

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

）

使用教科書： （
）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 18

定期考査 1

3
学
期

・確率の意味やその基本的な法則
についての理解を深め，それらを
用いていろいろな事象の確率を求
められるようにする。

　 ２節　確率
　4．反復試行とその確率
　5．条件つき確率
　6．期待値

【知技】
・条件つき確率の意味を理解し確率を求めることができる。
・期待値の意味を理解し，求めることができる。

【思判表】
・条件つき確率を利用し具体的な事象の確率を考察できる。
・期待値を意思決定に活用できる。

【主】
・実験を通して頻度の割合を求めたりすることで，確率の意
味を理解しようとしている。

〇 〇

13

定期考査 1

・確率の意味やその基本的な法則
についての理解を深め，それらを
用いていろいろな事象の確率を求
められるようにする。

　 ２節　確率
　1．事象と確率
　2．いろいろな事象の確率
　3．独立な試行とその確率
　

【知技】
・確率の基本的な法則を理解できる。
・組合せを利用して，確率を求めることができる。
・排反事象や余事象の意味を理解し，確率を求めることがで
きる。
・独立な試行や反復試行の意味を理解し，確率を求めること
ができる。
【思判表】
・組合せや集合の考えを利用して，いろいろな事象の確率を
考察できる。
・独立な試行や反復試行の確率について，具体的な事象の確
率を考察できる。
【主】
・確率について関心を持ち，具体的な事象の考察に，確率の
考えを利用しようとしている。

〇 〇 〇

1

1

2
学
期

・具体的な事象の考察を通して組
合せの意味について理解し，それ
らの総数を求められるようにす
る。

１章　場合の数と確率
 １節　場合の数
　5．組合せ

【知技】
・組合せの考え方を理解し，それらの総数を計算することが
できる。

【思判表】
・組合せの考え方を利用して，場合の数の求め方について考
察できる。

【主】
・組合せの考え方を利用することに関心を持っている。
・組合せの考え方を利用して，身の回りの事象の場合の数を
調べようとしている。

〇 〇 〇 11

定期考査

定期考査

定期考査

態
配当
時数

１
学
期

・集合の要素に関する基本的な関
係や和の法則・積の法則について
理解する

１章　場合の数と確率
 １節　場合の数
　1．集合と要素
　2．集合の要素の個数

【知技】
・集合の要素の個数について関係式を理解し，補集合の要素
の個数や和集合の要素の個数を求めることができる。

【思判表】
・集合の要素の個数について関係式を理解し，補集合の要素
の個数や和集合の要素の個数を求めることができる。

【主】
・集合の考え方を利用することに関心を持っている。

〇 〇 〇 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

・具体的な事象の考察を通して順
列の意味について理解し，それら
の総数を求められるようにする。

１章　場合の数と確率
 １節　場合の数
　3．場合の数
　4．順列

【知技】
・順列の考え方を理解し，それらの総数を計算することがで
きる。

【思判表】
・順列の考え方を利用して，場合の数の求め方について考察
できる。

【主】
・順列の考え方を利用することに関心を持っている。
・順列の考え方を利用して，身の回りの事象の場合の数を調
べようとしている。

〇 〇 〇 13

数学Aにおける基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解しているとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりすることができる。

不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の
起こりやすさを判断する力，図形の構成要素間の関係など
に着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，
数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造
を見いだし，数理的に考察する力を身につけることができ
る。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようしている。
また，問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとしている。

高校数学Ａ　（実教出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



4 年 Ａ 組 ～ 年 組

2

７
月

中点連結定理 中点連結定理を理解する。 中点が線分と比例することを
理解
し、比例式を用いた考え方が
出来る。

復習 問題の学習内容を確認し，定着を図る。 ・出席、授業への取り組み、
定期考査、提出物を総合的に
判断し、評価。

1学期
計27時間

６
月

分数から小数への変換 分数から小数への直し方を理解できるようにする。 ・整数の性質を利用して，分数
を
小数で表すことができる。

有限小数

三角形の角 三角形の性質とそれに付随する角度の性質について理解する。 三角形の基本的な性質につい
て
数学的概念を身につけてい
る。

三角形と線分の比 線分の比を求めることができるようにする。　　 線分の基本的な性質について
数学的概念を身につけて、計
算力を身につけている。

小数で表しきれる数について理解できるようにする。 有限小数の概念を数学的に判
断
できる。

循環小数から分数への変換 小数で表しきれない数を循環小数という概念で、新たな記号を用い
て表しそれを分数に直すことを理解する。

循環小数の意味について理解
し
分数への数的計算力を身につ
けている。 11

9
１０進法から２進法への変換 10進法から２進法へ直す方法について理解できるようにする。 10進数と２進数の基本的な性

質の互換性について、計算力
を身につけている。

５
月

不定方程式 基本的な2元1次不定方程式を解くことができるようにする。 不定方程式とその解について
理
解し，不定方程式を解くための
基本的な知識を身につけてい

２進法の仕組みについて 2進法のしくみについて理解できるようにする。 2進数の基本的な性質につい
て
数学的概念を身につけて、計
算力を身につけている。

２進法から10進法への変換

２進法の足し算 2進法の数同士による簡単な足し算を理解する。 ２進数同士の基本的な足し算
に
ついて、計算力を身につけて
いる。

１
学
期

４
月

２つの整数と最小公倍数、最大公約数２つの整数について最小公倍数や最大公約数について求められる
ように
する。

最小公倍数や最大公約数につ
い
て理解できているか。

ユーグリッドの互除法 ユーグリッドの互除法について理解をする。 比較的大きな整数同士の最大
公約数を求める方法ができる
ようにする。

公倍数と最小公倍数 公倍数や最小公倍数の意味について理解する。 公倍数や最小公倍数を求めら
れ
るようにする。

公約数と最大公約数 公約数や最大公約数の意味について理解する。 公約数や最大公約数を求めら
れ
るようにする。

5

2進法から10進法へ直す方法について理解できるようにする。 2進数と10進数の基本的な性
質について数学的概念を身に
つけて、計算力を身につけて
いる。

使用教材

学
期

月 指導内容
科目 数学Ａ の具体的な指導目標 評価の観点

予定時数
【年間授業計画】 方法

使用教科書 高校数学Ａ　新訂版　（実教出版）

豊島高校　定時制課程 令和 6 年度 年間授業計画

教科 数学 科目 数学Ａ 対象



3

１
２
月

問題演習 ・章末問題の学習内容を確認し，定着を図る。 ・出席、授業への取り組み、
定期考査、提出物を総合的に
判断し、評価。

2学期
計33時間

１
１
月

円と四角形 ・円に内接する四角形の性質を理解し，具体的な問題を解決する
ことが
できる。

・円に内接する四角形の性質
や
四角形が円に内接するための
条件を用いて，図形の性質を

接弦定理 円に接する接線と弦とのなす角が、内部にできる円周角と等しいこ
とを
理解できる。

円と接線とのあいだの角と円
周角
を見極める数的判断について
処理することができる。 11

10

1
0
月

２つの円 ・２つの円がなす位置関係により①外側②外接③２交点をもつ④内
接⑤内側といった５つの状態を把握することにより、２つの円の距
離を調べることができる。

・２つの円の位置関係の性質
を
考えることができる。

円と比例

２
学
期

９
月

・円周角 ・円周角の定理について理解できるようにする。
・接線と弦のつくる角を理解し，具体的な問題を解くことができるよ
うにする。

・円周角の定理を用いて，図形
の
性質を論理的に処理すること
ができる。

9

・２直線と円によってできる線分の長さの関係を理解し，具体的な
問題を
解決することができる。

・方べきの定理ついて理解して
いる。



３
月

２
月

問題演習 ・章末問題の学習内容を確認し，定着を図る。 ・出席、授業への取り組み、
定期考査、提出物を総合的に
判断し、評価。

2

3学期
計10時間

３
学
期

１
月

多面体の性質から頂点の数な
ど
を求めることができる。

空間における直線と平面 平面の決定，2つの平面の位置関係，直線と平面の位置関係，2つ
の
直線の位置関係について理解することができる。

空間における直線と平面の位
置
関係について理解している。

多面体 各々の多面体を模型や折り紙等で作成することにより、
多面体や正多面体の形状や性質について理解することができる。

立方体や直方体などについ
て，
直線と平面の位置関係などを
求めることができる。 8



年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　科学と人間生活

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

日常生活や社会との関連を図りながら、身の周
りの科学現象について理解するとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実験などに関
する基本的な技能を身に付ける。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

科学現象に主体的に関わり、探究しようとする
態度と、科学的な見方や考え方を養うととも
に、科学に対する興味・関心を高める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

単元「光の性質とその利用」
【知識及び技能】
〇光の反射、屈折、回折、干渉、
　偏光について理解する。
〇電磁波の基本的な性質と危険性
　について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇光が波の性質をもつことから、
　身の周りの現象を捉える。
〇身の周り機器で電磁波がどのよ
　うに利用されているか見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
〇光が波の性質を持つこと光の法
　則性と日常生活を関連付ける。
〇電磁波を効率的かつ安全に扱う
　方法に関心を持ち実施する。

〇指導事項
　１　光の進み方と見え方
　２　光の波としての性質
　３　さまざまなスペクトル
　４　光の三原色と色
　５　電磁波の利用
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇光の反射、屈折、回折、干渉、偏光につい
　て理解している。
〇電磁波の基本的な性質と危険性について理
　解している。
【思考・判断・表現】
〇光が波の性質をもつことから、身の周りの
　現象を捉えることができる。
〇身の周り機器で電磁波がどのように利用さ
　れているか見出すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇光が波の性質を持つことや光の法則性と日
　常生活を関連付けている。
〇電磁波を効率的かつ安全に扱う方法につい
　て関心を持ち、実施しようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査

13

単元「熱の性質」
【知識及び技能】
〇原子や分子の熱運動と温度の関
　係について理解する。
〇熱容量、比熱、熱量の保存につ
　いて理解する。
〇力学的エネルギーから熱エネル
　ギー変換を理解する。
〇化学エネルギー電気エネルギー
　が熱エネルギーに変換されるこ
　とを定性的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇熱平衡について理解し熱量保存
　の法則を定量的に考えられる。
〇身の周りで熱の伝わりがどう利
　用されているか見出せる。
〇仕事が熱エネルギーに変換され
　ることを定量的に表現する。
〇身の周りの生活で見られる消費
　電力や熱効率について求める。
【学びに向かう力、人間性等】
〇熱の移動について日常生活と関
　連付ける。
〇熱容量の知識が日常生活に活用
　されていることに関心を持つ。
〇エネルギーが形を変えて保存さ
　れていることに関心を持ち、現
　代科学とのつながりを見出す。

〇指導事項
　１　原子や分子の熱運動
　２　熱容量と比熱
　３　熱の伝わり方
　４　力学的エネルギーと熱エネ
　　　ルギー
　５　エネルギーの変換
　６　エネルギーの有効利用
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇原子や分子の熱運動と温度の関係について
　理解している。
〇熱容量、比熱、熱量の保存について理解し
　ている。
〇力学的エネルギーから熱エネルギー変換を
　理解している。
〇化学エネルギーや電気エネルギーが熱エネ
　ルギーに変換されることを定性的に理解し
　ている。
【思考・判断・表現】
〇熱平衡について理解し、熱量保存の法則を
　定量的に考えることができる。
〇身の周りで熱の伝わりがどのように利用さ
　れているか見出すことができる。
〇仕事が熱エネルギーに変換されることを定
　量的に表現している。
〇身の周りの生活で見られる消費電力や熱効
　率について求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇熱の移動について日常と関連付けている。
〇熱容量の知識が日常生活に活用されている
　ことに関心を持とうとしている。
〇エネルギーが形を変えて保存されているこ
　とに関心を持ち、現代科学とのつながりを
　見出そうとしている。

○ ○ ○



定期考査
○ ○ 1

２
学
期

単元「物質の科学～材料～」
【知識及び技能】
〇金属の一般的な性質や金属結合
　について理解する。
〇プラスチックの構成粒子である
　原子や共有結合を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇金属の性質の違いから、用途や
　利用方法について判断する。
〇プラスチックの性質の違いや化
　学的な構造上の特徴から、用途
　に違いがあることを考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇プラスチック、金属の再利用に
　ついて、その方法と必要性を探
　究する。

〇指導事項
　１　金属の性質
　２　プラスチックの性質
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇金属の一般的な性質や金属結合について理
　解している。
〇プラスチックの構成粒子である原子や、共
　有結合について理解している。
【思考・判断・表現】
〇金属の性質の違いから、用途や利用方法に
　ついて判断できる。
〇プラスチックの性質の違いや化学的な構造
　上の特徴から、用途に違いがあることを考
　察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇プラスチック、金属の再利用について、そ
　の方法と必要性を理解しようとする。

〇 〇

定期考査 ○

〇

単元「太陽と地球」
【知識及び技能】
〇天体の動き、太陽や月の動きに
　ついて理解する。
〇潮汐について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇地球と月、太陽の位置関係を踏
　まえ潮汐のようすを説明する。
〇太陽や月の年周運動から、暦が
　形成されることを思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇天体の動きについて学習し、太
　陽や月の動きと潮汐、暦との関
　係を理解する。

〇指導事項
　１　太陽と月の動き
　２　太陽と大気・水の関係
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇天体の動き、太陽や月の動きについて理解
　している。
〇潮汐について理解している。
【思考・判断・表現】
〇地球と月、太陽の位置関係を踏まえて潮汐
　のようすを説明できる。
〇太陽や月の年周運動から、暦が形成される
　ことを思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇天体の動きについて学習し、太陽や月の動
　きと潮汐、暦の関係を理解しようとする。 〇 〇 〇

6

単元「衣料と食品の科学」
【知識及び技能】
〇植物繊維、化学繊維の種類やそ
　れぞれの構造、性質や用途につ
　いて理解する。
〇脂質、炭水化物、タンパク質の
　分類と構造、性質とはたらきを
　理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇天然繊維の化学的性質の違いや
　構造上の特徴から、用途の違い
　について考察する。
〇食品に含まれる各栄養素の、生
　体内におけるはたらきについて
　表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇身のまわりにある繊維について
　興味をもち、その種類や性質、
　衣料材料の構造と加工について
　理解する。
〇食品中の栄養素について意欲を
　もつ。

〇指導事項
　１　衣料の科学
　２　食品の科学
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇植物繊維、化学繊維の種類やそれぞれの構
　造、性質や用途について理解している。
〇脂質、炭水化物、タンパク質の分類と構造
　性質とはたらきを理解している。
【思考・判断・表現】
〇天然繊維の化学的性質の違いや構造上の特
　徴から、用途の違いについて考察すること
　ができる。
〇食品に含まれる各栄養素の、生体内におけ
　るはたらきについて表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇身のまわりにある繊維について興味をもち
　その種類や性質、衣料材料の構造と加工に
　ついて理解しようとする。
〇食品中の栄養素について意欲をもって学習
　する。

〇 〇 〇 6

○ 1

7

8

単元「自然景観と自然災害」
【知識及び技能】
〇日本列島と、付近のプレートの
　動きを理解する。
〇日本列島の地震活動と地震の発
　生のしくみ、地震災害と防災に
　ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇マグマの性質や噴火の様式で火
　山の形や性質が決まることを理
　解する。
〇おもにプレートの活動によって
　地震がおこることを考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇日本の火山活動に関心をもち噴
　火や火山のでき方を理解する。
〇地震に関心をもち、地震の発生
　するしくみを理解する。

〇指導事項
　１　自然景観の成り立ち
　２　自然災害と防災
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇日本列島と、その付近のプレートの動きを
　理解している。
〇日本列島の地震活動と地震の発生のしくみ
　地震災害と防災について理解している。
【思考・判断・表現】
〇マグマの性質や噴火の様式によって火山の
　形や性質が決まることを理解している。
〇おもにプレートの活動によって地震がおこ
　ることを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇日本の火山活動に関心をもち、噴火や火山
　の形のでき方を理解しようとする。
〇地震に関心をもち、地震の発生するしくみ
　を理解しようとする。

〇 〇 〇



定期考査
○ ○ 1

３
学
期

単元「微生物とその利用」
【知識及び技能】
〇身のまわりには多様な微生物が
　存在することを理解する。
〇微生物の利用の広がりについて
　理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇自然界のどのような場所にどの
　ような微生物が生息しているか
　どのような役割を果たしている
　かを考察する。
〇将来の人間生活に対する微生物
　の利用の可能性を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇身のまわりに生息する微生物に
　関心を抱き、自然界にみられる
　さまざまな微生物について理解
　する。

〇指導事項
　１　さまざまな微生物
　２　微生物のくらしへの利用
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇身のまわりには多様な微生物が存在するこ
　とを理解している。
〇微生物の利用の広がりを理解している。
【思考・判断・表現】
〇自然界のどのような場所にどのような微生
　物が生息しているか、どのような役割を果
　たしているかを考察することができる。
〇将来の人間生活に対する微生物の利用の可
　能性について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇身のまわりに生息する微生物に関心を抱き
　自然界にみられるさまざまな微生物につい
　て理解しようとする。

〇 〇

定期考査 ○ ○ 1

合計

70

〇 6

単元「ヒトの生命現象」
【知識及び技能】
〇ヒトの視覚について理解する。
〇血糖濃度の調整と糖尿病につい
　て理解する。
〇免疫のしくみについて理解す
る。
〇DNAとタンパク質の合成のされ方
　について理解する。
〇DNA抽出実験を的確に行う。
【思考力、判断力、表現力等】
〇錯視がおこることから、視覚の
　成立を考察する。
〇血糖濃度の調節のしくみと糖尿
　病について説明する。
〇実験結果からDNDについて考察し
　分かりやすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇日常的で使われる「ワクチン」
　「アレルギー」といった語に関
　心をもち、科学的に理解する。
〇生体を構成するタンパク質に興
　味をもち、DNAの塩基配列との関
　係について理解する。

〇指導事項
　１　ヒトの視覚
　２　血統濃度の調整
　３　免疫
　４　遺伝子とDNA
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇ヒトの視覚について理解している。
〇血糖濃度の調整と糖尿病について理解して
　いる。
〇免疫のしくみについて理解している。
〇DNAとタンパク質の合成のされ方について
　理解している。
〇DNA抽出実験を的確に行っている。
【思考・判断・表現】
〇錯視がおこることから、視覚の成立を考察
　できる。
〇血糖濃度の調節のしくみと糖尿病について
　説明できる。
〇実験結果からDNDについて考察し、分かり
　やすく表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇日常的にも使われる「ワクチン」や「アレ
　ルギー」といった語に関心をもち、科学的
　に理解しようとする。
〇生体を構成するタンパク質に興味をもち、
　DNAの塩基配列との関係について理解しよ
　うとする。

〇 〇 〇 9



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査 ○ ○

〇指導事項
　１　生体とATP
　２　酵素のはたらき
　３　呼吸と光合成
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇ATPが代謝におけるエネルギーの授受に必
　ず関係し、ATPの構造と生物が利用できる
　エネルギーが蓄えられている結合について
　理解している。
〇酵素の基本的な特徴を理解している。
〇呼吸と呼吸の概要について理解している。
【思考・判断・表現】
〇生のパイナップルを使ったゼラチンと寒天
　の実験から、酵素の基質特異性を見いだし
　て表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇代謝について、学習した用語どうしのつな
　がりを整理し、振り返ろうとしている。

〇 〇 〇 4

配当
時数

１
学
期

単元「生物の多様性と共通性」
【知識・技能】
〇共通祖先から由来した生物は共
　通の特徴をもつことについて理
　解する。
〇細胞の構造と真核細胞、原核細
　胞について理解する。
【思考・判断・表現】
〇脊椎動物の特徴の比較から、生
　物の共通性と起源の共有には関
　連性があることを見いだし考察
　する。
〇生物の顕微鏡観察とDNA の抽出
　から、生物は多様でありながら
　共通性をもっていることを見い
　だして表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇生物の多様性と共通性について
　学習した用語どうしのつながり
　を整理し、振り返る。

〇指導事項
　１　生物の多様性
　２　生物の共通性
　３　細胞の特徴
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇共通祖先から由来した生物は共通の特徴を
　もつことについて理解している。
〇細胞の構造と真核細胞、原核細胞について
　理解している。
【思考・判断・表現】
〇脊椎動物の特徴の比較から、生物の共通性
　と起源の共有には関連性があることを見い
　だして考察している。
〇生物の顕微鏡観察とDNA の抽出から、生物
　は多様でありながら共通性をもっているこ
　とを見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇生物の多様性と共通性について、学習した
　用語どうしのつながりを整理し、振り返ろ
　うとしている。

○ ○ ○ 6

単元「生物とエネルギー」
【知識・技能】
〇ATPが代謝におけるエネルギーの
　授受に必ず関係し、ATPの構造と
　生物が利用できるエネルギーが
　蓄えられている結合について理
　解する。
〇酵素の基本的特徴を理解する。
〇呼吸と呼吸の概要について理解
　する。
【思考・判断・表現】
〇生のパイナップルを使ったゼラ
　チンと寒天の実験から、酵素の
　基質特異性を見つけ表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇代謝について学習した用語のつ
　ながりを整理し、振り返る。

1

単元「遺伝情報とDNA」
【知識・技能】
〇遺伝情報やゲノムについて体系
　的に理解する。
〇DNAの特徴について、塩基の相補
　性によって形成される2 本鎖構
　造であること、塩基の配列が遺
　伝情報となることを理解する。
〇細胞周期の間期にDNAの複製が行
　われ、分裂期にDNAが等しく分配
　され、結果どの細胞でも同じ遺
　伝情報をもつことを理解する。
【思考・判断・表現】
〇DNA模型の作製から、DNAの構造
　の規則性や関係性を見いだして
　表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇DNAの構造について、学習した用
　語どうしのつながりを整理し、
　振り返る。

〇指導事項
　１　生物と遺伝子
　２　DNAの構造
　３　DNAの複製と分配
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇遺伝情報やゲノムについて体系的に理解し
　ている。
〇DNAの特徴について、塩基の相補性によっ
　て形成される2 本鎖構造であること、塩
　基の配列が遺伝情報となることを理解し
　ている。
〇細胞周期の間期にDNAの複製が行われ、分
　裂期にDNAが等しく分配され、結果として
　どの細胞でも同じ遺伝情報をもつことを理
　解している。
【思考・判断・表現】
〇DNA模型の作製から、DNAの構造の規則性や
　関係性を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇DNAの構造について、学習した用語のつな
　がりを整理し、振り返ろうとしている。

○ ○ ○ 5

日常生活との関連を図りながら、生物や生物現
象について理解するとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身に付ける。

生物の共通性と多様性について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験などを行い、科学
的に考察し表現し、科学的に探究する力を身に
付ける。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　新編　生物基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2



単元「植生と遷移」
【知識・技能】

〇指導事項
　１　身のまわりの植生

【知識・技能】
〇環境要因としての光と土壌の変化や特徴に

〇 15

定期考査
○ ○ 1

〇 12

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

単元「体を調節するしくみ」
【知識・技能】
〇体外環境と体内環境、体液の関
　係について理解する。
〇神経系の構成や情報伝達のしく
　みについて理解する。
〇内分泌腺や分泌されるホルモン
　その作用について理解する。
〇体温の調節と関係する器官のは
　たらきについて理解する。
【思考・判断・表現】
〇運動の前後の呼吸数や脈拍数な
　どの体の変化から、体には体内
　環境の変化という情報を伝達す
　る経路があることに気付き、考
　察する。
〇食事の前後における血糖濃度と
　血中のインスリン濃度、グルカ
　ゴン濃度の経時的変化を示す資
　料から、血糖濃度の変化とイン
　スリン、グルカゴンのはたらき
　との関係に気付き考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇神経系について、学習した用語
　どうしのつながりを整理し、振
　り返る。
〇内分泌系について、学習した用
　語どうしのつながりを整理し、
　振り返る。
〇体内環境の調節について、学習
　した用語どうしのつながりを整
　理し、振り返る。

〇指導事項
　１　体内環境
　２　神経系による情報伝達
　３　内分泌系による情報伝達
　４　血糖濃度の調節
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇体外環境と体内環境、体液の関係について
　理解している。
〇神経系の構成や情報伝達のしくみについて
　理解している。
〇内分泌腺や分泌されるホルモン、その作用
　について理解している。
〇体温の調節と関係する器官のはたらきにつ
　いて理解している。
【思考・判断・表現】
〇運動の前後の呼吸数や脈拍数などの体の変
　化から、体には体内環境の変化という情報
　を伝達する経路があることに気付き、考察
　している。
〇食事の前後における血糖濃度と、血中のイ
　ンスリン濃度、グルカゴン濃度の経時的変
　化を示す資料から、血糖濃度の変化とイン
　スリン、グルカゴンのはたらきとの関係に
　気付き考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇神経系について、学習した用語どうしのつ
　ながりを整理し、振り返ろうとしている。
〇内分泌系について、学習した用語どうしの
　つながりを整理し振り返ろうとしている。
〇体内環境の調節について、学習した用語ど
　うしのつながりを整理し、振り返ろうとし
　ている。

〇 〇

単元「免疫のはたらき」
【知識・技能】
〇食細胞などによる自然免疫やリ
　ンパ球による適応免疫が病原体
　の排除にはたらいていることを
　理解する。
〇一次応答と二次応答のしくみと
　免疫記憶を応用した予防接種の
　しくみを理解する。
〇アレルギー、自己免疫疾患、
　AIDSなどの疾患のメカニズムを
　理解する。
【思考・判断・表現】
〇白血球の一種である好中球の食
　作用の資料から、異物を細胞に
　取り込み、処理する能力をもつ
　ことに気付き、考察する。
〇一次応答と二次応答における抗
　体生産量の変化を示した資料か
　ら、同じ疾患に二度とかかりに
　くい理由に気付き、考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇免疫について、学習した用語ど
　うしのつながりを整理し、振り
　返る。

〇指導事項
　１　免疫のしくみ
　２　免疫の応用
　３　免疫とさまざまな疾患
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇食細胞などによる自然免疫やリンパ球によ
　る適応免疫が病原体の排除にはたらいてい
　ることを理解している。
〇一次応答と二次応答と、免疫記憶を応用し
　た予防接種のしくみを理解している。
〇アレルギー、自己免疫疾患、AIDSなどの疾
　患のメカニズムを理解している。
【思考・判断・表現】
〇白血球の一種である好中球の食作用の資料
　から、異物を細胞に取り込み、処理する能
　力をもつことに気付き、考察している。
〇一次応答と二次応答における抗体生産量の
　変化を示した資料から、同じ疾患に二度と
　かかりにくい理由に気付き考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇免疫について、学習した用語どうしのつな
　がりを整理し、振り返ろうとしている。

〇 〇

8

定期考査
○ ○ 1

単元
　「遺伝情報とタンパク質」
【知識・技能】
〇タンパク質の構成単位や生体内
　での役割やはたらきについて理
　解する。
〇DNAの塩基配列からmRNAの塩基配
　列へ転写され、mRNAの塩基配列
　からtRNAを介してアミノ酸配列
　へと翻訳される情報の流れを理
　解する。
〇個体を構成する細胞は遺伝的に
　同一だが、細胞の機能に応じて
　発現している遺伝子が異なるこ
　とを理解する。
【思考・判断・表現】
〇DNAの塩基配列と、それに対応す
　るタンパク質のアミノ酸配列に
　関する資料から、DNAの塩基配列
　とアミノ酸配列の間にある関係
　性を見いだして表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇セントラルドグマについて、学
　習した用語どうしのつながりを
　整理し、振り返る。

〇指導事項
　１　タンパク質
　２　タンパク質と遺伝情報
　３　細胞の分化と遺伝子
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇タンパク質の構成単位や生体内での役割や
　はたらきについて理解している。
〇DNAの塩基配列からmRNAの塩基配列へ転写
　され、mRNAの塩基配列からtRNAを介してア
　ミノ酸配列へと翻訳される情報の流れを理
　解している。
〇個体を構成する細胞は遺伝的に同一だが、
　細胞の機能に応じて発現している遺伝子が
　異なることを理解している。
【思考・判断・表現】
〇DNAの塩基配列と、それに対応するタンパ
　ク質のアミノ酸配列に関する資料から、
　DNAの塩基配列とアミノ酸配列の間にある
　関係性を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇セントラルドグマについて、学習した用語
　どうしのつながりを整理し、振り返ろうと
　している。

〇 〇 〇



1

合計

70

〇 7

単元「生態系と生物の多様性」
【知識・技能】
〇環境と生態系の種多様性の関係
　について理解する。
〇キーストーン種による生態系の
　維持について理解する。
〇生態系のバランスと人為的攪乱
　を関連づけて理解する。
〇保全の重要性を理解する。
〇人間活動が生態系に与える影響
　について理解する。
【思考・判断・表現】
〇地表を歩きまわる生物の観察か
　ら、身近な生態系の中に多種類
　の生物が存在することに気付き
　出現する生物の種類数や個体数
　と環境との関係について見いだ
　して考察する。
〇磯の生態系に見られる生物の食
　物網の資料と、ヒトデのような
　上位の捕食者を取り去ったとき
　の下位の生物の種数の変化を示
　す資料から、変化が生じた理由
　を考察し、捕食と被食の関係が
　種多様性に関わることを見いだ
　して考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇環境アセスメントに関心をもち
　さまざまな資料を調べたり，友
　達と対話したりしながら、生態
　系の保全の重要性を考える。
〇生態系とその保全について、学
　習した用語どうしのつながりを
　整理し、振り返る。

〇指導事項
　１　生態系における生物の多様
性
　２　生態系における生物間の関
係
　３　生態系と人為的攪乱
　４　生態系の保全
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇環境と生態系の種多様性の関係について理
　解している。
〇キーストーン種による生態系の維持につい
　て理解している。
〇生態系のバランスと人為的攪乱を関連づけ
　て理解している。
〇生態系の保全の重要性を理解している。
〇人間活動が生態系に与える影響について理
　解している。
【思考・判断・表現】
〇地表を歩きまわる生物の観察から、身近な
　生態系の中に多種類の生物が存在すること
　に気付き、出現する生物の種類数や個体数
　と環境との関係について見いだして考察し
　ている。
〇磯の生態系に見られる生物の食物網の資料
　と、ヒトデのような上位捕食者を取り去っ
　たときの下位の生物の種数の変化を示す資
　料から、変化が生じた理由を考察し、捕食
　と被食の関係が種多様性に関わることを見
　いだして考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇環境アセスメントに関心をもち、さまざま
　な資料を調べたり，友達と対話したりしな
　がら、生態系の保全の重要性について考え
　ようとしている。
〇生態系とその保全について、学習した用語
　どうしのつながりを整理し、振り返ろうと
　している。

〇 〇 〇 8

３
学
期

【知識・技能】
〇環境要因としての光と土壌の変
　化や特徴について理解する。
〇モデル的な遷移の過程について
　理解する。
〇遷移の結果、気候に応じたバイ
　オームが形成されることを理解
　する。
〇地域ごとに気候が異なり、自分
　の住んでいる地域と比較して、
　水平分布・垂直分布と関連付け
　て理解する。
【思考・判断・表現】
〇身近な植生と環境の観察から、
　植生と土壌，光の当たり方など
　の環境条件との関係に気付き、
　考察する。
〇森林、草原、砂漠が成立する場
　所の年平均気温と年降水量を調
　ベ、環境条件によって植生が異
　なることに気付き、考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇森林の写真や絵画から、森林の
　階層構造について理解する。
〇植生と遷移について、学習した
　用語どうしのつながりを整理し
　振り返る。

　１　身のまわりの植生
　２　植生の遷移
　３　遷移とバイオーム
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

〇環境要因としての光と土壌の変化や特徴に
　ついて理解している。
〇モデル的な遷移の過程を理解している。
〇遷移の結果、気候に応じたバイオームが形
　成されることを理解している。
〇地域ごとに気候が異なり、自分の住んでい
　る地域と比較して、水平分布・垂直分布と
　関連付けて理解している。
【思考・判断・表現】
〇身近な植生と環境の観察から、植生と土壌
　光の当たり方などの環境条件との関係に気
　付き、考察している。
〇森林、草原、砂漠が成立する場所の年平均
　気温と年降水量を調べ、環境条件によって
　植生が異なることに気付き考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇森林の写真や絵画から、森林の階層構造に
　ついて理解しようとしている。
〇植生と遷移について、学習した用語のつな
　がりを整理し、振り返ろうとしている。

〇 〇

定期考査 ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　新編　化学基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

日常生活との関連を図りながら、化学や生物現
象について理解するとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身に付ける。

化学の共通性と多様性について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験などを行い、科学
的に考察し表現し、科学的に探究する力を身に
付ける。

化学や化学現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

〇指導事項
　１　物質の成分
　２　物質の構成元素
　３　状態変化と熱運動
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇物質が混合物と純物質、および単体と化合
　物に分けられることを理解している。
〇混合物の分離や成分元素の確認などの実験
　を理解し、物質を探究する具体的な方法を
　身に付けている。
〇粒子の熱運動と粒子間に働く力との関係に
　よって、状態が変化することを理解してい
　る。
〇原子の電子配置と周期表の族や周期との関
　係について理解している。
【思考・判断・表現】
〇観察・実験を通して、混合物、純物質、単
　体、化合物について考察し、それぞれの特
　徴を説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇代表的な典型元素について、簡単なモデル
　で表している。

〇 〇 〇 6

配当
時数

１
学
期

単元「化学とは何か」
【知識・技能】
〇化学が物質や変化を対象とする
　学問であることを理解する。
〇物質の性質を調べる活動を通し
　て、科学的に探究する方法を身
　に付ける。
【思考・判断・表現】
〇物質の性質を調べる活動におい
　て、科学的に探究する方法を提
　案したり、実験結果を科学的に
　判断したりする。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇学習課題に対して積極的に観
　察・実験を行い、意欲的に探
　究する。

〇指導事項
　１　物質やその変化
　２　物質の性質
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇化学が物質やその変化を対象とする学問で
　あることを理解している。
〇物質の性質を調べる活動を通して、科学的
　に探究する方法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
〇物質の性質を調べる活動において、科学的
　に探究する方法を提案したり、実験結果を
　科学的に判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇学習課題に対して積極的に観察・実験を行
　い、意欲的に探究している。

○ ○ ○ 4

単元「物質の成分と構成元素」
【知識・技能】
〇物質が混合物と純物質、および
　単体と化合物に分けられること
　を理解する。
〇混合物の分離や成分元素の確認
　などの実験を理解し、物質を探
　究する方法を身に付ける。
〇粒子の熱運動と粒子間に働く力
　との関係によって、状態が変化
　することを理解する。
〇原子の電子配置と周期表の族や
　周期の関係について理解する。
【思考・判断・表現】
〇観察・実験を通して、混合物、
　純物質、単体、化合物について
　考察し、それぞれの特徴を説明
　する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇代表的な典型元素について、簡
　単なモデルで表す。

1

単元「原子の構造と周期表」
【知識・技能】
〇原子の構造および陽子、中性
　子、電子の性質を理解する。
〇原子の電子配置を理解し、原子
　番号20番までの代表的な典型元
　素を簡単なモデルで表す。
〇原子の電子配置と周期表の族や
　周期との関係を理解する。
〇イオンの生成を電子配置と関連
　付けて理解し、イオンの表し方
　やイオン化エネルギーについて
　の知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
〇原子の電子配置と周期表の族や
　周期との関係を理解し、周期性
　が現れる理由を表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇物質の構造や性質に関する事象
　に関心をもち、意欲的に物質を
　探究しようとする。

〇指導事項
　１　原子の構造
　２　イオン
　３　元素の相互関係
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇原子の構造および陽子、中性子、電子の性
　質を理解している。
〇原子の電子配置を理解し、原子番号20番ま
　での代表的な典型元素について、簡単なモ
　デルで表している。
〇原子の電子配置と周期表の族や周期との関
　係について理解している。
〇イオンの生成を電子配置と関連付けて理解
　し、イオンの表し方やイオン化エネルギー
　についての知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
〇原子の電子配置と周期表の族や周期との関
　係を理解し、周期性が現れる理由を的確に
　表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇物質の構造や性質に関する事象に関心をも
　ち、意欲的に物質を探究している。

○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○



9

定期考査
○ ○ 1

単元
　「化学結合」
【知識・技能】
〇イオン結合やイオン結合ででき
　た物質の性質を理解し、知識を
　身に付ける。
〇物質に関心をもち、物質の取り
　扱い方を理解する。
〇共有結合を電子配置と関連付け
　て理解し、共有結合の表し方や
　配位結合の知識も身に付ける。
〇共有結合でできた物質の性質を
　理解し、知識を身に付ける。
〇電気陰性度や結合の極性を理解
　し、分子の極性についての知識
　を身に付ける。
〇金属結合や金属結晶の性質につ
　いて理解し知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
〇イオン結晶の性質をイオンやイ
　オン結合にもとづき説明する。
〇物質の性質を調べる実験を通し
　て、化学結合と結晶の性質の関
　係を考察する。
〇観察・実験の過程から、自らの
　考えを導き出した報告書を作成
　したり、発表する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇学習課題に対し積極的に観察・
　実験を行い、意欲的に探究しよ
　うとする。

〇指導事項
　１　イオン結合
　２　共有結合
　３　金属結合
　４　結晶の比較と単位格子
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇イオン結合やイオン結合でできた物質の性
　質を理解し、知識を身に付けている。
〇物質に関心をもち、物質の取り扱い方を理
　解している。
〇共有結合を電子配置と関連付けて理解し、
　共有結合の表し方や配位結合の知識も身に
　付けている。
〇共有結合でできた物質の性質を理解し、知
　識を身に付けている。
〇電気陰性度や結合の極性を理解し、分子の
　極性についての知識を身に付けている。
〇金属結合や金属結晶の性質について理解し
　知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
〇イオン結晶の性質をイオンやイオン結合に
　もとづいて説明している。
〇物質の性質を調べる実験を通して、化学結
　合と結晶の性質の関係を考察している。
〇観察・実験の過程から、考えを導き出した
　報告書を作成したり、発表している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇学習課題に対して積極的に観察・実験を行
　い、意欲的に探究している。

〇 〇 〇

単元「酸と塩基」
【知識・技能】
〇酸と塩基の定義や分類を理解し
　酸と塩基を価数や強弱にもとづ
　いて分類する。
〇水溶液の性質(酸性・中性・塩基
　性)と水素イオン濃度やpHとの関
　係を理解し知識を身に付ける。
〇中和反応について理解し、塩の
　なりたちや塩の水溶液の性質を
　理解する。
〇中和滴定の操作や中和滴定曲線
　を理解し、実験器具の適切な取
　り扱いやグラフの見方などの知
　識を身に付ける。

〇指導事項
　１　酸と塩基
　２　水素イオン濃度
　３　中和と塩
　４　中和滴定
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇酸と塩基の定義や分類を理解し、酸と塩基
　を価数や強弱にもとづいて分類している。
〇水溶液の性質(酸性・中性・塩基性)と水素
　イオン濃度やpHとの関係を理解し、知識を
　身に付けている。
〇中和反応について理解し、塩のなりたちや
　塩の水溶液の性質を理解している。
〇中和滴定の操作や中和滴定曲線を理解し、
　実験器具の適切な取り扱いやグラフの見方
　などの知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
〇酸と塩基の反応の量的関係を物質量と関連
　付けて考察している。
〇中和反応に関与する物質の量的関係を理解

〇 12

定期考査 ○ ○ 1

単元「物質量と化学反応式」
【知識・技能】
〇物質の構成粒子の質量の表し方
　として、原子量・分子量・式量
　を理解する。
〇物質量が粒子の数にもとづく量
　であることを理解し、物質量と
　質量気体の体積との関係も理解
　する。
【思考・判断・表現】
〇物質量を介して、物質の質量や
　気体の体積を相互に変換する。
〇水溶液の濃度をモル濃度を用い
　て表したり、濃度のわかってい
　る水溶液中の溶質の物質量を計
　算によって求める。
〇化学変化と物理変化の違いを理
　解し、化学反応を化学反応式を
　用いて表す。
〇化学変化では、一定の量的関係
　が成り立つことを理解し、化学
　反応式をもとに物質の量的関係
　を判断する。
〇実験で得られたデータをグラフ
　化するなどの処理を行い、結果
　を化学的に考察する。
〇化学変化の量的関係を物質量と
　関連付けて考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇観察・実験の過程から、自らの
　考えを導き出した報告書を作成
　したり、発表する。
〇化学反応の量的関係の実験から
　自らの考えを導き出した報告書
　を作成したり、発表する。
〇学習課題に対し積極的に観察・
　実験を行い意欲的に探究する。

〇指導事項
　１　原子量・分子量・式量
　２　物質量
　３　溶液の濃度
　４　化学反応の表し方
　５　化学反応式の表す量的関係
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇物質の構成粒子の質量の表し方として、原
　子量・分子量・式量を理解している。
〇物質量が粒子の数にもとづく量であること
　を理解し、物質量と質量気体の体積との関
　係も理解している。
【思考・判断・表現】
〇物質量を介して、物質の質量や気体の体積
　を相互に変換できる。
〇水溶液の濃度をモル濃度を用いて表したり
　濃度のわかっている水溶液中の溶質の物質
　量を計算によって求めている。
〇化学変化と物理変化の違いを理解し、化学
　反応を化学反応式を用いて表している。
〇化学変化では、一定の量的関係が成り立つ
　ことを理解し、化学反応式をもとに物質の
　量的関係を判断している。
〇実験で得られたデータのグラフ化など処理
　を行い、結果を化学的に考察している。
〇化学変化の量的関係を物質量と関連付けて
　考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇観察・実験の過程から、自らの考えを導き
　出した報告書を作成したり発表している。
〇化学反応の量的関係の実験から、自らの考
　えを導き出した報告書を作成したり、発表
　している。
〇学習課題に対して積極的に観察・実験を行
　い、意欲的に探究している。

〇 〇

２
学
期



〇 2

　識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
〇酸と塩基の反応の量的関係を物
　質量と関連付けて考察する。
〇中和反応に関与する物質の量的
　関係を理解し、中和反応におけ
　る酸と塩基の量的関係を計算に
　よって求める。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇酸、塩基や中和反応に関心をも
　ち、それらを日常生活に関連付
　けて、意欲的に探究する。

〇中和反応に関与する物質の量的関係を理解
　し、中和反応における酸と塩基の量的関係
　を計算によって求めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇酸、塩基や中和反応に関心をもち、それら
　を日常生活に関連付けて、意欲的に探究し
　ている。

〇

1

３
学
期

単元「酸化還元反応」
【知識・技能】
〇酸化・還元の定義を理解し、知
　識を身に付ける。
〇酸化還元反応の量的関係を理解
　する。
〇イオン化傾向や金属の反応性を
　理解し、知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
〇酸化還元反応を酸化数の増減に
　よって判断する。
〇酸化剤、還元剤のはたらきを理
　解し、半反応式をもとに酸化還
　元反応を組み立てる。
〇人間生活において、酸化還元反
　応が身近に起こっていることを
　知り、それを利用した電気分解
　について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇燃焼、金属の溶解や腐食などの
　反応に興味をもち、電子の授受
　という観点から、それらを意欲
　的に探究する。

〇指導事項
　２　酸化剤と還元剤の反応
　３　酸化還元の量的関係
　４　金属のイオン化傾向
　５　電池
　６　金属の製錬
　７　電気分解
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇酸化・還元の定義を理解し、知識を身に付
　けている。
〇酸化還元反応の量的関係を理解している。
〇金属のイオン化傾向や金属の反応性を理解
　し、知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
〇酸化還元反応を酸化数の増減によって判断
　している。
〇酸化剤、還元剤のはたらきを理解し、半反
　応式から酸化還元反応を組み立てられる。
〇人間生活において、酸化還元反応が身近に
　起こっていることを知り、それを利用した
　電気分解について考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇燃焼、金属の溶解や腐食などの反応に興味
　をもち、電子の授受という観点から、それ
　らを意欲的に探究している。

〇 〇 〇 13

単元「生態系と生物の多様性」
【知識・技能】
【思考・判断・表現】
〇「化学基礎」で学んだ事が日常
　生活や社会を支える科学技術と
　の結びつきを理解し考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇「化学基礎」で学んだ事柄が日
　常生活や社会の中でどのように
　いかされているかに注目し、意
　欲的に探究する。

定期考査
○ ○

1

〇 〇 10

単元「酸化還元反応」
【知識・技能】
〇酸化・還元の定義を理解し、知
　識を身に付ける。

〇指導事項
　１　酸化と還元
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
〇酸化・還元の定義を理解し、知識を身に付
　けている。

定期考査 ○ ○

〇指導事項
　１　水道水について
　２　リサイクルについて
〇教材
　教科書、補助プリント
〇一人１台端末の活用
　データ整理、文献検索、まとめ
　　　　　　　　　　　　　　等

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
〇「化学基礎」で学んだ事が日常生活や社会
　を支える科学技術との結びつきを理解し、
　考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇「化学基礎」で学んだ事柄が日常生活や社
　会の中でどのようにいかされているかに注
　目し、意欲的に探究している。

〇 〇 〇 4



1

合計

70

○ ○



年間授業計画様式

東京都立豊島高等学校　令和６年度　教科　理科　科目　地学基礎　年間授業計画

教　　　科： 理科　 科　　　目： 地学基礎　　単位数：　３単位

対象学年組： 第４学年A組）　　

使用教科書：（東京書籍　改訂　地学基礎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（教科書、ワークシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

日本の自然環境 ・日本における自然環境が人間生活と深くかかわっていることを知る。 【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

5

地球の形と大きさ ・地球の形が、厳密には球でないことを知り、エラトステネスの方法により地球の
　大きさを測定できることについて理解する。

4



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

4

中間考査 1

考査までの振り返り ・誤答が多い箇所を中心に復習を行う。 1

５
月

地球内部の層構造 ・地球内部が地殻、マントル、外核、内核の層状の構造であることを知る。 【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

3

変動する地球 ・大陸プレートと海洋プレートの違いや、プレート分布、プレートが運動している
　ことを理解し、プレート境界には発散する境界、収束する境界、すれ違う境界
　の３通りあることを知る。

4

プレートの運動 ・プレートの分布と運動及びプレート運動に伴う大地形の形成について理解する。



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

4

地層の形成と地質構造 ・堆積岩の特徴について理解する。
・褶曲、断層、不整合などの地質構造について理解する。

3

６
月

火山活動と地震 ・プレートが発散する境界や収束する境界における火山の分布や火山活動の特
　徴について知る。
・火成岩が、組織と造岩鉱物の組成に基づいて分類されることを理解する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

4

移り変わる地球 ・海溝付近の地震発生の仕組みについて理解し、内陸部の活断層による地震が
　あることについて知る。

3

地層の形成と地質構造 ・露頭の観察やモデル実験などにより、地層が形成される仕組みを理解する。



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

1

７
月

大気と海洋 ・気温の高度変化に基づいて対流圏・成層圏等、四つに区分される大気の温度
　構造を知る。

【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

4

期末考査 1

学期の振り返り ・誤答が多い箇所を中心に復習を行う。



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

4

地球の環境 ・地球温暖化、オゾン層破壊、エルニーニョ現象などの現象について理解する。 4

９
月

地球の熱収支 ・地球全体の太陽放射の受熱量と地球放射の放熱量がつり合うことを知る。
・温室効果の原因となるガスについて知る。

【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

4

大気と海水の運動 ・大気や海水が地球規模で循環していることを知る。



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

4

古生代 ・脊椎動物の起源　現代とは異なる生物群についてバージェス頁岩からの
　化石生物群について理解する。

4

中間考査 1

古生物の変遷と地球環境 ・地質時代を代表する示準化石及び示相化石をについて理解する。 【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

4

先カンブリア時代 ・生命の起源について、仮説の紹介とともに進化について理解する。

考査までの振り返り ・誤答が多い箇所を中心に復習を行う。 1

10



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

中生代 ・恐竜の時代、地球官許の大きな変化、恐竜の時代の終焉、隕石落下による地
　球環境の変化仮説について理解する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

4

新生代 ・植物・動物の変化について理解する。 4

人類の進化 ・霊長類の進化、ホモサピエンスの進化について理解する。 4
11



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

学期の振り返り ・誤答が多い箇所を中心に復習を行う。 1

・太陽の元素組成について知る。 3

期末考査 1

月

宇宙における地球 ・宇宙の誕生では、宇宙の始まりにビッグバンがあり、現在も宇宙の膨張が続
　いていることを知る。

【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

4

宇宙のすがた ・銀河系や銀河の存在について知り、銀河系の構造を理解する。 4

太陽と恒星
12



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

太陽系の中の地球 ・地球に海が形成されたことが、生命を生み出す条件であったことを理解する。 4

太陽のエネルギー ・太陽表面に見られる黒点や粒状斑、プロミネンスなどの現象について知り、
　太陽のエネルギー源が太陽内部で起こる核融合反応であることを理解する。

【評価の観点】
〇【知識・技能】
　小テスト、観察・実験等
〇【思考・判断・表現】
　ワークシート、観察・実験報
　告書等
〇【主体的に学習に取り組む
態度】
　ワークシート、実験報告書
　等

【評価の方法】
〇考査
○行動の確認
○記述の点検（ワークシー
　ト、観察・実験報告書）

3

惑星としての地球 ・星間物質などから太陽系が形成されたことについて知り、地球は太陽系の
　惑星の一つとして形成されたことについて理解する。

3



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月

学年末考査 1

学期の振り返り ・誤答が多い箇所を中心に復習を行う。 1



指導内容 地学基礎の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画　様式

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【スポーツテスト】
【知識及び技能】
・自己の課題を解決したりするなど
の楽しさや喜びを味わい、測定など
の方法や行い方、協議会の仕方など
を理解するとともに、作戦や状況に
応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組みを工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツテストに主体的に取り組
むとともに、互いに助け合い高め合
おうとすること、一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとす
ることができるようにする。

・握力
・上体起こし
・反復横跳び
・長座体前屈
・立ち幅跳び
・５０m走
・ハンドボール投げ
・２０ｍシャトルラン

【知識・技能】
・測定の方法や行い方などについて理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツテストに主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、測定に協力しようとした
り、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○

・体つくり運動について
・ストレッチ
・筋力トレーニング等
・コオーディネーショントレーニ
ング
・コアストレッチ
・体幹トレーニング等
・ボールを使った運動（個人）
・ボールを使った運動（ペア）
・ボールを使った運動（集団）

【知識】
・運動を継続する意義、体の構造、運動の原
則などについて理解する。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、話し合いに貢献しようとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 5

配当
時数

１
学
期

【オリエンテーション】
授業の決まりやルールを理解する。

一年間の授業の決まりや取り組み
方の確認

1

【体つくり運動】
【知識及び運動】
・体を動かす楽しさや心地よさを味
わい、体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方
を理解するとともに、自己の体力や
生活に応じた継続的な運動計画を立
て、実生活に役立てることができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組みを工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組む
とともに、互いに助け合い高め合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
ことができるようにする。

6

【ニュースポーツ】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開

・アルティメット
・ユニバーサルホッケー
・インディアカ
・ソフトラクロス
・ドッヂビー

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、ひとりひとりの違いを大切に
しようとするなどの意欲を育てるとともに、健
康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を
身に付けるようにする。

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科 保健体育  科目 体育
保健体育 体育 2

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、他者に伝える力を養う。



5

【体育理論（運動・スポーツの文化
的特徴）】
【知識及び技能】
・スポーツの歴史、文化を学び、文
化的特性や現代のスポーツの発展に
ついて理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考し判
断しながら他者に伝えていけるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自主
的・主体的に取り組むことができる
ようにする。

・スポーツの歴史的発展と多様な
変化。
・スポーツの経済的効果と高潔
さ。
・スポーツが環境や社会にもたら
す影響。
・運動やスポーツの効果的な学習
の仕方。
・豊かなスポーツライフの設計の
仕方。
・一人一台端末

【知識・技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について理解している。
【思考・判断・表現】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について、課題を発見し、よりよい解決
に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇

た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 6
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２
学
期

【バスケットボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・シュート
・パス
・ドリブル
・動き方
・守備
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 7

【バレーボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

8

【バドミントン】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

シングルス
・サービス
・ラリー
・クリアー
・ドライブ
・ロビング
・ヘアピン
・スマッシュ
・パターン練習
ダブルス
・ドライブ＆ヘアピン
・クリアー＆スマッシュ
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したラケット操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇

・オーバーハンドパス
・アンダーハンドパス
・サービス
・スパイク
・ローテーション
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・役割に応じたボール操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇
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3
学
期

【ソフトボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・キャッチボール
・捕球
・送球
・バッティング
・動き方

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したバット操作と走塁での攻撃、ボー
ル操作と連携した守備などによって攻防をす
ることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8

【卓球】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

8

【フットサル】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・シュート
・パス
・守備
・動き方
・ドリブル
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇

シングルス
・サービス
・フォアハンド
・バックハンド
・ラリー
・ドライブ
・スライス
・ツッツキ
・スマッシュ
ダブルス
・パターン練習
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・役割に応じたボール操作や安定したラケッ
ト操作と連携した動きによって空いた場所を
めぐる攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8





年間授業計画　様式

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科 保健体育  科目 体育
保健体育 体育 2

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を
身に付けるようにする。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公
正に取り組む、互いに協力する、自己の責任
を果たす、参画する、ひとりひとりの違いを
大切にしようとするなどの意欲を育てるとと
もに、健康・安全を確保して、生涯にわたっ
て継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・体つくり運動について
・ストレッチ
・筋力トレーニング等
・コオーディネーショントレーニ
ング
・コアストレッチ
・体幹トレーニング等
・ボールを使った運動（個人）
・ボールを使った運動（ペア）
・ボールを使った運動（集団）

【知識】
・運動を継続する意義、体の構造、運動の原
則などについて理解する。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、話し合いに貢献しようとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 5

配当
時数

１
学
期

【オリエンテーション】
授業の決まりやルールを理解する。

一年間の授業の決まりや取り組み
方の確認

1

【体つくり運動】
【知識及び運動】
・体を動かす楽しさや心地よさを味
わい、体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方
を理解するとともに、自己の体力や
生活に応じた継続的な運動計画を立
て、実生活に役立てることができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組みを工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組む
とともに、互いに助け合い高め合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
ことができるようにする。

6

【ニュースポーツ】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理

・アルティメット
・ユニバーサルホッケー
・インディアカ
・ソフトラクロス
・ドッヂビー

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど

【スポーツテスト】
【知識及び技能】
・自己の課題を解決したりするなど
の楽しさや喜びを味わい、測定など
の方法や行い方、協議会の仕方など
を理解するとともに、作戦や状況に
応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組みを工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツテストに主体的に取り組
むとともに、互いに助け合い高め合
おうとすること、一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとす
ることができるようにする。

・握力
・上体起こし
・反復横跳び
・長座体前屈
・立ち幅跳び
・５０m走
・ハンドボール投げ
・２０ｍシャトルラン

【知識・技能】
・測定の方法や行い方などについて理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツテストに主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、測定に協力しようとした
り、健康・安全を確保したりしている。 ○ ○ ○



称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 6

5

【体育理論（運動・スポーツの文化
的特徴）】
【知識及び技能】
・スポーツの歴史、文化を学び、文
化的特性や現代のスポーツの発展に
ついて理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考し判
断しながら他者に伝えていけるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自主
的・主体的に取り組むことができる
ようにする。

・スポーツの歴史的発展と多様な
変化。
・スポーツの経済的効果と高潔
さ。
・スポーツが環境や社会にもたら
す影響。
・運動やスポーツの効果的な学習
の仕方。
・豊かなスポーツライフの設計の
仕方。
・一人一台端末

【知識・技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について理解している。
【思考・判断・表現】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について、課題を発見し、よりよい解決
に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇



・オーバーハンドパス
・アンダーハンドパス
・サービス
・スパイク
・ローテーション
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・役割に応じたボール操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8

２
学
期

【バスケットボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・シュート
・パス
・ドリブル
・動き方
・守備
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 7

【バレーボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

8

【バドミントン】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

シングルス
・サービス
・ラリー
・クリアー
・ドライブ
・ロビング
・ヘアピン
・スマッシュ
・パターン練習
ダブルス
・ドライブ＆ヘアピン
・クリアー＆スマッシュ
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したラケット操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇



シングルス
・サービス
・フォアハンド
・バックハンド
・ラリー
・ドライブ
・スライス
・ツッツキ
・スマッシュ
ダブルス
・パターン練習
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・役割に応じたボール操作や安定したラケッ
ト操作と連携した動きによって空いた場所を
めぐる攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8
3
学
期

【ソフトボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・キャッチボール
・捕球
・送球
・バッティング
・動き方

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したバット操作と走塁での攻撃、ボー
ル操作と連携した守備などによって攻防をす
ることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8

【卓球】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

8

合計

70

【フットサル】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・シュート
・パス
・守備
・動き方
・ドリブル
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇





年間授業計画　様式

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科 保健体育  科目 体育
保健体育 体育 2

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を
身に付けるようにする。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公
正に取り組む、互いに協力する、自己の責任
を果たす、参画する、ひとりひとりの違いを
大切にしようとするなどの意欲を育てるとと
もに、健康・安全を確保して、生涯にわたっ
て継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・体つくり運動について
・ストレッチ
・筋力トレーニング等
・コオーディネーショントレーニ
ング
・コアストレッチ
・体幹トレーニング等
・ボールを使った運動（個人）
・ボールを使った運動（ペア）
・ボールを使った運動（集団）

【知識】
・運動を継続する意義、体の構造、運動の原
則などについて理解する。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、話し合いに貢献しようとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 5

配当
時数

１
学
期

【オリエンテーション】
授業の決まりやルールを理解する。

一年間の授業の決まりや取り組み
方の確認

1

【体つくり運動】
【知識及び運動】
・体を動かす楽しさや心地よさを味
わい、体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方
を理解するとともに、自己の体力や
生活に応じた継続的な運動計画を立
て、実生活に役立てることができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組みを工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組む
とともに、互いに助け合い高め合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
ことができるようにする。

6

【ニュースポーツ】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理

・アルティメット
・ユニバーサルホッケー
・インディアカ
・ソフトラクロス
・ドッヂビー

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど

【スポーツテスト】
【知識及び技能】
・自己の課題を解決したりするなど
の楽しさや喜びを味わい、測定など
の方法や行い方、協議会の仕方など
を理解するとともに、作戦や状況に
応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組みを工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツテストに主体的に取り組
むとともに、互いに助け合い高め合
おうとすること、一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようとす
ることができるようにする。

・握力
・上体起こし
・反復横跳び
・長座体前屈
・立ち幅跳び
・５０m走
・ハンドボール投げ
・２０ｍシャトルラン

【知識・技能】
・測定の方法や行い方などについて理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツテストに主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、測定に協力しようとした
り、健康・安全を確保したりしている。 ○ ○ ○



称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

○ ○ ○ 6

5

【体育理論（運動・スポーツの文化
的特徴）】
【知識及び技能】
・スポーツの歴史、文化を学び、文
化的特性や現代のスポーツの発展に
ついて理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考し判
断しながら他者に伝えていけるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自主
的・主体的に取り組むことができる
ようにする。

・スポーツの歴史的発展と多様な
変化。
・スポーツの経済的効果と高潔
さ。
・スポーツが環境や社会にもたら
す影響。
・運動やスポーツの効果的な学習
の仕方。
・豊かなスポーツライフの設計の
仕方。
・一人一台端末

【知識・技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について理解している。
【思考・判断・表現】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について、課題を発見し、よりよい解決
に向けて思考し判断するとともに、他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇



・オーバーハンドパス
・アンダーハンドパス
・サービス
・スパイク
・ローテーション
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・役割に応じたボール操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8

２
学
期

【バスケットボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・シュート
・パス
・ドリブル
・動き方
・守備
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 7

【バレーボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

8

【バドミントン】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

シングルス
・サービス
・ラリー
・クリアー
・ドライブ
・ロビング
・ヘアピン
・スマッシュ
・パターン練習
ダブルス
・ドライブ＆ヘアピン
・クリアー＆スマッシュ
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したラケット操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇



シングルス
・サービス
・フォアハンド
・バックハンド
・ラリー
・ドライブ
・スライス
・ツッツキ
・スマッシュ
ダブルス
・パターン練習
・動き方
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・役割に応じたボール操作や安定したラケッ
ト操作と連携した動きによって空いた場所を
めぐる攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8
3
学
期

【ソフトボール】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・キャッチボール
・捕球
・送球
・バッティング
・動き方

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したバット操作と走塁での攻撃、ボー
ル操作と連携した守備などによって攻防をす
ることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇 8

【卓球】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

8

合計

70

【フットサル】
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすることや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

・シュート
・パス
・守備
・動き方
・ドリブル
・一人一台端末

【知識・技能】
〇知識
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などについて理解している。
〇技能
・安定したボール操作と空間を作り出すなど
の動きによってゴール前への侵入などから攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に自主的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保した
りしている。

〇 〇 〇





年間授業計画様式

豊島高等学校　令和６年度　教科　保健体育　科目　体育　年間授業計画

教　　　科：　 保健体育　 科　　　目： 　体育　　単位数：　２単位

対象学年組： 第４学年A組　

使用教科書：（　最新高等保健体育　改訂版　）

使用教材  ：（　各種目に応じた教具　）

指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

オリエンテーション

1

体つくり運動 【生涯にわたる豊かなスポーツライフを継続することを目指して，一つの領域
の学習の時間を十分確保する中で，身に付けた技能や動き等をさらに高めた
り，新たに得意技を身に付けたりして，攻防や動きの様相を高めて，記録や技
に挑戦したり，ルールを一層正規に近づけるなどして試合をしたり，発表した
りできるようにする。】

体力を高める運動②

2

体力を高める運動③ 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1

体力を高める運動①

2



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

スポーツテスト⑥ 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1

スポーツテスト③

1

スポーツテスト④

【毎年度始めにスポーツテストを実施することで、生徒が将来にわたって心身
ともに健康で活力ある生活を営めむことができる。】
スポーツテスト① 1

スポーツテスト②

1

スポーツテスト⑤

1

1

５
月

スポーツテスト



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

体育理論 【スポーツの歴史、文化的特性や現代スポーツの特徴について
理解できるようにする。】

基本技術②

2

基本技術③

1

６
月

ニュースポーツ 【球技に主体的に取り組むとともに、健康・安全を確保できるようにする。ま
た、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間
への侵入などから攻防を展開できる。】

基本技術①

2

応用技術① 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1

７
月

①スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のスポーツの意義について

1

④運動やスポーツの効果的な学習の仕方について

1

⑤ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方やライフスタイルに応じたス
ポーツとの関わり方について

【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1

②スポーツの経済的効果と高潔さやスポーツが環境や社会へもたらす影響につ
い

1

③スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展について

1



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

基本技術③
９
月

球技ゴール型
バスケットボール

【勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。ゴール型では，状況に
応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への侵入な
どから攻防を展開することができるようにする。】

基本技術①

2

応用技術①

1

応用技術② 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1

基本技術②

2

【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

基本技術②

2

月

球技ゴール型
バレーボール

【勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。ゴール型では，状況に
応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への侵入な
どから攻防を展開することができる。】

基本技術①

2

応用技術①

1

応用技術② 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。 1

基本技術③

2

10



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

1

2

月

球技ネット型
バドミントン

【勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。ネット型では，状況に
応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空間を作りだ
すなどの攻防を展開することができるようにする。】

基本技術①

2

応用技術①

1

応用技術② 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。

基本技術②

基本技術③

2
11



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。

基本技術②

月

球技ベースボール型
ソフトボール

【勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。ベースボール型では，
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃，安定したボール操作と状況に応じた
守備などによって攻防を展開することができるようにする。】

基本技術①

2

応用技術①

1

応用技術②

1

2

基本技術③

2
12



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

1

1
【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。

2

基本技術②

球技ネット型
卓球

【勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。ネット型では，状況に
応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空間を作りだ
すなどの攻防を展開することができるようにする。】

基本技術①

2

応用技術①

応用技術②

基本技術③

2

１
月



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

基本技術②

1

２
月

球技ゴール型
フットサル

【勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。ゴール型では，状況に
応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への侵入な
どから攻防を展開することができる。】

基本技術①

2

応用技術①

1

応用技術② 【関・意・態】出席状況及び
授業への参加意欲を総合的に
判断する。

2

基本技術③

2



指導内容 科目体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態
配当
時数

（１）現代社会と健康
(ｱ)健康の考え方
【知識及び技能】
　国民の健康課題や健康の考え方
は，国民の健康水準の向上や疾病構
造の変化に伴って変わってきている
こと，健康は，様々な要因の影響を
受けながら，主体と環境の相互作用
の下に成り立っていること，健康の
保持増進には，ヘルスプロモーショ
ンの考え方を踏まえた個人の適切な
意思決定や行動選択及び環境づくり
が関わることについて理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について,課題を
発見し，健康や安全に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに，それらを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

01_健康の考え方と成り立ち
02_私たちの健康のすがた
18_健康に関する意思決定・行動選
択
19_健康に関する環境づくり
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①我が国の死亡率，受療率，平均寿命，健康
寿命など各種の指標や疾病構造の変化を踏ま
えた国民の健康課題について，また，健康水
準，及び疾病構造の変化には，科学技術の発
達，及び生活様式や労働形態を含む社会の状
況が関わっていることについて，理解したこ
とを言ったり書いたりしている。
②疾病や症状の有無を重視する健康の考え方
や，生活の質や生きがいを重視する健康の考
え方などを例として健康水準の向上，疾病構
造の変化に伴い，個人や集団の健康について
の考え方も変化してきていることについて，
それらを踏まえて免疫，遺伝，生活行動など
の主体要因と，自然，経済，文化，保健・医
療サービスなどの環境要因が互いに影響し合
いながら健康の成立に関わっていることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
③健康を保持増進するには，ヘルスプロモー
ションの考え方に基づき，適切な意思決定や
行動選択により，疾病等のリスクを軽減する
ことを含め，自らの健康を適切に管理するこ
とが必要であるとともに，環境づくりが重要
であること，適切な意思決定や行動選択に
は，個人の知識，価値観，心理状態，及び人
間関係などを含む社会環境が関連しているこ
と，健康を保持増進するための環境には，自
然環境，及び政策や制度，地域活動などの
様々な社会環境があることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①現代社会と健康における事象や情報などに
ついて，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見している。
②国民の健康課題について，我が国の健康水
準の向上や疾病構造の変化に関するデータや
資料に基づいて分析し，生活の質の向上に向
けた課題解決の方法をヘルスプロモーション
の考え方を踏まえて整理している。
③健康の考え方について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話
し合ったり，ノートなどに記述したりして，
筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①国民の健康課題，健康の考え方と成り立
ち，健康の保持増進のための適切な意思決定
や行動選択と環境づくりについて，課題の解
決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

現代高等保健体育　50　大修館　保体701

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健体育 保健
保健体育 保健 1



（１）現代社会と健康
(ｳ)生活習慣病などの予防と回復
【知識及び技能】
　健康の保持増進と生活習慣病など
の予防と回復には，運動，食事，休
養及び睡眠の調和のとれた生活の実
践や疾病の早期発見，及び社会的な
対策が必要であることについて理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について，課題を
発見し，健康や安全に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに，それらを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

03_生活習慣病の予防と回復
04_がんの原因と予防
05_がんの治療と回復
06_運動と健康
07_食事と健康
08_休養・睡眠と健康
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

（１）現代社会と健康
(ｳ)生活習慣病などの予防と回復
【知識・技能】
①がん，脳血管疾患，虚血性心疾患，高血圧
症，脂質異常症，糖尿病などの生活習慣病な
どのリスクを軽減し予防するには，適切な運
動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた
健康的な生活を続けることが必要であるこ
と，定期的な健康診断やがん検診などを受診
することが必要であること，がんについて
は，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種
類があり，生活習慣のみならず細菌やウイル
スの感染などの原因もあること，生活習慣病
などの予防と回復には，個人の取組ととも
に，健康診断やがん検診の普及，正しい情報
の発信など社会的な対策が必要であることに
ついて,理解したことを言ったり書いたりして
いる。
【思考・判断・表現】
①生活習慣病などの予防と回復について，習
得した知識を基に自他の生活習慣や社会環境
を分析し，リスクの軽減と生活の質の向上に
必要な個人の取組や社会的な対策を整理して
いる。
②生活習慣病などの予防と回復について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノートなどに記
述したりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①生活習慣病などの予防と回復について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組もう
としている。

○ ○ ○

１
学
期

7



1

（１）現代社会と健康
(ｴ)喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
【知識及び技能】
　喫煙と飲酒は，生活習慣病などの
要因になること，薬物乱用は，心身
の健康や社会に深刻な影響を与える
ことから行ってはならないこと，そ
れらの対策には，個人や社会環境へ
の対策が必要であることについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について，課題を
発見し，健康や安全に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに，それらを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

09_喫煙と健康
10_飲酒と健康
11_薬物乱用と健康
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因とな
り心身の健康を損ねること，喫煙や飲酒によ
る健康課題を防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観の育成などの個人への働き
かけ，及び法的な整備も含めた社会環境への
適切な対策が必要であることについて,理解し
たことを言ったり書いたりしている。
②コカイン，MDMAなどの麻薬，覚醒剤，大
麻，など，薬物の乱用は，心身の健康，社会
の安全などに対して深刻な影響を及ぼすこと
から，決して行ってはならないこと，薬物乱
用を防止するには，正しい知識の普及，健全
な価値観や規範意識の育成などの個人への働
きかけ，及び法的な規制や行政的な対応など
社会環境への対策が必要であることについて,
理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，我
が国のこれまでの取組を個人への働きかけと
社会環境への対策の面から分析したり，諸外
国と比較したりして，防止策を評価してい
る。
②喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノートなどに記
述したりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組もう
としている。

○ ○ ○ 4

（１）現代社会と健康
(ｵ)精神疾患の予防と回復
【知識及び技能】
　精神疾患の予防と回復には，運
動，食事，休養及び睡眠の調和のと
れた生活を実践するとともに，心身
の不調に気付くことが重要であるこ
と，疾病の早期発見及び社会的な対
策が必要であることについて理解を
深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について，課題を
発見し，健康や安全に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し

定期考査 １学期期末考査　及び
答案返却・解説

上記
（１）現代社会と健康
(ｱ)健康の考え方
(ｳ)生活習慣病などの予防と回復
(ｴ)喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
による

○ ○

12_精神疾患の特徴
13_精神疾患の予防
14_精神疾患からの回復
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①精神疾患は，精神機能の基盤となる心理
的，生物的，または社会的な機能の障害など
が原因となり，認知，情動，行動などの不調
により，精神活動が不全になった状態である
こと，うつ病，統合失調症，不安症，摂食障
害などを適宜取り上げ，誰もが罹患しうるこ
と，若年で発症する疾患が多いこと，適切な
対処により回復し生活の質の向上が可能であ
ることについて,理解したことを言ったり書い
たりしている。
②精神疾患の予防と回復には，身体の健康と
同じく，適切な運動，食事，休養及び睡眠な
ど，調和のとれた生活を実践すること，早期

（１）現代社会と健康
(ｴ)喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
【知識及び技能】
　喫煙と飲酒は，生活習慣病などの
要因になること，薬物乱用は，心身
の健康や社会に深刻な影響を与える
ことから行ってはならないこと，そ
れらの対策には，個人や社会環境へ
の対策が必要であることについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について，課題を
発見し，健康や安全に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに，それらを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

09_喫煙と健康
10_飲酒と健康
11_薬物乱用と健康
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因とな
り心身の健康を損ねること，喫煙や飲酒によ
る健康課題を防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観の育成などの個人への働き
かけ，及び法的な整備も含めた社会環境への
適切な対策が必要であることについて,理解し
たことを言ったり書いたりしている。
②コカイン，MDMAなどの麻薬，覚醒剤，大
麻，など，薬物の乱用は，心身の健康，社会
の安全などに対して深刻な影響を及ぼすこと
から，決して行ってはならないこと，薬物乱
用を防止するには，正しい知識の普及，健全
な価値観や規範意識の育成などの個人への働
きかけ，及び法的な規制や行政的な対応など
社会環境への対策が必要であることについて,
理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，我
が国のこれまでの取組を個人への働きかけと
社会環境への対策の面から分析したり，諸外
国と比較したりして，防止策を評価してい
る。
②喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノートなどに記
述したりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組もう
としている。

○ ○ ○ 2
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判断するとともに，それらを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

に心身の不調に気付くこと，心身に起こった
反応については体ほぐしの運動などのリラク
セーションの方法でストレスを緩和すること
などが重要であること，心身の不調時には，
不安，抑うつ，焦燥，不眠などの精神活動の
変化が，通常時より強く，持続的に生じるこ
と，心身の不調の早期発見と治療や支援の早
期の開始によって回復可能性が高まること，
人々が精神疾患について正しく理解するとと
もに，専門家への相談や早期の治療などを受
けやすい社会環境を整えることが重要である
こと，偏見や差別の対象ではないことなどに
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
【思考・判断・表現】
①精神疾患の予防と回復について，習得した
知識を基に，心身の健康を保ち，不調に早く
気付くために必要な個人の取組や社会的な対
策を整理している。
②精神疾患の予防と回復について，自他や社
会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述した
りして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①精神疾患の予防と回復について，課題の解
決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○
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（１）現代社会と健康
(ｲ)現代の感染症とその予防
【知識及び技能】
　感染症の発生や流行には，時代や
地域によって違いがみられること，
その予防には，個人の取組及び社会
的な対策を行う必要があることにつ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会と健康について,課題を
発見し，健康や安全に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに，それらを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

15_現代の感染症
16_感染症の予防
17_性感染症・エイズとその予防
・タブレット端末
・一人１台端末

【知識・技能】
①感染症は，時代や地域によって自然環境や
社会環境の影響を受け，発生や流行に違いが
見られること，交通網の発達により短時間で
広がりやすくなっていること，また，新たな
病原体の出現，感染症に対する社会の意識の
変化等によって，腸管出血性大腸菌（Ｏ157
等）感染症，結核などの新興感染症や再興感
染症の発生や流行が見られること，感染症の
リスクを軽減し予防するには，衛生的な環境
の整備や検疫，正しい情報の発信，予防接種
の普及など社会的な対策とともに，それらを
前提とした個人の取組が必要であること，エ
イズ及び性感染症の原因，予防のための個人
の行動選択や社会の対策について，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①感染症の発生や流行には時代や地域によっ
て違いがみられることについて，事例を通し
て整理し，感染のリスクを軽減するための個
人の取組及び社会的な対策に応用している。
②現代の感染症とその予防について，自他や
社会の課題の解決方法と，それを選択した理
由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①現代の感染症とその予防について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

1

定期考査 ２学期期末考査　及び
答案返却・解説

（１）現代社会と健康
(ｴ)喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
(ｵ)精神疾患の予防と回復
(ｲ)現代の感染症とその予防
（２）安全な社会生活
(ｱ)安全な社会づくり
による

○ ○

２
学
期

4

（２）安全な社会生活
(ｱ)安全な社会づくり
【知識及び技能】
　安全な社会づくりには，環境の整
備とそれに応じた個人の取組が必要
であること，交通事故を防止するに
は，車両の特性の理解，安全な運転
や歩行など適切な行動，自他の生命
を尊重する態度，交通環境の整備が
関わること，交通事故には補償をは
じめとした責任が生じることについ
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　安全な社会生活について，安全に
関する原則や概念に着目して危険の
予測やその回避の方法を考え，それ
らを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

01_事故の現状と発生要因
02_安全な社会の形成
03_交通における安全
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①事故は，地域，職場，家庭，学校など様々
な場面において発生していること，事故の発
生には，周りの状況の把握及び判断，行動や
心理などの人的要因，気象条件，施設・設
備，車両，法令，制度，情報体制などの環境
要因などが関連していることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
②事故を防止したり事故の発生に伴う傷害等
を軽減したりすることを目指す安全な社会の
形成には，交通安全，防災，防犯などを取り
上げて，法的な整備などの環境の整備，環境
や状況に応じた適切な行動などの個人の取
組，及び地域の連携などが必要であることに
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
③交通事故を防止するには，自他の生命を尊
重するとともに，自分自身の心身の状態や周
りの環境，車両の特性などを把握すること，
及び個人の適切な行動，交通環境の整備が必
要であること，交通事故には補償をはじめと
する法的責任などが生じることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①安全な社会生活における事象や情報などに
ついて，安全に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見している。
②安全な社会づくりについて，様々な事故や
災害の事例から，安全に関する情報を整理
し，環境の整備に応用している。
③交通安全について，習得した知識を基に，
事故につながる危険を予測し回避するための
自他や社会の取組を評価している。
④安全な社会づくりについて，自他や社会の
課題の解決方法と，それを選択した理由など
を話し合ったり，ノートなどに記述したりし
て，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①安全な社会づくりについて，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○



３
学
期

（２）安全な社会生活
(ｱ)安全な社会づくり
【知識及び技能】
　安全な社会づくりには，環境の整
備とそれに応じた個人の取組が必要
であること，交通事故を防止するに
は，車両の特性の理解，安全な運転
や歩行など適切な行動，自他の生命
を尊重する態度，交通環境の整備が
関わること，交通事故には補償をは
じめとした責任が生じることについ
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　安全な社会生活について，安全に
関する原則や概念に着目して危険の
予測やその回避の方法を考え，それ
らを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

01_事故の現状と発生要因
02_安全な社会の形成
03_交通における安全
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①事故は，地域，職場，家庭，学校など様々
な場面において発生していること，事故の発
生には，周りの状況の把握及び判断，行動や
心理などの人的要因，気象条件，施設・設
備，車両，法令，制度，情報体制などの環境
要因などが関連していることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
②事故を防止したり事故の発生に伴う傷害等
を軽減したりすることを目指す安全な社会の
形成には，交通安全，防災，防犯などを取り
上げて，法的な整備などの環境の整備，環境
や状況に応じた適切な行動などの個人の取
組，及び地域の連携などが必要であることに
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
③交通事故を防止するには，自他の生命を尊
重するとともに，自分自身の心身の状態や周
りの環境，車両の特性などを把握すること，
及び個人の適切な行動，交通環境の整備が必
要であること，交通事故には補償をはじめと
する法的責任などが生じることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①安全な社会生活における事象や情報などに
ついて，安全に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見している。
②安全な社会づくりについて，様々な事故や
災害の事例から，安全に関する情報を整理
し，環境の整備に応用している。
③交通安全について，習得した知識を基に，
事故につながる危険を予測し回避するための
自他や社会の取組を評価している。
④安全な社会づくりについて，自他や社会の
課題の解決方法と，それを選択した理由など
を話し合ったり，ノートなどに記述したりし
て，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①安全な社会づくりについて，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 1

（２）安全な社会生活
(ｲ)応急手当
【知識及び技能】
　適切な応急手当は，傷害や疾病の
悪化を軽減できること，応急手当に
は，正しい手順や方法があること，
応急手当は，傷害や疾病によって身
体が時間の経過とともに損なわれて
いく場合があることから，速やかに
行う必要があることについて理解を
深める。心肺蘇生法などの応急手当
を適切に行う技能を身に付けるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活について，安全に関
する原則や概念に着目して危険の予
測やその回避の方法を考え，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

1

合計

35

定期考査 学年末考査　及び
答案返却・解説

（２）安全な社会生活
(ｱ)安全な社会づくり
(ｲ)応急手当
による

○ ○

04_応急手当の意義とその基本
05_日常的な応急手当
06_心肺蘇生法
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を防
いだり，傷病者の苦痛を緩和したりするこ
と，自他の生命や身体を守り，不慮の事故災
害に対応できる社会をつくるには，一人一人
が適切な連絡・通報や運搬も含む応急手当の
手順や方法を身に付けるとともに，自ら進ん
で行う態度が必要であること，さらに，社会
の救急体制の整備を進めること，救急体制を
適切に利用することが必要であることについ
て,理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
②日常生活で起こる傷害や，熱中症などの疾
病の際には，それに応じた体位の確保・止
血・固定などの基本的な応急手当の方法や手
順があることについて, 実習を通して理解し
たことを言ったり書いたりしているととも
に，応急手当ができる。
③心肺停止状態においては，急速に回復の可
能性が失われつつあり，速やかな気道確保，
人工呼吸，胸骨圧迫，AED（自動体外式除細動
器）の使用などが必要であること，及び方法
や手順について，実習を通して理解したこと
を言ったり書いたりしているとともに，AED
などを用いて心肺蘇生法ができる。
【思考・判断・表現】
①応急手当について，習得した知識や技能を
事故や災害で生じる傷害や疾病に関連付け
て，悪化防止のための適切な方法に応用して
いる。
②応急手当について，自他や社会の課題の解
決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①応急手当について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 5



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態
配当
時数

１
学
期

（２）安全な社会生活
(ｱ)安全な社会づくり
【知識及び技能】
　安全な社会づくりには，環境の整
備とそれに応じた個人の取組が必要
であること，交通事故を防止するに
は，車両の特性の理解，安全な運転
や歩行など適切な行動，自他の生命
を尊重する態度，交通環境の整備が
関わること，交通事故には補償をは
じめとした責任が生じることについ
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　安全な社会生活について，安全に
関する原則や概念に着目して危険の
予測やその回避の方法を考え，それ
らを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

01_事故の現状と発生要因
02_安全な社会の形成
03_交通における安全
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①事故は，地域，職場，家庭，学校など様々
な場面において発生していること，事故の発
生には，周りの状況の把握及び判断，行動や
心理などの人的要因，気象条件，施設・設
備，車両，法令，制度，情報体制などの環境
要因などが関連していることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
②事故を防止したり事故の発生に伴う傷害等
を軽減したりすることを目指す安全な社会の
形成には，交通安全，防災，防犯などを取り
上げて，法的な整備などの環境の整備，環境
や状況に応じた適切な行動などの個人の取
組，及び地域の連携などが必要であることに
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
③交通事故を防止するには，自他の生命を尊
重するとともに，自分自身の心身の状態や周
りの環境，車両の特性などを把握すること，
及び個人の適切な行動，交通環境の整備が必
要であること，交通事故には補償をはじめと
する法的責任などが生じることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①安全な社会生活における事象や情報などに
ついて，安全に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見している。
②安全な社会づくりについて，様々な事故や
災害の事例から，安全に関する情報を整理
し，環境の整備に応用している。
③交通安全について，習得した知識を基に，
事故につながる危険を予測し回避するための
自他や社会の取組を評価している。
④安全な社会づくりについて，自他や社会の
課題の解決方法と，それを選択した理由など
を話し合ったり，ノートなどに記述したりし
て，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①安全な社会づくりについて，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

現代高等保健体育　50　大修館　保体701

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健体育 保健
保健体育 保健 1



（２）安全な社会生活
(ｲ)応急手当
【知識及び技能】
　適切な応急手当は，傷害や疾病の
悪化を軽減できること，応急手当に
は，正しい手順や方法があること，
応急手当は，傷害や疾病によって身
体が時間の経過とともに損なわれて
いく場合があることから，速やかに
行う必要があることについて理解を
深める。心肺蘇生法などの応急手当
を適切に行う技能を身に付けるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活について，安全に関
する原則や概念に着目して危険の予
測やその回避の方法を考え，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

04_応急手当の意義とその基本
05_日常的な応急手当
06_心肺蘇生法
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を防
いだり，傷病者の苦痛を緩和したりするこ
と，自他の生命や身体を守り，不慮の事故災
害に対応できる社会をつくるには，一人一人
が適切な連絡・通報や運搬も含む応急手当の
手順や方法を身に付けるとともに，自ら進ん
で行う態度が必要であること，さらに，社会
の救急体制の整備を進めること，救急体制を
適切に利用することが必要であることについ
て,理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
②日常生活で起こる傷害や，熱中症などの疾
病の際には，それに応じた体位の確保・止
血・固定などの基本的な応急手当の方法や手
順があることについて, 実習を通して理解し
たことを言ったり書いたりしているととも
に，応急手当ができる。
③心肺停止状態においては，急速に回復の可
能性が失われつつあり，速やかな気道確保，
人工呼吸，胸骨圧迫，AED（自動体外式除細動
器）の使用などが必要であること，及び方法
や手順について，実習を通して理解したこと
を言ったり書いたりしているとともに，AED
などを用いて心肺蘇生法ができる。
【思考・判断・表現】
①応急手当について，習得した知識や技能を
事故や災害で生じる傷害や疾病に関連付け
て，悪化防止のための適切な方法に応用して
いる。
②応急手当について，自他や社会の課題の解
決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①応急手当について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 5

定期考査 １学期期末考査　及び
答案返却・解説

（２）安全な社会生活
(ｱ)安全な社会づくり
(ｲ)応急手当
による

○ ○ 1



10

【知識・技能】
労働災害の防止には，労働環境の変
化に起因する傷害や職業病などを踏
まえた適切な健康管理及び安全管理
をする必要があることについて理解
を深める。
【思考・判断・表現】
生涯を通じる健康に関する情報から
課題を発見し，健康に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し
判断するとともに，それらを表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

08_働くことと健康
09_労働災害と健康
10_健康的な職業生活
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①労働による傷害や職業病などの労働災害
は，作業形態や作業環境の変化に伴い質や量
が変化してきたこと，また，労働災害を防止
するには，作業形態や作業環境の改善，長時
間労働をはじめとする過重労働の防止を含む
健康管理と安全管理が必要であること，その
際，仕事のストレスによる精神疾患が含まれ
ていることについて，理解したことを言った
り書いたりしている。
②働く人の健康の保持増進は，職場の健康管
理や安全管理とともに，心身両面にわたる総
合的，積極的な対策の推進が図られることで
成り立つこと，その際，ストレスに対する気
付きへの援助，リラクセーションの指導な
ど，メンタルヘルスケアが重要視されている
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。
【思考・判断・表現】
①労働災害と健康について，習得した知識を
基に，労働災害の防止に向けて，個人の取組
と社会的対策を整理している。
②働く人の健康の保持増進について，習得し
た知識を基に，生活の質の向上を図ることと
関連付けて，課題解決の方法に応用してい
る。
③生涯を通じる健康について，自他や社会の

4

２
学
期

（３）生涯を通じる健康
(ｱ)生涯の各段階における健康
【知識及び技能】
　生涯を通じる健康の保持増進や回
復には，生涯の各段階の健康課題に
応じた自己の健康管理及び環境づく
りが関わっていることについて理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯を通じる健康に関する情報か
ら課題を発見し，健康に関する原則
や概念に着目して解決の方法を思考
し判断するとともに，それらを表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

01_ライフステージと健康
02_思春期と健康
03_性意識と性行動の選択
04_妊娠・出産と健康
05_避妊法と人工妊娠中絶
06_結婚生活と健康
07_中高年期と健康
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①思春期における心身の発達や性的成熟に伴
う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ
り，健康課題が生じることがあること，その
際，これらの変化に対応して，自分の行動へ
の責任感や異性を理解したり尊重したりする
態度が必要であること，及び性に関する情報
等への適切な対処が必要であることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
②結婚生活について，心身の発達や健康の保
持増進の観点から，受精，妊娠，出産とそれ
に伴う健康課題について理解できるようにす
るとともに，健康課題には年齢や生活習慣な
どが関わること，また，結婚生活を健康に過
ごすには，自他の健康に対する責任感，良好
な人間関係や家族や周りの人からの支援，及
び母子の健康診査の利用や保健相談などの
様々な保健・医療サービスの活用が必要であ
ることについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。
③中高年期を健やかに過ごすためには，若い
ときから，健康診断の定期的な受診などの自
己管理を行うこと，生きがいをもつこと，運
動やスポーツに取り組むこと，家族や友人な
どとの良好な関係を保つこと，地域における
交流をもつことなどが関係すること，また，
高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態
が変化すること，その変化には個人差がある
こと，疾病や事故のリスクが高まること，健
康の回復が長期化する傾向にあることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
【思考・判断・表現】
①生涯を通じる健康における事象や情報など
について，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたり
して，自他や社会の課題を発見している。
②思春期と健康について，習得した知識を基
に，心身の発達や性的成熟に伴う健康課題を
解決するために，性に関わる情報を適切に整
理している。
③結婚生活と健康について，習得した知識を
基に，結婚生活に伴う健康課題の解決や生活
の質の向上に向けて，保健・医療サービスの
活用方法を整理している。
④加齢と健康について，習得した知識を基
に，中高年期の疾病や事故のリスク軽減のた
めの個人の取組と社会的対策を評価してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①生涯の各段階における健康について，課題
の解決に向けた学習に主体的に取り組もうと
している。



1

（３）生涯を通じる健康
(ｱ)生涯の各段階における健康
(ｲ)労働と健康
による

③生涯を通じる健康について，自他や社会の
課題の解決方法と，それを選択した理由など
を話し合ったり，ノートなどに記述したりし
て，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①労働と健康について，課題の解決に向けた
学習に主体的に取り組もうとしている。

定期考査 ２学期期末考査　及び
答案返却・解説



2

（４）健康を支える環境づくり
(ｳ)保健・医療制度及び地域の保
健・医療機関
【知識及び技能】
　生涯を通じて健康を保持増進する
には，保健・医療制度や地域の保健
所，保健センター，医療機関などを
適切に活用することが必要であるこ
と，また，医薬品は，有効性や安全
性が審査されており，販売には制限
があること，疾病からの回復や悪化
の防止には，医薬品を正しく使用す
ることが有効であることについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　健康を支える環境づくりに関する
情報から課題を発見し，健康に関す
る原則や概念に着目して解決の方法
を思考し判断するとともに，それら

07_保健サービスとその活用
08_医療サービスとその活用
09_医薬品の制度とその活用
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①我が国には，人々の健康を支えるための保
健・医療制度が存在し，行政及びその他の機
関などから健康に関する情報，医療の供給，
医療費の保障も含めた保健・医療サービスな
どが提供されていることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
②健康を保持増進するためには，検診などを
通して自己の健康上の課題を的確に把握し，
地域の保健所や保健センターなどの保健機
関，病院や診療所などの医療機関，及び保
健・医療サービスなどを適切に活用していく
ことなどが必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
③医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，
一般用医薬品の三つに大別され，承認制度に
よってその有効性や安全性が審査されてお
り，販売に規制が設けられていることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい

2

（４）健康を支える環境づくり
(ｲ)食品と健康
【知識及び技能】
　食品の安全性を確保することは健
康を保持増進する上で重要であるこ
と，また，食品衛生活動は，食品の
安全性を確保するよう基準が設定さ
れ，それに基づき行われていること
について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　健康を支える環境づくりに関する
情報から課題を発見し，健康に関す
る原則や概念に着目して解決の方法
を思考し判断するとともに，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

05_食品の安全性
06_食品衛生にかかわる活動
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①人々の健康を支えるためには，食品の安全
性を確保することが重要であり，食品の安全
性が損なわれると，健康に深刻な被害をもた
らすことがあり，食品の安全性を確保するこ
とは健康の保持増進にとって重要であること
について，理解したことを言ったり書いたり
している。
②食品の安全性を確保するために，食品衛生
法などの法律等が制定されており，様々な基
準に基づいて食品衛生活動が行われているこ
とや，食品の製造・加工・保存・流通など，
各段階での適切な管理が重要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
【思考・判断・表現】
①食品の安全性と食品衛生に関わる活動につ
いて，習得した知識を自他の日常生活
に適用して，健康被害の防止と健康を保持増
進するための計画を立てている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①食品と健康について，課題の解決に向けた
学習に主体的に取り組もうとしている。

2

（４）健康を支える環境づくり
(ｱ)環境と健康
【知識及び技能】
　人間の生活や産業活動は，自然環
境を汚染し健康に影響を及ぼすこと
があること，それらを防ぐには，汚
染の防止及び改善の対策をとる必要
があること，また，環境衛生活動
は，学校や地の環境を健康に適した
ものとするよう基準が設定され，そ
れに基づき行われていることについ
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　健康を支える環境づくりに関する
情報から課題を発見し，健康に関す
る原則や概念に着目して解決の方法
を思考し判断するとともに，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

01_大気汚染と健康
02_水質汚濁，土壌汚染と健康
03_環境と健康にかかわる対策
04_ごみの処理と上下水道の整備
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質
汚濁，土壌汚染などの自然環境汚染を引き起
こし，健康に影響を及ぼしたり被害をもたら
したりすることがあるということについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
②健康への影響や被害を防止するためには，
汚染物質の排出をできるだけ抑制したり，排
出された汚染物質を適切に処理したりするこ
となどが必要であること，また，そのために
環境基本法などの法律等が制定されており，
環境基準の設定，排出物の規制，監視体制の
整備などの総合的・計画的対策が講じられて
いることについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
③上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物
を適切に処理する等の環境衛生活動は，自然
環境や学校・地域などの社会生活における環
境，及び人々の健康を守るために行われてい
ることについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。
【思考・判断・表現】
①健康を支える環境づくりにおける事象や情
報などについて，健康に関わる原則や概念を
基に整理したり，個人及び社会生活と関連付
けたりして，自他や社会の課題を発見してい
る。
②人間の生活や産業活動などによって引き起
こされる自然環境汚染について，事例を通し
て整理し，疾病等のリスクを軽減するため
に，環境汚染の防止や改善の方策に応用して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①環境と健康について，課題の解決に向けた
学習に主体的に取り組もうとしている。



（４）健康を支える環境づくり
(ｴ)様々な保健活動や社会的対策
【知識及び技能】
　我が国や世界では，健康課題に対
応して様々な保健活動や社会的対策
などが行われていることについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　健康を支える環境づくりに関する
情報から課題を発見し，健康に関す
る原則や概念に着目して解決の方法
を思考し判断するとともに，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

10_さまざまな保健活動や社会的対
策
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①我が国や世界では，健康を支えるために，
健康課題に対応して各種の保健活動や社会的
対策が行われていることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活
用の仕方について，関連した情報を整理し，
生活の質の向上に向けた課題解決に応用して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①様々な保健活動や社会的対策について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組もう
としている。 1

を思考し判断するとともに，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
【思考・判断・表現】
①医薬品の制度とその活用について，医薬品
には承認制度があり，販売に規制が設けられ
ていることと関連付けながら，生活の質の向
上のために利用の仕方を整理している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
について，課題の解決に向けた学習に主体的
に取り組もうとしている。



1

定期考査 ３学期期末考査　及び
答案返却・解説

（４）健康を支える環境づくり
(ｱ)環境と健康
(ｲ)食品と健康
(ｳ)保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
(ｴ)様々な保健活動や社会的対策
(ｵ)健康に関する環境づくりと社会参加
による

1

合計

35

（４）健康を支える環境づくり
(ｵ)健康に関する環境づくりと社会
参加
【知識及び技能】
　自他の健康を保持増進するには，
ヘルスプロモーションの考え方を生
かした健康に関する環境づくりが重
要であり，それに積極的に参加して
いくことが必要であること，また，
それらを実現するには，適切な健康
情報の活用が有効であることについ
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　健康を支える環境づくりに関する
情報から課題を発見し，健康に関す
る原則や概念に着目して解決の方法
を思考し判断するとともに，それら
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

11_健康に関する環境づくりと社会
参加
・タブレット端末
・一人１台端末
・ワークシート

【知識・技能】
①自他の健康を保持増進するには，ヘルスプ
ロモーションの考え方に基づいた，健康に関
する環境づくりが重要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
①ヘルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりへ積極的に参加
していくために，適切な情報を選択・収集し
て，分析・評価し計画を立てている。
②健康を支える環境づくりについて，自他や
社会の課題の解決方法と，それを選択した理
由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①健康に関する環境づくりと社会参加につい
て，課題の解決に向けた学習に主体的に取り
組もうとしている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組

使用教科書：（ 工芸Ⅰ 日本文教出版 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

○ ○ ○ 16

【知識及び技能】
素材の理解、工程の理解。
　【思考力、判断力、表現力等】
作品の完成度。素材の特性や自分の生活を踏ま
えたデザイン。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

【知識及び技能】
モザイク画の理解。接着剤、セメントの適切な
使用。
　【思考力、判断力、表現力等】
素材や技法を生かした配色。デザイン性。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

8

○ 12

【知識及び技能】
ステイン、との粉、ワックスを正しく使うこと
ができる。
　【思考力、判断力、表現力等】
作品の完成度。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

○ ○ ○ 6

モザイクタイルの鍋敷き
【知識及び技能】
素材の理解、モザイク画の知識、工
程の理解。
　【思考力、判断力、表現力等】素
材の特性を生かしたデザインを考
え、完成度の高い作品を作る。

・モザイク画の鑑賞。
・モザイクタイルの鍋敷き。
・配色とデザイン。

○ ○

・クラフトバンド自由制作

○

２
学
期

クラフトバンドのかご作り
【知識及び技能】
素材の理解、色々な編み方、工程の
理解。
　【思考力、判断力、表現力等】ク
ラフトバンドの特性を理解し、生か
したデザインを考え、完成度の高い
作品を作る。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組め
る。

籐細工など、弦を編んで作る伝統工
芸の紹介。
・クラフトバンドで基本的な編み方
で小さいかごを作る。
・クラフトバンド自由制作。基本を
理解し、自分の生活に使える籠をデ
ザインする。 ○

・木工（ペン皿）の製作。
・ステイン、との粉、ワックスの特
性と用途。使用。

○

○

【知識及び技能】
素材の理解、工程の理解。
　【思考力、判断力、表現力等】
作品の完成度。素材の特性や自分の生活を踏ま
えたデザインを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。 ○ ○

【知識及び技能】
彫刻刀を正しく使える。
　【思考力、判断力、表現力等】
丁寧にイメージを表現する事ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

○ ○ ○ 8

・木工（ペン皿）の製作。
・棒やすりと紙やすりの特性と手
順。

○

【知識及び技能】
棒やすりと紙やすりを正しく使える。
　【思考力、判断力、表現力等】
丁寧にイメージを表現する事ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

○ ○ ○ 8

知 思 態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション・木工
【知識及び技能】
木材と道具の理解。使用。
　【思考力、判断力、表現力等】木
の性質、用途に合わせたデザインを
考える。完成度の高い作品を作る事
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組め
る。

・工芸の定義の説明。
・年間授業計画の説明。
・木工　木の種類と用途。
・ペン皿のデザイン。
・電動のこぎりと彫刻刀の使い方。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】
電動のこぎり、彫刻刀を正しく使える。
　【思考力、判断力、表現力等】
木の性質、用途に合わせたデザインを考えれ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

○ ○ ○ 4

・木工（ペン皿）の製作。
・彫刻刀の彫り方の種類。

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

工芸についての基本的な知識・理解。
道具や素材についての理解。

素材の特性を生かした表現。
技法について理解し、目的に応じた形態の作品の
製作。

良い作品を制作しようという向上心。
準備、片付けを含む制作への前向きな取り組
み。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創意工夫し，創
造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから心豊か
に発想し構想を練ったり，価値意識をもって工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方
を深めたりすることができるようにする。

主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性を高
め，工芸の伝統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。

工芸Ⅰ

芸術 工芸Ⅰ
芸術 工芸Ⅰ 2



モザイクタイルの鍋敷き制作。

○

【知識及び技能】
素材と工程の理解、目地の仕上がり。
　【思考力、判断力、表現力等】
作品の完成度。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組める。

8

合計

70

意欲的に集中して制作に取り組める。

３
学
期

え、完成度の高い作品を作る。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に集中して制作に取り組め
る。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 8

行書
□行書の特徴
□蘭亭序
□争坐位文稿
□風信帖
【知識及び技能】
・書の表現の方法や形式，多様性
などについて幅広く理解する
・書の伝統に基づき，効果的に表
現するための基礎的な技能を身に
付ける
・古典の書体や書風に即した用
筆・運筆，字形，全体の構成
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や書の伝統と文化の意味や
価値を考え、その違いを感受する
・書風の違いを考え、効果的に表
現する

・指導事項
楷書との違い、行書ならではの特
徴を理解する。
表現方法、書風を理解し、表現す
る。
軽快な用筆を理解し、身につけ
る。
創作を意識し、書作品のまとめ方
を習得する。

◯ ◯

１
学
期

書写から書道へ
□書写で学んできたこと
□用具・用材
□姿勢・執筆法
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける

・指導事項
書写と書道の違いについて理解す
る。
用具・用材・姿勢・執筆法につい
て理解し、今後の学習の基盤を形
成する。

○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 11

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 1○

楷書
□楷書の特徴
□表現を比べよう
□九成宮醴泉銘
□孔子廟堂碑
□雁塔聖教序
□自書告身
□牛橛造像記
【知識及び技能】
・書の表現の方法や形式，多様性
などについて幅広く理解する
・書の伝統に基づき，効果的に表
現するための基礎的な技能を身に
付ける
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や書の伝統と文化の意味や
価値を考え、その違いを感受する
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に取り組み、書の伝統と
文化に親しむ

・指導事項
楷書のそれぞれの特徴を理解し、
その違いを言語化して捉える。
それぞれの特徴を踏まえて臨書す
る。
書表現の多様性を理解し、積極的
に鑑賞する態度を身につけさせ
る。
時代による書の変化を理解する。

◯

漢字
□漢字の成立と変遷
□古典に基づく学習
【知識及び技能】
・漢字の成立と変遷について、実
例を元に理解する
・書道の学習方法を知り、その意
義を確認するとともに、書に
関する見方・考え方を働かせる
【思考力、判断力、表現力等】
・それぞれの書体の違いと特徴を
理解する

・指導事項
漢字の成立と変遷について学ぶ。
臨書の種類とそれぞれの意味につ
いて学習し、今後の学習に生かせ
るよう基盤を作る。

◯

○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 2

知 思 態

配
当
時
数

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い，豊かな情操を培う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式，多様性などについて幅
広く理解するとともに，書写能力の向上を図
り，書の伝統に基づき，効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想
し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意
味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりするこ
とができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに，感性を
高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

書道Ⅰ　東京書籍

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよう
にする。



2

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 4

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

仮名
□変体仮名

・指導事項
用筆・運筆によって線質が変わる

4

篆書
□篆書の特徴
□泰山刻石
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
作品や書の伝統と文化の意味や価
値を考える
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に取り組み、書の伝統と
文化に親しむ
・創作することを意識し、表現方
法などを理解する姿勢を持って取
り組む

・指導事項
篆書の特徴、用筆を理解する。
中鋒について理解する。

◯ ○

隷書
□隷書の特徴
□曹全碑
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
作品や書の伝統と文化の意味や価
値を考える
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に取り組み、書の伝統と
文化に親しむ
・創作することを意識し、表現方
法などを理解する姿勢を持って取
り組む

・指導事項
隷書の特徴、用筆を理解する。
隷書ならではのデザイン性、実用
されている例を見つける。
中鋒について理解する。

◯ ○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

仮名
□仮名の成立
□仮名を書く準備
□平仮名の単体
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける

・指導事項
用筆・運筆によって線質が変わる
ことを理解し、意図に基づいた表
現ができるようにする。 ◯ ○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○

○

○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

6

草書
□草書の特徴
□真草千字文
【知識及び技能】
・書の伝統に基づき，効果的に表
現するための基礎的な技能を身に
付ける
・古典の書体や書風に即した用
筆・運筆，字形，全体の構成
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や書の伝統と文化の意味や
価値を考え、その違いを感受する
・行書との違いを考え、効果的に
表現する
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に取り組み、書の伝統と
文化に親しむ
・創作することを意識し、表現方
法などを理解する姿勢を持って取
り組む

・指導事項
表現方法、書風を理解し、表現す
る。
躍動的で軽快な用筆を理解し、身
につける。
創作を意識し、書作品のまとめ方

        を習得する。
         

         

              

            
◯ ○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 4

・指導事項
古典の学習や鑑賞を通し、意図に
基づいた表現で創作できるよう、
積極的かつ能動的に活動する。

◯ ○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○

漢字
□鑑賞-書の美や風趣を味わおう-
【知識及び技能】
・書の表現の方法や形式，多様性
などについて幅広く理解する

・指導事項
様々な作品を鑑賞し、よさや美し
さを言語化し、根拠を持って説明
する。 ◯

現する
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に取り組み、書の伝統と
文化に親しむ
・創作することを意識し、表現方
法などを理解する姿勢を持って取
り組む

2

漢字
□創作-古典を活かそう-
【知識及び技能】
・書の表現の方法や形式，多様性
などについて幅広く理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・書のよさや美しさを感受し，意
図に基づいて構想し表現を工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に取り組み、書の伝統と
文化に親しむ



4

合
計

70

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 2

2

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○

2

表現の工夫
□古典を生かした表現
□線による表現の広がり
□用具・用材による表現
□紙面構成
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
・線質や書風と用筆・運筆との関
わりを考える

・指導事項
前時までに学習した古典の表現に
即した表現ができるようにする。

◯ ○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○ 4

○ ○

○

○

○

学習活動への参加の仕方や態度・作品・学
習の記録

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

8

習の記録

○ ○ ○

３
学
期

仮名
□全体の構成
□創作-古筆を生かそう-
□鑑賞-書の美や風趣を味わおう-
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
・線質や書風と用筆・運筆との関
わりを考える

・指導事項
前時までに学習した古典の表現に
即した表現ができるようにする。

◯

□変体仮名
□連綿
□蓬莱切
□高野切第三種
□関戸本古今和歌集
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
・連綿と単体，線質や字形を生か
した表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
・線質や書風と用筆・運筆との関
わりを考える

用筆・運筆によって線質が変わる
ことを理解し、意図に基づいた表
現ができるようにする。
古典の表現に即した表現ができる
ようにする。

◯

篆刻・刻字
□創作
【知識及び技能】
・自分の考えに即した表現を表せ
られる技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
・古典に即した表現を考える

・指導事項
前時までに身に着けた技能を活か
し、姓名印・落款印を作成する。

◯

篆刻・刻字
□篆刻と落款
□鑑賞-篆刻の美や風趣を味わお
う-
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける

・指導事項
篆刻における表現と、書の表現を
結びつけ、理解する。
刀法などを身に着け、基礎的な技
能を身につける。

◯

漢字仮名交じり
□創作-言葉と書を調和させよう-
□鑑賞-書の美や風趣を味わおう-
【知識及び技能】
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
・線質や書風と用筆・運筆との関
わりを考える

・指導事項
前時までに学習した古典の表現に
即した表現ができるようにする。

◯

○

4

漢字仮名交じり
□漢字仮名交じりの書の変遷
□表現を比べよう
□古典を生かした表現
【知識及び技能】
・漢字仮名交じりの書の誕生と変
遷を理解する
・効果的に表現するための基礎的
な技能を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
・線質や書風と用筆・運筆との関
わりを考える

・指導事項
用筆・運筆によって線質が変わる
ことを理解し、意図に基づいた表
現ができるようにする。
古典の表現に即した表現ができる
ようにする。

◯



年間授業計画

高等学校 令和６年度（定時制課程１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

○ 17

Lesson 2
Australia’s Cute Quokkas
【知識及び技能】
進行形〈be動詞＋動詞の-ing形〉
を用いた文の形・意味・用法を理
解する。また，オーストラリアに
生息する珍しい野生動物について
学んだ事柄や好きな動物につい
て，自分の考えや好み，その理由
などを整理・理解する。進行形
〈be動詞＋動詞の-ing形〉の理解
をもとに，オーストラリアに生息
する珍しい野生動物について学ん
だ事柄を用いて，好きな動物につ
いて，考えや好み，その理由など
を話して伝え合う技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
オーストラリアに生息する珍しい
野生動物に関して書かれた文章に
ついて，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，好きな動物に
ついて，相手の意見を知り，自分
の考えをまとめるために，考えや
好み，その理由などを話したり書
いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
オーストラリアに生息する珍しい
野生動物に関して書かれた文章に
ついて，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，好きな動物に
ついて，相手の意見を知り，自分
の考えをまとめるために，考えや
好み，その理由などを話したり書
いたりして伝え合おうとする。

［題材内容］
オーストラリアの珍しい野生動物
クオッカと観光のルールについて
学習する。
［言語材料］
進行形：〈be動詞＋動詞の-ing
形〉
［言語活動］
好きな動物について，英語で述べ
ることができる。

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

【知識及び技能】
進行形〈be動詞＋動詞の-ing形〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
また，オーストラリアに生息する珍しい
野生動物について学んだ事柄や好きな動
物について，自分の考えや好み，その理
由などを整理・理解している。進行形
〈be動詞＋動詞の-ing形〉の理解をもと
に，オーストラリアに生息する珍しい野
生動物について学んだ事柄を用いて，好
きな動物について，考えや好み，その理
由などを話して伝え合う技能を身につけ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
オーストラリアに生息する珍しい野生動
物に関して書かれた文章について，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら，
好きな動物について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，考え
や好み，その理由などを話したり書いた
りして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
オーストラリアに生息する珍しい野生動
物に関して書かれた文章について，聞い
たり読んだりしたことを活用しながら，
好きな動物について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，考え
や好み，その理由などを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
動詞の過去形を用いた文の形・意味・用
法を理解している。また、世界の朝食に
ついて学んだ事柄や好きな食べ物につい
て、自分の考えや好み、その理由などを
整理・理解する。世界の朝食について学
んだ事柄を用いて、好きな食べ物につい
て、考えや好み、その理由を話して伝え
る技能を身につけている。また、過去に
したことについて動詞の過去形を用いて
伝え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の朝食に関して書かれた文章につい
て、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，好きな食べ物について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめるため
に，自分の考えや好み，その理由を話し
たり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の朝食に関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，好きな食べ物について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめるため
に，自分の考えや好み，その理由を話し
たり書いたりして伝え合おうとしてい
る。

○ ○ ○ 17

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

Lesson1
Breakfast around the World
【知識及び技能】
動詞の過去形を用いた文の形・意
味・用法を理解する。また、世界
の朝食について学んだ事柄や好き
な食べ物について、自分の考えや
好み、その理由などを整理・理解
する。世界の朝食について学んだ
事柄を用いて、好きな食べ物につ
いて、考えや好み、その理由を話
して伝える技能を身につける。ま
た、過去にしたことについて動詞
の過去形を用いて伝え合う技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の朝食に関して書かれた文章
について、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，好きな食べ
物について，相手の意見を知り，
自分の考えをまとめるために，自
分の考えや好み，その理由を話し
たり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の朝食に関して書かれた文章
について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，好きな食べ
物について，相手の意見を知り，
自分の考えをまとめるために，自
分の考えや好み，その理由を話し
たり書いたりして伝え合おうとす
る。

［題材内容］
世界の朝食を紹介するスピーチを
通して，その特徴や相違を学習す
る。
［言語材料］
過去形
［言語活動］
好きな食べ物について，英語で述
べることができる。

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

定期考査

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どの理解を深めるとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて、目的や
場面、状況などに応じて適切に活用できる技能
を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況など
に応じて、日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、
話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、
これらを活用して適切に表現したり伝えあったり
することができる力を養う。

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的、自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

All Aboard! English CommunicationⅠ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話す
こと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付
けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えな
どの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあったり
することができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

豊島 外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3



２
学
期

○ ○ 19

定期考査
1○ ○

Lesson 4
A Miracle Mirror
【知識及び技能】
to不定詞〈to＋動詞の原形〉を用
いた文の形・意味・用法を理解す
る。ウユニ塩原でやりたいこと，
行ってみたい場所ややりたいこと
について，to不定詞〈to＋動詞の
原形〉を用いて，情報や考え，気
持ちを話して伝え合う技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
ある場所に関して書かれた文章に
ついて，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，行ってみたい
場所ややりたいことについて，相
手の意見を知り，自分の考えをま
とめるために，情報や考え，気持
ちを話したり書いたりして伝え合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
ある場所に関して書かれた文章に
ついて，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，行ってみたい
場所ややりたいことについて，相
手の意見を知り，自分の考えをま
とめるために，情報や考え，気持
ちを話したり書いたりして伝え合
おうとする。

［題材内容］
海外の観光地について書かれた
メールを通して，その魅力につい
て学習する。
［言語材料］
to不定詞：〈to＋動詞の原形〉
［言語活動］
行ってみたい場所について，英語
で述べることができる。

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
to不定詞〈to＋動詞の原形〉を用いた文
の形・意味・用法を理解している。ウユ
ニ塩原でやりたいこと，行ってみたい場
所ややりたいことについて，to不定詞
〈to＋動詞の原形〉を用いて，情報や考
え，気持ちを話して伝え合う技能を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
ある場所に関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，行ってみたい場所ややりたいこ
とについて，相手の意見を知り，自分の
考えをまとめるために，情報や考え，気
持ちを話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
ある場所に関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，行ってみたい場所ややりたいこ
とについて，相手の意見を知り，自分の
考えをまとめるために，情報や考え，気
持ちを話したり書いたりして伝え合おう
としている。

○

18

定期考査
○

○ ○

【知識及び技能】
助動詞can, willを用いた文の形・意味・
用法を理解している。列車運転士の職業
観の紹介やある場所への行き方とそこで
できること，自分ができること・できな
いことについて，助動詞can, willを用い
て，情報や考えを話して伝え合う技能を
身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
被災地域で働く列車運転士に関して書か
れた文章について，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，ある場所への行
き方とそこでできること，自分ができる
こと・できないことについて，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えを話したり書いたりして
伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
被災地域で働く列車運転士に関して書か
れた文章について，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，ある場所への行
き方とそこでできること，自分ができる
こと・できないことについて，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えを話したり書いたりして
伝え合おうとしている。

○ ○ ○

Lesson 3
A Train Driver in Sanriku
【知識及び技能】
助動詞can, willを用いた文の形・
意味・用法を理解する。列車運転
士の職業観の紹介やある場所への
行き方とそこでできること，自分
ができること・できないことにつ
いて，助動詞can, willを用いて，
情報や考えを話して伝え合う技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
被災地域で働く列車運転士に関し
て書かれた文章について，聞いた
り読んだりしたことを活用しなが
ら，ある場所への行き方とそこで
できること，自分ができること・
できないことについて，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考えを話したり書
いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
被災地域で働く列車運転士に関し
て書かれた文章について，聞いた
り読んだりしたことを活用しなが
ら，ある場所への行き方とそこで
できること，自分ができること・
できないことについて，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考えを話したり書
いたりして伝え合おうとする。

［題材内容］
被災地を運行する列車運転士のス
ピーチを通して，職業の意義につ
いて考える。
［言語材料］
助動詞：can, will
［言語活動］
ある場所への行き方とそこででき
ることについて，英語で述べるこ
とができる。

○ ○ ○

○ 1
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Lesson 5
Learning from the Sea
【知識及び技能】
動名詞〈動詞の-ing形〉を用いた
文の形・意味・用法を理解する。
将来の夢や先週末に楽しんだこと
について，動名詞〈動詞の-ing
形〉を用いて，考えや気持ち，情
報などを話して伝え合う技能を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
高校のユニークな部活動に関して
書かれた文章について，聞いたり
読んだりしたことを活用しなが
ら，将来の夢や先週末に楽しんだ
ことについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，考えや気持ち，情報などを話
したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
高校のユニークな部活動に関して
書かれた文章について，聞いたり
読んだりしたことを活用しなが
ら，将来の夢や先週末に楽しんだ
ことについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，考えや気持ち，情報などを話
したり書いたりして伝え合おうと
する。

［題材内容］
高校のユニークな部活動を通し
て，今好きなことと将来の夢につ
いて考える。
［言語材料］
動名詞：〈動詞の-ing形〉
［言語活動］
将来の夢について，英語で述べる
ことができる。

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞〈動詞の-ing形〉を用いた文の
形・意味・用法を理解している。将来の
夢や先週末に楽しんだことについて，動
名詞〈動詞の-ing形〉を用いて，考えや
気持ち，情報などを話して伝え合う技能
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
高校のユニークな部活動に関して書かれ
た文章について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，将来の夢や先週末
に楽しんだことについて，相手の意見を
知り，自分の考えをまとめるために，考
えや気持ち，情報などを話したり書いた
りして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
高校のユニークな部活動に関して書かれ
た文章について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，将来の夢や先週末
に楽しんだことについて，相手の意見を
知り，自分の考えをまとめるために，考
えや気持ち，情報などを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

定期考査
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Lesson 7
A Diary of Hope
【知識及び技能】
比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as
＋原級＋as〉を用いた文の形・意
味・用法を理解する。また，アン
ネ・フランクについて学んだり，
関心のある人物について調べた事
柄を整理・理解する。比較表現〈-
er〉〈the -est〉〈as＋原級＋
as〉の理解をもとに，アンネ・フ
ランクについて学んだり，関心の
ある人物について自分で調べた事
柄を用いて，考えなどを伝え合う
技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
アンネ・フランクの生活と彼女の
日記について書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，関心のある人物に
ついて，相手の意見を知り，自分
の考えをまとめるために，情報や
考え，気持ちを話したり書いたり
して伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
アンネ・フランクの生活と彼女の
日記について書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，関心のある人物に
ついて，相手の意見を知り，自分
の考えをまとめるために，情報や
考え，気持ちを話したり書いたり
して伝え合おうとする。

［題材内容］
アンネ・フランクの生活と日記に
ついて紹介する授業を通して、生
きることの意味について考える。
［言語材料］
比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as
＋原級＋as〉
［言語活動］
関心のある人物について，英語で
述べることができる。

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

【知識及び技能】
比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋原級
＋as〉を用いた文の形・意味・用法を理
解している。また，アンネ・フランクに
ついて学んだり，関心のある人物につい
て調べた事柄を整理・理解している。比
較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋原級＋
as〉の理解をもとに，アンネ・フランク
について学んだり，関心のある人物につ
いて自分で調べた事柄を用いて，考えな
どを伝え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
アンネ・フランクの生活と彼女の日記に
ついて書かれた文章について，聞いたり
読んだりしたことを活用しながら，関心
のある人物について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，情報
や考え，気持ちを話したり書いたりして
伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
アンネ・フランクの生活と彼女の日記に
ついて書かれた文章について，聞いたり
読んだりしたことを活用しながら，関心
のある人物について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，情報
や考え，気持ちを話したり書いたりして
伝え合おうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
受け身〈be動詞＋過去分詞〉を用いた文
の形・意味・用法を理解している。好き
な絵の紹介とその理由について，受け身
〈be動詞＋過去分詞〉を用いて，情報や
考え，気持ちを話して伝え合う技能を身
につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文章
について，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，好きな絵とその理由につ
いて，相手の意見を知り，自分の考えを
まとめるために，情報や考え，気持ちを
話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文章
について，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，好きな絵とその理由につ
いて，相手の意見を知り，自分の考えを
まとめるために，情報や考え，気持ちを
話したり書いたりして伝え合おうとして
いる。

○ ○ ○ 11
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Lesson 6
A Funny Picture from the Edo
Period
【知識及び技能】
受け身〈be動詞＋過去分詞〉を用
いた文の形・意味・用法を理解す
る。好きな絵の紹介とその理由に
ついて，受け身〈be動詞＋過去分
詞〉を用いて，情報や考え，気持
ちを話して伝え合う技能を身につ
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれ
た文章について，聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，好き
な絵とその理由について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめ
るために，情報や考え，気持ちを
話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
歌川国芳の浮世絵に関して書かれ
た文章について，聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，好き
な絵とその理由について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめ
るために，情報や考え，気持ちを
話したり書いたりして伝え合おう
とする。

［題材内容］
江戸時代の浮世絵師、歌川国芳に
ついてのスピーチを通して浮世絵
と現代マンガの関連性について考
える。
［言語材料］
受け身〈be動詞＋過去分詞〉
［言語活動］
好きな絵について，英語で述べる
ことができる。

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

定期考査

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どの理解を深めるとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて、目的や
場面、状況などに応じて適切に活用できる技能
を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況など
に応じて、日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、
話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、
これらを活用して適切に表現したり伝えあったり
することができる力を養う。

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的、自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

All Aboard! English CommunicationⅠ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話す
こと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付
けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えな
どの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあったり
することができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

豊島 外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 2
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○ ○ 12

定期考査
1○ ○

Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
【知識及び技能】
「名詞を後ろから説明する分詞」
が用いられた文の形・意味・用法
を理解する。また，プラスチック
ごみによる環境汚染の問題につい
て学んだり，プラスチックごみの
問題について調べた事柄を整理・
理解する。「名詞を後ろから説明
する分詞」の理解をもとに，プラ
スチックごみによる環境汚染の問
題について学んだり，プラスチッ
クごみの問題について自分で調べ
た事柄を用いて，自分たちにでき
ることを伝え合う技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックごみによる環境汚染
の問題に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，プラスチックご
みの問題について自分たちにでき
ることについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書
いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
プラスチックごみによる環境汚染
の問題に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，プラスチックご
みの問題について自分たちにでき
ることについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書
いたりして伝え合おうとする。

［題材内容］
プラスチックごみによる環境汚染
と戦うインドネシアの姉妹の活動
を学習する。
［言語材料］
名刺を後ろから修飾する分詞
［言語活動］
環境を守るためにできることにつ
いて，英語で述べることができ
る。

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
「名詞を後ろから説明する分詞」が用い
られた文の形・意味・用法を理解してい
る。また，プラスチックごみによる環境
汚染の問題について学んだり，プラス
チックごみの問題について調べた事柄を
整理・理解している。「名詞を後ろから
説明する分詞」の理解をもとに，プラス
チックごみによる環境汚染の問題につい
て学んだり，プラスチックごみの問題に
ついて自分で調べた事柄を用いて，自分
たちにできることを伝え合う技能を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックごみによる環境汚染の問題
に関して書かれた文章について，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，プ
ラスチックごみの問題について自分たち
にできることについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，情報
や考えなどを話したり書いたりして伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
プラスチックごみによる環境汚染の問題
に関して書かれた文章について，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，プ
ラスチックごみの問題について自分たち
にできることについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるために，情報
や考えなどを話したり書いたりして伝え
合おうとしている。

○

12

定期考査
○

○ ○

【知識及び技能】
現在完了形〈have[has]＋過去分詞〉を用
いた文の形・意味・用法を理解してい
る。また，ロボットカフェについて学ん
だり，ロボットについて自分で調べた事
柄を整理・理解している。現在完了形
〈have[has]＋過去分詞〉の理解をもと
に，ロボットカフェについて学んだり，
ロボットについて自分で調べた事柄を用
いて，人の生活を豊かにするロボットの
アイディアを提案する技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットカフェに関して書かれた文章に
ついて，聞いたり読んだりしたことを活
用しながら，ロボットについて自分で調
べた事柄を用いて，人の生活を豊かにす
るロボットのアイディアを考えて，それ
を提案する記事を書いたり話したりして
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
ロボットカフェに関して書かれた文章に
ついて，聞いたり読んだりしたことを活
用しながら，ロボットについて自分で調
べた事柄を用いて，人の生活を豊かにす
るロボットのアイディアを考えて，それ
を提案する記事を書いたり話したりしよ
うとしている。

○ ○ ○

Lesson8
A Door to a New Life
【知識及び技能】
現在完了形〈have[has]＋過去分
詞〉を用いた文の形・意味・用法
を理解する。また，ロボットカ
フェについて学んだり，ロボット
について自分で調べた事柄を整
理・理解する。現在完了形
〈have[has]＋過去分詞〉の理解を
もとに，ロボットカフェについて
学んだり，ロボットについて自分
で調べた事柄を用いて，人の生活
を豊かにするロボットのアイディ
アを提案する技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
ロボットカフェに関して書かれた
文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，ロボッ
トについて自分で調べた事柄を用
いて，人の生活を豊かにするロ
ボットのアイディアを考えて，そ
れを提案する記事を書いたり話し
たりする。
【学びに向かう力、人間性等】
ロボットカフェに関して書かれた
文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，ロボッ
トについて自分で調べた事柄を用
いて，人の生活を豊かにするロ
ボットのアイディアを考えて，そ
れを提案する記事を書いたり話し
たりしようとする。

［題材内容］
ロボットカフェを紹介する実況中
継を通して、ロボットの可能性に
ついて考える。
［言語材料］
現在完了形〈have[has]＋過去分
詞〉
［言語活動］
人の生活を豊かにするロボットに
ついて考え、英語で提案すること
ができる。

○ ○ ○

○ 1
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○ ○ 1

○ ○ ○ 19３
学
期

Lesson 10
Pigs from across the Sea
【知識及び技能】
関係代名詞who, whichを用いた文の
形・意味・用法を理解する。また，第
二次世界大戦によって疲弊した沖縄と
ハワイからの援助や，両地域の現在の
交流について学んだり，海外の文化や
社会を理解する手段について，自分で
調べた事柄を整理・理解する。関係代
名詞who, whichの理解をもとに，第二
次世界大戦によって疲弊した沖縄とハ
ワイからの援助や，両地域の現在の交
流について学んだり，海外の文化や社
会を理解する手段について自分で調べ
た事柄を用いて，考えや情報などを話
して伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄
とハワイからの援助などに関して書か
れた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，海外の文化
や社会を理解するためにできることに
ついて，相手の意見を知り，自分の考
えをまとめるために，情報や考えなど
を話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄
とハワイからの援助などに関して書か
れた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，海外の文化
や社会を理解するためにできることに
ついて，相手の意見を知り，自分の考
えをまとめるために，情報や考えなど
を話したり書いたりして伝え合おうと
する。

［題材内容］
第二次世界大戦によって疲弊した
沖縄とハワイ在住の沖縄出身日系
アメリカ人からの援助や、両地域
の現在の交流について学習する。
［言語材料］
関係代名詞who, which
［言語活動］
海外の文化や社会に対する理解を
深める活動について、英語で述べ
ることができる。

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
関係代名詞who, whichを用いた文の形・
意味・用法を理解している。また，第二
次世界大戦によって疲弊した沖縄とハワ
イからの援助や，両地域の現在の交流に
ついて学んだり，海外の文化や社会を理
解する手段について，自分で調べた事柄
を整理・理解している。関係代名詞who,
whichの理解をもとに，第二次世界大戦に
よって疲弊した沖縄とハワイからの援助
や，両地域の現在の交流について学んだ
り，海外の文化や社会を理解する手段に
ついて自分で調べた事柄を用いて，考え
や情報などを話して伝え合う技能を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄と
ハワイからの援助などに関して書かれた
文章について，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，海外の文化や社会を
理解するためにできることについて，相
手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考えなどを話したり書い
たりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄と
ハワイからの援助などに関して書かれた
文章について，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，海外の文化や社会を
理解するためにできることについて，相
手の意見を知り，自分の考えをまとめる
ために，情報や考えなどを話したり書い
たりして伝え合おうとしている。

定期考査
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Lesson 2
With the Beatles
【知識及び技能】
[知識]比較表現〈more〉〈the
most〉を用いた文の形・意味を理
解する。また，世代を超えて人気
のある音楽バンドについて学んだ
り，好きな人物について調べた事
柄を整理・理解する。
[技能]比較表現〈more〉〈the
most〉の理解をもとに，世代を超
えて人気のある音楽バンドについ
て学んだり，好きな人物について
自分で調べた事柄を用いて，理由
などを話して伝え合う技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
世代を超えて人気のある音楽バン
ドに関して書かれた対話につい
て，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，好きな人物につい
て，相手の意見を知り，自分の考
えをまとめるために，好きな理由
などを話したり書いたりして伝え
合う。
【学びに向かう力、人間性等】
世代を超えて人気のある音楽バン
ドに関して書かれた対話につい
て，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，好きな人物につい
て，相手の意見を知り，自分の考
えをまとめるために，好きな理由
などを話したり書いたりして伝え
合う。

［題材内容］
曲をリクエストしたラジオ番組の
聴取者とディスクジョッキーの対
話を通して，世代を超えて人気の
あるバンドについて学習する。
［言語材料］
比較表現：more, the most
［言語活動］
世代を超えて人気のある人物につ
いて，英語で述べることができ
る。

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

【知識及び技能】
[知識]比較表現〈more〉〈the most〉を
用いた文の形・意味を理解している。ま
た，世代を超えて人気のある音楽バンド
について学んだり，好きな人物について
調べた事柄を整理・理解している。
[技能]比較表現〈more〉〈the most〉の
理解をもとに，世代を超えて人気のある
音楽バンドについて学んだり，好きな人
物について自分で調べた事柄を用いて，
理由などを話して伝え合う技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
世代を超えて人気のある音楽バンドに関
して書かれた対話について，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，好きな
人物について，相手の意見を知り，自分
の考えをまとめるために，好きな理由な
どを話したり書いたりして伝え合ってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
世代を超えて人気のある音楽バンドに関
して書かれた対話について，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，好きな
人物について，相手の意見を知り，自分
の考えをまとめるために，好きな理由な
どを話したり書いたりして伝え合おうと
している。

○ ○

【知識及び技能】
[知識]関係代名詞whatを用いた文の形・
意味を理解している。また，海外の観光
地について学んだり，海外で行ってみた
い場所やそこでやりたいことについて調
べた事柄を整理・理解している。
[技能]関係代名詞whatの理解をもとに，
海外の観光地について学んだり，海外で
行ってみたい場所やそこでやりたいこと
について，自分で調べた事柄を用いて，
情報や考え，気持ちを話して伝え合う技
能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
海外の観光地に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，海外で行ってみたい場所やそ
こでやりたいことについて，相手の意見
を知り，自分の考えをまとめるために，
情報や考え，気持ちなどを話したり書い
たりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
海外の観光地に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，海外で行ってみたい場所やそ
こでやりたいことについて，相手の意見
を知り，自分の考えをまとめるために，
情報や考え，気持ちなどを話したり書い
たりして伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 17
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Lesson 1
A Colorful Island
【知識及び技能】
[知識]関係代名詞whatを用いた文
の形・意味を理解する。また，海
外の観光地について学んだり，海
外で行ってみたい場所やそこでや
りたいことについて調べた事柄を
整理・理解する。
[技能]関係代名詞whatの理解をも
とに，海外の観光地について学ん
だり，海外で行ってみたい場所や
そこでやりたいことについて，自
分で調べた事柄を用いて，情報や
考え，気持ちを話して伝え合う技
能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
海外の観光地に関して書かれた文
章について，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，海外で
行ってみたい場所やそこでやりた
いことについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考え，気持ちなどを話
したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
海外の観光地に関して書かれた文
章について，聞いたり読んだりし
たことを活用しながら，海外で
行ってみたい場所やそこでやりた
いことについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考え，気持ちなどを話
したり書いたりして伝え合う。

［題材内容］
イタリアのブラーノ島への旅行を
報告するSNSを通して，その島の特
色について学習する。
［言語材料］
関係代名詞：what
［言語活動］
海外で行ってみたい場所につい
て，英語で述べることができる。

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きな
どの理解を深めるとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて、目的や
場面、状況などに応じて適切に活用できる技能
を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況など
に応じて、日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、
話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、
これらを活用して適切に表現したり伝えあったり
することができる力を養う。

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的、自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

All Aboard! English CommunicationⅡ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話す
こと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付
けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えな
どの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあったり
することができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

豊島 外国語 英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 3



○ ○ 1
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定期考査
1○ ○

Lesson 4
Little Hero
【知識及び技能】
[知識]間接疑問文の形・意味を理
解している。また，ハチドリやハ
チドリを主人公にした物語につい
て学んだり，好きな物語について
調べた事柄を整理・理解する。
[技能]間接疑問文の理解をもと
に，ハチドリやハチドリを主人公
にした物語について学んだり，自
分で調べた事柄を用いて，考えや
理由などを話して伝え合う技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
ハチドリを紹介する記事とハチド
リを主人公にして書かれた物語の
文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，好きな
物語について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，考えや理由などを話したり書
いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
ハチドリを紹介する記事とハチド
リを主人公にして書かれた物語の
文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，好きな
物語について，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，考えや理由などを話したり書
いたりして伝え合う。

［題材内容］
世界最小の鳥であるハチドリを紹
介する記事とハチドリの物語を通
して，不断の努力と不屈の心につ
いて考える。
［言語材料］
間接疑問文
［言語活動］
自分の好きな物語を英語で紹介す
ることができる。

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
[知識]間接疑問文の形・意味を理解して
いる。また，ハチドリやハチドリを主人
公にした物語について学んだり，好きな
物語について調べた事柄を整理・理解し
ている。
[技能]間接疑問文の理解をもとに，ハチ
ドリやハチドリを主人公にした物語につ
いて学んだり，自分で調べた事柄を用い
て，考えや理由などを話して伝え合う技
能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
ハチドリを紹介する記事とハチドリを主
人公にして書かれた物語の文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，好きな物語について，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめるため
に，考えや理由などを話したり書いたり
して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
ハチドリを紹介する記事とハチドリを主
人公にして書かれた物語の文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，好きな物語について，相手の意
見を知り，自分の考えをまとめるため
に，考えや理由などを話したり書いたり
して伝え合おうとしている。

○

18

定期考査
○

○ ○

【知識及び技能】
[知識] itを用いた文〈It is … (for
―) to ～〉〈It is … that ～〉の形・
意味を理解している。また，ヨーロッパ
の国々の祭りに登場する「ワイルドマ
ン」について学んだり，身近な行事につ
いて調べた事柄を整理・理解している。
[技能] itを用いた文〈It is … (for
―) to ～〉〈It is … that ～〉の理解
をもとに，ヨーロッパの国々の祭りに登
場する「ワイルドマン」について学んだ
り，身近な行事について自分で調べた事
柄を用いて，情報や考えなどを話して伝
え合う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
ヨーロッパの国々の祭りに登場する「ワ
イルドマン」に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，身近な行事について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書いたり
して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
ヨーロッパの国々の祭りに登場する「ワ
イルドマン」に関して書かれた文章につ
いて，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，身近な行事について，相手の
意見を知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書いたり
して伝え合おうとしている。

○ ○ ○

Lesson 3
Wild Men
【知識及び技能】
[知識] itを用いた文〈It is …
(for ―) to ～〉〈It is … that
～〉の形・意味を理解する。ま
た，ヨーロッパの国々の祭りに登
場する「ワイルドマン」について
学んだり，身近な行事について調
べた事柄を整理・理解する。
[技能] itを用いた文〈It is …
(for ―) to ～〉〈It is … that
～〉の理解をもとに，ヨーロッパ
の国々の祭りに登場する「ワイル
ドマン」について学んだり，身近
な行事について自分で調べた事柄
を用いて，情報や考えなどを話し
て伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
ヨーロッパの国々の祭りに登場す
る「ワイルドマン」に関して書か
れた文章について，聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら，身
近な行事について，相手の意見を
知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書
いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
ヨーロッパの国々の祭りに登場す
る「ワイルドマン」に関して書か
れた文章について，聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら，身
近な行事について，相手の意見を
知り，自分の考えをまとめるため
に，情報や考えなどを話したり書
いたりして伝え合う。

［題材内容］
ヨーロッパの国々の祭りに登場す
る「ワイルドマン」についてのス
ピーチを通して，人間社会と自然
について考える。
［言語材料］
itの用法
［言語活動］
身近な行事について，英語で紹介
することができる。

○ ○ ○

○ 1



合
計

105

○ ○ 1

○ ○ ○ 29３
学
期

Lesson 5
Special Makeup in Kabuki
【知識及び技能】
動名詞〈動詞の-ing形〉を用いた
文の形・意味・用法を理解してい
る。将来の夢や先週末に楽しんだ
ことについて，動名詞〈動詞の-
ing形〉を用いて，考えや気持ち，
情報などを話して伝え合う技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
高校のユニークな部活動に関して
書かれた文章について，聞いたり
読んだりしたことを活用しなが
ら，将来の夢や先週末に楽しんだ
ことについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，考えや気持ち，情報などを話
したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
高校のユニークな部活動に関して
書かれた文章について，聞いたり
読んだりしたことを活用しなが
ら，将来の夢や先週末に楽しんだ
ことについて，相手の意見を知
り，自分の考えをまとめるため
に，考えや気持ち，情報などを話
したり書いたりして伝え合う。

［題材内容］
日本の伝統文化である歌舞伎と隈
取について学習する。
［言語材料］
to不定詞を含む表現
［言語活動］
日本の伝統文化について，英語で
説明することができる。

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞〈動詞の-ing形〉を用いた文の
形・意味・用法を理解している。将来の
夢や先週末に楽しんだことについて，動
名詞〈動詞の-ing形〉を用いて，考えや
気持ち，情報などを話して伝え合う技能
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
高校のユニークな部活動に関して書かれ
た文章について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，将来の夢や先週末
に楽しんだことについて，相手の意見を
知り，自分の考えをまとめるために，考
えや気持ち，情報などを話したり書いた
りして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
高校のユニークな部活動に関して書かれ
た文章について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，将来の夢や先週末
に楽しんだことについて，相手の意見を
知り，自分の考えをまとめるために，考
えや気持ち，情報などを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

定期考査



年間授業計画

豊島高等学校　令和６年度(定時制課程)　教科:外国語　科目:英語会話　年間授業計画

教　　　科： 外国語　 科　　　目： 英語会話　　単位数：　２単位

対象学年組： 第４学年Ａ組

使用教科書：（　Select English Conversation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　教科書・ワークシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目「英語会話」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

Lesson8
Telling the Way
道案内

・SVOOの文型
・道案内で用いる命令文
・Couldを使ったたずね方

道案内に関する表現を理解す
る。

6

2

・疑問詞 What -? Why-? を用いての尋ね方
・Because を用いた答え方
・begoing to -, be planning to - などの未来表現

職業に関する表現を理解す
る。

２
月

学年末考査 答案指導・解説

１
月

Lesson 13
Future Jobs
将来やりたいこと

高校生として今なりたい職業を英語で表現してみる。
将来なりたい職業やその理由などを英語を通して楽しく表現してみる。

音読、教員とのペアワークを
通して「感情を込めて」英語
を話す。

18

月

Lesson 12
Making a Plan
約束

・Let's を用いた相手を誘う表現
・How about -? を用いた「提案・申し出」の表現
・Shall we -? 「相手の意思を問う」尋ね方。

約束をする際の表現を理解す
る。

2

2学期期末考査 答案指導・解説

2

8
・Would you -? という丁寧な尋ね方。
・Anything else?という，省略した尋ね方。
・不定詞の形容詞用法

レストランの表現を理解す
る。

月

Lesson 12
Making a Plan
約束

約束をする際の基本表現に慣れ、自然な形で表現できるよう暗唱する。 音読、教員とのペアワークを
通して「感情を込めて」英語
を話す。

8
・Let's を用いた相手を誘う表現
・How about -? を用いた「提案・申し出」の表現
・Shall we -? 「相手の意思を問う」尋ね方。

約束をする際の表現を理解す
る。

買い物に関する表現を理解す
る。

月

Lesson 11
Restaurant
食事

レストランで食べたい料理・飲み物などをたずねたり、逆にたずねられた場合
のそれらに対する答え方の基本表現に慣れ、自然な形で自己表現できるよう暗
唱する。

音読、教員とのペアワークを
通して「感情を込めて」英語
を話す。

1学期期末考査 答案指導・解説

2

９
月

Lesson 10
Shopping
買い物

買い物場面でのたずね方・答え方などを「セーターを買ってみる」という例に
おいて学習する。

音読、教員とのペアワークを
通して「感情を込めて」英語
を話す。

6

７
月

Lesson 9
Kyoto
観光案内

・疑問詞 Where, How などを用いた尋ね方
・How many -, How long - を用いた数，距離を尋ねる表現

観光案内に関する表現を理解
する。

1

・What size～? How much～?といったサイズ、値段をたずねる表現と答え方
・May I help you? Show me another one, please. などの買い物の慣用表現

６
月

Lesson 9
Kyoto
観光案内

目的地までの交通機関をどのように利用するのか、また時間はどのくらいかか
るのかについての基本表現を自然にできるよう暗唱する。

音読、教員とのペアワークを
通して「感情を込めて」英語
を話す。 8

５
月

Lesson8
Telling the Way
道案内

道を歩いてどこかへ行く際の道のたずね方、答え方を学ぶ。
ていねいなたずね方を学ぶ。

音読、教員とのペアワークを
通して「感情を込めて」英語
を話す。 5

Lesson 9
Kyoto
観光案内

・疑問詞 Where, How などを用いた尋ね方
・How many -, How long - を用いた数，距離を尋ねる表現

観光案内に関する表現を理解
する。

2

12

11

10



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

B 単元2章　次世代をはぐくむ
【知識及び技能】
　乳幼児の心身の発達と生活、子
供の遊びと文化、親の役割と保
育、子育て支援について、子供の
発達に応じて適切に関わるための
技能を身に着けること。
【思考力、判断力、表現力等】
子供を産み育てることの意義や、
保育の重要性について考え、子供
の健やかな発達を支えるために親
や家族及び地域や社会の果たす役
割の重要性を考察するとともに、
子供との適切な関わり方を工夫す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　学校やちいきにおいて、幼稚園
や保育所及び、認定こども園など
の」乳幼児または近隣の小学校低
学年児童との触れ合いや交流を持
つよう努める。

・子どもをそだてること
妊娠の経過と母胎の健康
新生児の運動機能の発達
乳幼児の言語の発達
幼児の遊びを知る
地域社会と子育て支援
子どもの人権

【知識及び技能】
　乳幼児の心身の発達と生活、子供の遊びと
文化、親の役割と保育、子育て支援について
の基本的な知識理解があり、、子供の発達に
応じて適切に関わるための技能を身に着けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
子供を産み育てることの意義や、保育の重要
性について考え、子供の健やかな発達を支え
るために親や家族及び地域や社会の果たす役
割の重要性を考察するとともに、子供との適
切な関わり方を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
　学校やちいきにおいて、幼稚園や保育所及
び、認定こども園などの」乳幼児または近隣
の小学校低学年児童との触れ合いや交流を持
つよう努めている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学

A 単元１章　これからの生き方と
家族
【知識及び技能】
　人の一生について、様々な生き
方があることを知るとともに、生
活課題について意思決定していく
ことの重要性について理解をする
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯を見通して、生活課題に対
応し意思決定をしていく。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を見通した自己の生活につ
いて主体的に考え、ライフスタイ
ルと将来の家庭生活および、職業
生活について、考察するととも
に、生活資源を活用して生活設計
を工夫すること。

・人の一生を生涯発達の視点でと
らえる
ライフステージ表
ワークライフバランス
世帯の捉え方
配偶者選択と結婚行動の変化
現行民法

【知識及び技能】
　人の一生について、様々な生き方があるこ
とを知るとともに、生活課題について意思決
定していくことの重要性について基本的な理
解がある。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯を見通して、生活課題に対応し意思決
定をしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を見通した自己の生活について主体的
に考え、ライフスタイルと将来の家庭生活お
よび、職業生活について、考察するととも
に、生活資源を活用して生活設計を工夫して
いる。

○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

家庭総合
生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々
と協働し、より良い社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造
する資質・能力を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な科学的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を体験的・総合的に身に付けて
いる、

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見出して、課題を設定し、解決策を考え、実
践を評価し、考察したことを科学的な根拠に基
づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して
課題を解決する力がある。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、社会生活に参画しようとするとともに、
生活文化を継承し、自分や家庭、地域の充実向
上を図ろうとする実践的な態度である。

第一学習社

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを綜合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会とのかかわ
りについて、生活を主体的に営むために必要な基本的な知識理解を図り、関する技能を身に付ける

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を考え、実践結果を評価
し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養
う。
様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家
庭、地域の生活を主体的に創造しようとする基本的な態度を養う。

家庭科 家庭総合
家庭科 家庭総合 2



定期考査
○ ○ 1

D 単元ホームプロジェクト
【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校
家庭クラブ活動の意義と実施方法
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題
を持って取り組む。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関
連付けて生活上の課題を設定し、
解決方法を考え、計画を立てて実
践する。

・家庭での問題を調べる
課題を持つー計画を立てるー冬休
みに実践する

【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校家庭クラブ
活動の基本的な意義と内容、実施方法につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題を持って取
り組めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生
活上の課題を設定し、解決方法を考え、計画
を立てて実践している。

○ ○ ○

8

５章　経済生活をつくる

【知識・技能】
　生活の営みに必要な金銭、生活
時間などの生活資源について理解
し、情報の収集・整理が適切にで
きること。
【思考・判断・表現】
生活における経済の情報リテラ
シーについて正しく活用する。
【主体的に学習に取り組む態度】
消費者の権利と責任を自覚して行
動しようとしている。

・ライフステージと収入支出
社会保障制度
売買契約と消費者問題（ネット
ショッピングDVD）
悪質商法のロールプレイング
消費者支援の法律

【知識・技能】
　生活の営みに必要な金銭、生活時間などの
生活資源について理解し、情報の収集・整理
が適切にできている。
【思考・判断・表現】
生活における経済の情報リテラシーについて
正しく活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】消費者の権
利と責任を自覚して行動している。

18

2

8

定期考査
○ ○ 1

C 単元6章　衣生活を作る
【知識及び技能】
　被服材料、被服構成、被服製
作、被服衛生、および被服管理に
ついて科学的に理解し、衣生活の
自立に必要な知識、技能を身に着
けていること。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージの特徴や課題に注
目し、身体特性と被服の機能及び
着想について理解するととも
に、、健康と安全、環境に配慮し
た自己と家族の衣生活の計画・管
理に必要な情報の収集・整理がで
きること。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に衣生活を営むことが出
来るよう目的や個性に応じた健康
で快適、機能的な着想や日本の衣
文化の継承・創造について主体的
に考察し、工夫すること。

・高校生の衣生活
被服の保健衛生上の機能
自分らしく装う
既製服の表示
被服素材と性能
・洗濯方法としくみ　その表示
被服の手入れと保管
伝統的衣文化（ミニ着物）
持続的な世界の衣生活
・

【知識及び技能】
　被服材料、被服構成、被服製作、被服衛
生、および被服管理についての基本的な知識
を理解し、衣生活の自立に必要な基本的な知
識と技能を身に着けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージの特徴や課題に注目し、身体
特性と被服の機能及び着想について理解する
とともに、、健康と安全、環境に配慮した自
己と家族の衣生活の計画・管理に必要な情報
の収集・整理ができている。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に衣生活を営むことが出来るよう目
的や個性に応じた健康で快適、機能的な着想
や日本の衣文化の継承・創造について主体的
に考察し、工夫している。

○ ○

6章　衣生活を作る２ 被服の仕組みと作り
自身が着用するカーゴパンツ作り
型紙作製　祭壇　しつけ　ミシン
縫い裾始末　ウェストゴム通し
アイロン仕上げ

学
期



B５章　食生活をつくる

【知識・技能】
　おいしさの構成要素や食品の栄
養的特質と調理上の性質、栄養の
特徴、食品衛生について科学的に
理解し、目的に応じた調理に必要
な技能を身に付けるとともに健康
や環境に配慮した食生活を理解す
る。
【思考・判断・表現】
健康や環境に配慮した自己と家族
の食事、日本の文化の継承・創造
について考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
食生活を取り巻くかだいや食の安
全と衛生、日本と世界の食文化ま
ど食と人とのかかわりについて積
極的に関わる。

・自身の食生活を振り返る
健康と食生活
近年の食生活の変化
地球規模で考える食ー食料自給率
を通して
栄養素ー炭水化物・資質・タンパ
ク質・無機質（ミネラル）ビタミ
ン　食中毒都食の安全
4群で考えるバランスの取れた食事
調理実習ー日常に生かそう

【知識・技能】
　おいしさの構成要素や食品の栄養的特質と
調理上の性質、栄養の特徴、食品衛生につい
ての基本的な知識を理解し、目的に応じた調
理に必要な技能を身に付けるとともに健康や
環境に配慮した食生活を理解する。
【思考・判断・表現】
健康や環境に配慮した自己と家族の食事、日
本の文化の継承・創造について考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】食生活を取
り巻くかだいや食の安全と衛生、日本と世界
の食文化まど食と人とのかかわりについて積
極的に関わる。

13

定期考査

合計

70

○ ○ 1

2

D 単元ホームプロジェクト
【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校
家庭クラブ活動の意義と実施方法
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題
を持って取り組む。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関
連付けて生活上の課題を設定し、
解決方法を考え、計画を立てて実
践する。

・調べたことを絵や分にして発表
する。

【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校家庭クラブ
活動の基本的な意義と内容、実施方法につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題を持って取
り組めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生
活上の課題を設定し、解決方法を考え、計画
を立てて実践している。

○ ○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

B 単元2章　次世代をはぐくむ
【知識及び技能】
　乳幼児の心身の発達と生活、子
供の遊びと文化、親の役割と保
育、子育て支援について、子供の
発達に応じて適切に関わるための
技能を身に着けること。
【思考力、判断力、表現力等】
子供を産み育てることの意義や、
保育の重要性について考え、子供
の健やかな発達を支えるために親
や家族及び地域や社会の果たす役
割の重要性を考察するとともに、
子供との適切な関わり方を工夫す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
　学校やちいきにおいて、幼稚園
や保育所及び、認定こども園など
の」乳幼児または近隣の小学校低
学年児童との触れ合いや交流を持
つよう努める。

・子どもをそだてること
妊娠の経過と母胎の健康
新生児の運動機能の発達
乳幼児の言語の発達
幼児の遊びを知る
地域社会と子育て支援
子どもの人権

【知識及び技能】
　乳幼児の心身の発達と生活、子供の遊びと
文化、親の役割と保育、子育て支援につい
て、子供の発達に応じて適切に関わるための
知識と技能を総合的に身に着けている。
【思考力、判断力、表現力等】
子供を産み育てることの意義や、保育の重要
性について考え、子供の健やかな発達を支え
るために親や家族及び地域や社会の果たす役
割の重要性を考察するとともに、子供との適
切な関わり方を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
　学校やちいきにおいて、幼稚園や保育所及
び、認定こども園などの」乳幼児または近隣
の小学校低学年児童との触れ合いや交流を持
つよう努めている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学

A 単元１章　これからの生き方と
家族
【知識及び技能】
　人の一生について、様々な生き
方があることを知るとともに、生
活課題について意思決定していく
ことの重要性について理解をする
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯を見通して、生活課題に対
応し意思決定をしていく。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を見通した自己の生活につ
いて主体的に考え、ライフスタイ
ルと将来の家庭生活および、職業
生活について、考察するととも
に、生活資源を活用して生活設計
を工夫すること。

・人の一生を生涯発達の視点でと
らえる
ライフステージ表
ワークライフバランス
世帯の捉え方
配偶者選択と結婚行動の変化
現行民法

【知識及び技能】
　人の一生について、様々な生き方があるこ
とを知るとともに、生活課題について意思決
定していくことの重要性について総合的に理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯を見通して、生活課題に対応し意思決
定をしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　生涯を見通した自己の生活について主体的
に考え、ライフスタイルと将来の家庭生活お
よび、職業生活について、考察するととも
に、生活資源を活用して生活設計を工夫して
いる。

○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

家庭総合
生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々
と協働し、より良い社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造
する資質・能力を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な科学的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を体験的・総合的に身に付けて
いる、

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見出して、課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを科学的な
根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を
見通して課題を解決する力がある。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、社会生活に参画しようとするとともに、
生活文化を継承し、自分や家庭、地域の充実向
上を図ろうとする協働的、実践的な態度であ
る。

第一学習社

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを綜合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会とのかかわ
りについて、生活を主体的に営むために必要な総合的な知識理解と技能を身に付ける

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価改
善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を
養う。
様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家
庭、地域の生活を主体的に創造しようとする協働的、実践的な態度を養う。

家庭科 家庭総合
家庭科 家庭総合 2



定期考査
○ ○ 1

D 単元ホームプロジェクト
【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校
家庭クラブ活動の意義と実施方法
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題
を持って取り組む。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関
連付けて生活上の課題を設定し、
解決方法を考え、計画を立てて実
践する。

・家庭での問題を調べる
課題を持つー計画を立てるー冬休
みに実践する

【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校家庭クラブ
活動の意義と実施方法について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題を持って取
り組めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生
活上の課題を設定し、解決方法を考え、計画
を立てて実践している。

○ ○ ○

8

５章　経済生活をつくる

【知識・技能】
　生活の営みに必要な金銭、生活
時間などの生活資源について理解
し、情報の収集・整理が適切にで
きること。
【思考・判断・表現】
生活における経済の情報リテラ
シーについて正しく活用する。
【主体的に学習に取り組む態度】
消費者の権利と責任を自覚して行
動しようとしている。

・ライフステージと収入支出
社会保障制度
売買契約と消費者問題（ネット
ショッピングDVD）
悪質商法のロールプレイング
消費者支援の法律

【知識・技能】
　生活の営みに必要な金銭、生活時間などの
生活資源について総合的に理解し、情報の収
集・整理が適切にできている。
【思考・判断・表現】
生活における経済の情報リテラシーについて
正しく活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】消費者の権
利と責任を自覚して献身的に行動している。

18

2

8

定期考査
○ ○ 1

C 単元6章　衣生活を作る
【知識及び技能】
　被服材料、被服構成、被服製
作、被服衛生、および被服管理に
ついて科学的に理解し、衣生活の
自立に必要な知識、技能を身に着
けていること。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージの特徴や課題に注
目し、身体特性と被服の機能及び
着想について理解するととも
に、、健康と安全、環境に配慮し
た自己と家族の衣生活の計画・管
理に必要な情報の収集・整理がで
きること。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に衣生活を営むことが出
来るよう目的や個性に応じた健康
で快適、機能的な着想や日本の衣
文化の継承・創造について主体的
に考察し、工夫すること。

・高校生の衣生活
被服の保健衛生上の機能
自分らしく装う
既製服の表示
被服素材と性能
・洗濯方法としくみ　その表示
被服の手入れと保管
伝統的衣文化（ミニ着物）
持続的な世界の衣生活
・

【知識及び技能】
　被服材料、被服構成、被服製作、被服衛
生、および被服管理について科学的に理解
し、衣生活の自立に必要な知識、技能を総合
的に身に着けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージの特徴や課題に注目し、身体
特性と被服の機能及び着想について理解する
とともに、、健康と安全、環境に配慮した自
己と家族の衣生活の計画・管理に必要な情報
の収集・整理ができている。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に衣生活を営むことが出来るよう目
的や個性に応じた健康で快適、機能的な着想
や日本の衣文化の継承・創造について主体的
に考察し、工夫している。

○ ○

6章　衣生活を作る２ 被服の仕組みと作り
自身が着用するカーゴパンツ作り
型紙作製　祭壇　しつけ　ミシン
縫い裾始末　ウェストゴム通し
アイロン仕上げ

学
期



B５章　食生活をつくる

【知識・技能】
　おいしさの構成要素や食品の栄
養的特質と調理上の性質、栄養の
特徴、食品衛生について科学的に
理解し、目的に応じた調理に必要
な技能を身に付けるとともに健康
や環境に配慮した食生活を理解す
る。
【思考・判断・表現】
健康や環境に配慮した自己と家族
の食事、日本の文化の継承・創造
について考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
食生活を取り巻くかだいや食の安
全と衛生、日本と世界の食文化ま
ど食と人とのかかわりについて積
極的に関わる。

・自身の食生活を振り返る
健康と食生活
近年の食生活の変化
地球規模で考える食ー食料自給率
を通して
栄養素ー炭水化物・資質・タンパ
ク質・無機質（ミネラル）ビタミ
ン　食中毒都食の安全
4群で考えるバランスの取れた食事
調理実習ー日常に生かそう

【知識・技能】
　おいしさの構成要素や食品の栄養的特質と
調理上の性質、栄養の特徴、食品衛生につい
て科学的に理解し、目的に応じた調理に必要
な技能を身に付けるとともに健康や環境に配
慮した食生活を総合的に理解する。
【思考・判断・表現】
健康や環境に配慮した自己と家族の食事、日
本の文化の継承・創造について考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】食生活を取
り巻くかだいや食の安全と衛生、日本と世界
の食文化まど食と人とのかかわりについて積
極的に関わる。

13

定期考査

合計

70

○ ○ 1

2

D 単元ホームプロジェクト
【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校
家庭クラブ活動の意義と実施方法
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題
を持って取り組む。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関
連付けて生活上の課題を設定し、
解決方法を考え、計画を立てて実
践する。

・調べたことを絵や分にして発表
する。

【知識及び技能】
　ホームプロジェクトおよび学校家庭クラブ
活動の意義と内容、実施方法について総合的
に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
ホームプロジェクトを自己の課題を持って取
り組めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生
活上の課題を設定し、解決方法を考え、計画
を立てて実践している。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

使用教科書：
（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会におけに主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術についての知識と技能、情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法についての知識と技術を見つける。

情報に関する科学的な見方・考え方を働か
せ、さまざまな事象を情報とその結び付きの
視点から捉え、複数の情報を結び付けて新た
な意味を考える力を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て、法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度、情報セキュリティを確保しようとする態
度などの情報モラルを養う。

実教出版　図説情報Ⅰ

情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得する。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション 1.  中学校までの生徒の知識・技能・
経験などの調査
2 . コンピュータの起動や終了方法
3. 自己紹介などの文章を作成し，共
有フォルダに保存する実習
4. コンピュータ教室でのマナー

・コンピュータの起動と終了ができる。
・自分のフォルダ内に実習課題を保存すること
ができる。

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 1

  今までの情報技術とこれからの情
報技術

1. 情報と情報社会の特徴
2. 情報化の進展と情報技術
3. 情報社会における個人の責任

・データと情報の違いについて理解し，事例をあ
げて説明することができるか。
・IoT，人工知能（AI)の意味とその活用について
理解しているか。
・位置情報サービスなど各種サービスの光と影
を理解した上で，適切な活用ができる技能を身
に付けたられたか。

○ ○ ○

10

2  情報社会における法規と制度 1. 情報の管理と保護
2. 知的財産権と産業財産権
3. 著作権

・個人情報やプライバシー，個人情報の保護や
管理と関連権利（プライバシー権，肖像権，パブ
リシティ権）について学習できたか。
・知的財産権の概念（知的財産権の分類，産業
財産権や著作権の構成）について学習できた
か。
・知的財産権の問題に関し，自らWebサイトで調
べるなど，主体的・意欲的に取り組んでいるか。

○ ○ ○ 4

1  問題解決 1．問題解決の手順
2．情報の収集と整理
3.  情報の分析
＜表計算ソフト＞

・問題や問題解決の意味，問題解決の基本的な
手順について理解しているか。
・検索エンジンを利用し，さまざまな情報から必
要な情報を収集する技能を身に付けているか。
・問題解決のためのグループでの取り組み（ブ
レーンストーミングなどの議論）に，積極的に参
画しているか。
・情報を効果的に分析し，まとめる方法について
理解したか。

○ ○ ○

0
定期考査



1.  メディアの機能と特性
2.  メディアリテラシー

・メディアの機能と特性について理解したか。
・メディアの分類や情報メディア，表現メディア，
伝達メディアの特性について理解したか。
・メディアリテラシーやクロスチェックの考え方に
ついて理解したか。
・さまざまな情報メディアの特徴について理解し
たか。

○ ○ ○ 8

２
学
期

3  情報セキュリティと個人が行う対策 1.  認証とパスワード
2.  情報の暗号化
3.  コンピュータウィルスと対策

・個人で行うセキュリティ対策である認証の概要
について理解したか。
・安全性の高いパスワードとその管理について
理解したか。
・ネットワーク上での暗号化通信や無線LANでの
暗号化対策について理解したか。
・コンピュータウイルスなどマルウェアの概要と
対策について理解したか。

○ ○ ○ 6

4  メディア

1

5  コミュニケーション 1.  効果的なコミュニケーション
2.  インターネット上のコミュニケー
ション

・コミュニケーションの定義，手段，形態について
理解したか。
・インターネット上のコミュニケーションの種類と
特徴について理解したか。
・インターネット上のコミュニケーションのメリット
とデメリット（即時性，利便性，保存性，匿名）に
ついて理解したか。

○ ○ ○ 8

定期考査

4

定期考査
0

6  情報デザインと表現の工夫 １．情報デザインの考え方
２．表現の工夫

・デザインの基本，色彩，ユニバーサルデザイ
ン，アクセシビリティについて理解したか。
・身のまわりにある，文字や音声，図やイラスト
による情報で使われている工夫について理解し
たか。

○ ○ ○

３
学
期

7  情報の表し方 1.  デジタル表現の特徴
2.  2進数と情報量

・アナログとデジタル，デジタルデータの特徴（情
報の正確な再現・情報の加工の容易さなど）に
ついて理解したか。
・情報量， ビット，バイト，2進法，2進数について
理解したか。 ○ ○

定期考査 1

合計

70

○ 5

8  コンピュータでのデジタル表現 1.  数値の表現
2.  文字のデジタル表現
3.  音の表現
4.  画像の表現
5.  動画の表現とファイル形式

・コンピュータ内部での数値（2進数，16進数）の
表現について理解したか。
・コンピュータにおける文字コード，文字のデジタ
ル表現について理解したか。
・音のデジタル化，周波数（ヘルツ）, 標本化・量
子化・符号化, 標本化周期や標本化周波数につ
いて理解したか。
・ファイルの種類（音・画像）について理解した
か。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

使用教科書：
（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報

1
定期考査

2 プログラムの基礎(1) 1 簡単なプログラムの作成(VBA)
2 プログラムと変数

・複数の画像を表示するプログラムの作成方法
を理解できたか。
・プログラムにおける変数の役割について理解
したか。

〇 〇 〇

9

4 プログラムの応用 1 配列とリスト
2 関数

・配列やリストを使って効率よく数値を処理でき
るプログラムを作る方法について理解できたか。

〇 〇 〇 4

3 プログラムの基礎(2) 1 順次探索
2 二分探索

・順次探索について理解したか。
・二分探索について理解したか。

〇 〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

1 アルゴリズムと基本構造 1 アルゴリズムとは
2 アルゴリズムの基本構造

・アルゴリズムの基本やフローチャート(流れ図）
について理解したか。

〇 〇 〇 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 1

情報と情報技術についての知識と技能、情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法についての知識と技術を見つける。

情報に関する科学的な見方・考え方を働か
せ、さまざまな事象を情報とその結び付きの
視点から捉え、複数の情報を結び付けて新た
な意味を考える力を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て、法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度、情報セキュリティを確保しようとする態
度などの情報モラルを養う。

実教出版　図説情報Ⅰ

情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得する。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を養う。

情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会におけに主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



1

合計

70

〇 4

10 情報セキュリティ 1 情報セキュリティと対策
2 暗号技術

・情報の安全を守るために，組織が行っている
情報セキュリティ対策について理解できたか。
・情報セキュリティの３要素（機密性, 安全性, 可
用性）について理解できたか。
・情報セキュリティを確保するための対策（ファイ
アウォールの意味やアクセス制御など）について
理解できたか。
・暗号化を活用した技術について理解できたか。
・暗号化の技術とデジタル署名について理解で
きたか。
・デジタル署名や認証局について理解できた
か。

〇 〇 〇 8

4

定期考査
1

8 ネットワークの仕組み

〇

3
学
期

9 情報システムとサービス 1 さまざまな情報システム
2 データの流れと情報システム
3 データベースとデータモデル

・インターネットで提供されるサービスとその活
用について理解できたか。
・GPSを使ったサービスについて理解できたか。
・データベースの意味と役割，リレーショナル型
データベースの機能について理解できたか。
・データモデルの違いと活用例について理解で
きたか。

〇 〇

定期考査

〇 〇

1

7 データの活用 1 データの収集
2 データの分析

・データの種類と，データの活用の手順や方法
について理解できたか。
・データの尺度水準，ビッグデータとデータマイ
ニングについて理解できたか。
・散布図と箱ひげ図によるデータ分析の方法に
ついて理解できたか。

〇 〇 〇 8

定期考査

1 シミュレーションとは
2 シミュレーション(確定的モデル)
3 シミュレーション(確率的モデル)

・シミュレーションの手順と注意点について理解
できたか。
・確定的モデル、確率的モデルをシミュレーショ
ンするための手順について理解できたか。

〇 〇 〇 8

2
学
期

5 モデル化 1 モデルとは
2 モデル化（図的モデル）

・モデル化の手順や分類について理解できた
か。
・図的モデルの表現方法，簡単な自動販売機の
動作をモデル化する方法を理解できたか。

〇 〇 〇 6

6 シミュレーション

1 ネットワークの構成とプロトコル
2 インターネットの仕組み

・ネットワークとその構成について理解できた
か。
・インターネットに接続する機器の概要について
理解できたか。
・通信規約の役割について理解できたか。
・IPアドレスや, ドメイン名,  URL,DHCPサーバ,
DNS, HTMLについて理解できたか。



年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 4〇

（２）「人間と社会」における体
験活動の内容
エ　学術、文化、芸術又はスポー
ツの振興を図る活動
・学級で協力してオリジナルな作
品を作り上げ、文化的な催しを追
求する。

＜体験活動＞文化祭（準備含む）
・学級単位の文化的催し
・事前準備
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
文化的催しに関する情報を整理・分析し、理解する
とともに、自己に必要な正しい情報を収集すること
ができる。
【思考・判断・表現】
文化的催しにおける課題を発見し、解決に向けて工
夫するとともに、自らの考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

〇

4

（１）「人間と社会」における演
習の内容
イ　主として集団や社会との関わ
りに関すること
・他者と協働しながらよりよい人
間関係を築くことについて考え、
社会参画、公共の精神に関する道
徳的価値を深め、社会の一員とし
て主体的に行動し、チームで力を
発揮する能力を育成する。

＜演習＞第８章　チームを動かす
力
①チームで活動することについて
考える、②チームで活動する意義
について考え、議論する、③ケー
ススタディ、④チャレンジ
・「人間と社会」改訂版
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
リーダシップの発揮の仕方等について、情報を整理
し、理解している。解決のための話合いを進めた
り、自分の考えを効果的に説明したりすることがで
きる。
【思考・判断・表現】
社会参画、公共の精神について、思考し、判断する
とともに、自己の考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

○ ○ 〇 4

（２）「人間と社会」における体
験活動の内容
オ　環境保全を図る活動
・校外での活動で生徒相互の交流
を深め、親睦を図る
・集団行動をすることで生活の規
律を学ぶ

＜体験活動＞お台場海浜公園　環
境美化活動
・お台場海浜公園の清掃活動
・事前学習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
お台場海浜公園周辺などの情報を整理・分析し、理
解するとともに、自己に必要な正しい情報を収集す
ることができる。
【思考・判断・表現】
体験活動における課題を発見し、解決に向けて工夫
するとともに、自らの考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

（１）「人間と社会」における演
習の内容
ア　主として自分自身や人との関
わりに関すること
・スマートフォンを利用した高度
な情報化社会に生きていることを
自覚し遵法正精神、公徳心に関す
る道徳的価値を深め、自己を理解
し、自己を管理する能力を育成す
る。

＜演習＞第６章　スマートフォン
時代のコミュニケーション
①新しいメディア時代の生き方に
ついて学ぶ、②スマートフォン時
代を生きることについて議論す
る、③ケーススタディ、④チャレ
ンジ
・「人間と社会」改訂版
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
インターネットやスマートフォンの利用状況、その
活用のメリットや課題などの情報を読み取り、整
理・分析し、理解している。学んだことを生かして
話し合いを進めたり、自分の考えを効果的に説明し
たりすることができる。
【思考・判断・表現】
遵法精神、公徳心について、思考し、判断するとと
もに、自己の考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

予測できない社会の変化や新しい課題に対応す
るため、主体的に自己や社会の課題を発見し、
解決に向けて必要な知識及び技能を身に付け
る。

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択すること
ができるよう、自己と社会との関わりから課題を見い
だし、情報を集め、整理・分析して、多面的・多角的
に考察する力や、考察したことを効果的に説明した
り、それらを基に議論したりする力を養う。

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むこ
とによって、人間としての在り方生き方に対す
る自覚を含め、自己の生き方を充実させようと
する態度と、互いのよさを生かしながら、社会
の一員であることを自覚し、よりよい社会を実
現しようとする態度を養う。

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に対する自覚を含め、自己
の生き方を充実させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自覚し、よりよい社
会を実現しようとする態度を養う。

豊島 人間と社会 人間と社会
人間と社会 人間と社会 1

「人間と社会」改訂版

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】
予測できない社会の変化や新しい課題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向けて必要な
知識及び技能を身に付ける。

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わりから課題を見いだし、
情報を集め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明したり、それらを基
に議論したりする力を養う。



35

〇 3

【知識及び技能】
探究の過程において、課題の発見
と解決に必要な知識及び技能を身
に付け、課題に関わる概念を形成
し、探究の意義や価値を理解する
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
実社会や実生活と自己との関わり
から問いを見いだし、自分で課題
を立て、情報を集め、整理・分析
して、まとめ・表現することがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組む
とともに、互いのよさを生かしな
がら、新たな価値を創造し、より
よい社会を実現しようとする態度
を養う。

＜演習＞探究活動
①課題の設定、②情報の収集、③
整理・分析、④まとめ、表現
・「人間と社会」改訂版
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知
識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成
し、探究の意義や価値を理解している。
【思考・判断・表現】
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだ
し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析し
て、まとめ・表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
探究に主体的・協働的に取り組もうとしているとと
もに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創
造し、よりよい社会を実現しようとしている。

〇 〇 〇

7

合計

〇

３
学
期

（１）「人間と社会」における演
習の内容
イ　主として集団や社会との関わ
りに関すること
・主権者・成年としての心構え・
自覚を養い、社会参画、公共の精
神に関する道徳的価値を深め、社
会を形成する能力、主体性を育成
する。

＜演習＞第19章　主権者・成年と
しての権利と責任
①主権者・成年になることについ
て学ぶ、②主権者・成年としての
自覚を養うことについて議論す
る、③ケーススタディ、④チャレ
ンジ
・「人間と社会」改訂版
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
「10代の国政選挙投票率の推移」について示された
グラフなどから情報を読み取り、整理・分析し、理
解している。学んだことを生かして話合いを進めた
り、自分の考えを効果的に説明したりすることがで
きる。
【思考・判断・表現】
社会参画、公共の精神について、思考し、判断する
とともに、自己の考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

〇

〇 〇 4

（１）「人間と社会」における演
習の内容
イ　主として集団や社会との関わ
りに関すること
・社会や環境などに配慮した消費
について考え、公正、公平、社会
正義に関する道徳的価値を深め、
社会を形成する能力、主体性を育
成する。

＜演習＞第11章　消費者市民社会
①消費者が参加する社会とは、②
消費行動について議論する、③
ケーススタディ、④チャレンジ
・「人間と社会」改訂版
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
社会や環境に配慮した消費について考え、児童労働
や低賃金労働問題、環境汚染、持続可能な社会の実
現に向けた世界の動きなどを理解している。自分の
消費活動に責任をもつことができる。
【思考・判断・表現】
公正、公平、社会正義について、思考し、判断する
とともに、自己の考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 2

（１）「人間と社会」における演
習の内容
イ　主として集団や社会との関わ
りに関すること
・ワーク・ライフ・バランスにつ
いて理解し、相互理解に関する道
徳的価値を深め、自分自身、そし
て共に生きる人たちが求める生き
方を互いに理解し合い、尊重する
態度を育成する。

＜演習＞第９章　ワーク・ライ
フ・バランス
①ワーク・ライフ・バランスにつ
いて学ぶ、②ワーク・ライフ・バ
ランスを実現するために大切な考
え方について議論する、③ケース
スタディ、④チャレンジ
・「人間と社会」改訂版
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
ワーク・ライフ・バランスについて示されたグラフ
などから情報を読み取り、整理・分析し、理解して
いる。解決のための話合いを進めたり、自分の考え
を効果的に説明したりすることができる。
【思考・判断・表現】
相互理解について、思考し、判断するとともに、自
己の考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 3
２
学
期

（２）「人間と社会」における体
験活動の内容
オ　環境保全を図る活動
・校外での活動で生徒相互の交流
を深め、親睦を図る
・集団行動をすることで生活の規
律を学ぶ

＜体験活動＞上野恩賜公園　清掃
活動
・上野恩賜公園の清掃活動
・事前学習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
上野恩賜公園周辺などの情報を整理・分析し、理解
するとともに、自己に必要な正しい情報を収集する
ことができる。
【思考・判断・表現】
体験活動における課題を発見し、解決に向けて工夫
するとともに、自らの考えを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会を構成する当事者として社会の中に存在する
様々な課題に向き合い、社会の一員として積極的に
課題解決に取り組もうとしている。

〇



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 20

２
学
期

Ｂ 単元　SDGs探求講座における探
求学習

【知識及び技能】
探究の過程において、課題の発見
と解決に必要な思考方法、情報処
理能力、言語能力（聞く・話す・
書く）を身に付けるとともに、学
ぶ意義を理解すること。地域や社
会のよさに気付き、それらが人々
の関わりや協
働によって支えられていることを
理解することができるようにす
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
地域や社会の人、もの、こと、自
然と自分自身との関わりから問い
を見出し、その解決に向けて仮説
を立てたり、調査して得た情報を
整理・分析して、「自分の言葉
で」「わかりやすく」まとめ、表
現する力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

・一人１台端末の活用
・業者委託による、グループ学習
を実施する。
・生徒のタブレットを、情報の収
集、写真撮影などに利用する。
・図書館やパソコン教室も利用す
る。

【知識・技能】
探究の過程において、課題の発見と解決に必
要な思考方法、情報処理能力、言語能力（聞
く・話す・書く）を身に付けるとともに、学
ぶ意義を理解すること。地域や社会のよさに
気付き、それらが人々の関わりや協働によっ
て支えられていることを理解することができ
る。

【思考・判断・表現】
地域や社会の人、もの、こと、自然と自分自
身との関わりから問いを見出し、その解決に
向けて仮説を立てたり、調査して得た情報を
整理・分析して、「自分の言葉で」「わかり
やすく」まとめ、表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域や社会の人、もの、こと、自然について
の探究活動に自分の意思で真摯に向き合い、
解決に向け取り組むとともに、互いの良さを
生かしながら、持続可能な社会を実現するた
めに行動し、社会に貢献しようとしている。

〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　探求学習「私の好きなも
の」「私の得意なこと」「私が気
になっていること」

【知識及び技能】
生徒自身が「私の好きなもの」
「私の得意なこと」「私が気に
なっていること」などの中から探
求すべき課題を自分の力で見つけ
ることができるようにする。

　
【思考力、判断力、表現力等】
・目的に応じて手段を選択し,情報
を収集する力を身に付ける。
・必要な情報を収集し,類別して蓄
積できる力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
・探究的な活動を通して自己を見
つめ,将来を考え,自分の個性や特
徴に向き合おうとする態度を養
う。
・探究的な活動を通して,異なる多
様な意見や他者の考えを受け入れ,
尊重しようとする態度を養う。
・自分の意思で真摯に課題に向き
合い,解決に向けて探究的な活動に
取り組もうとする態度を養う。

・一人１台端末の活用
・全教師で指導にあたり、グ
　ループ学習を指導する。
・生徒のタブレットを、情報の
　収集、写真撮影などに利用す
　る。
・図書館やパソコン教室も利用
　する。

【知識・技能】
・生徒自身が「私の好きなもの」「私の得意
なこと」「私が気になっていること」などの
中から探求すべき課題を自分の力で見つける
ことができる。

【思考・判断・表現】
・目的に応じて手段を選択し,情報を収集で
きる。
・必要な情報を収集し,類別して蓄積でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
 ・探究的な活動を通して自己を見つめ,将来
を考え,自分の個性や特徴に向き合おうとし
ている。
・探究的な活動を通して,異なる多様な意見
や他者の考えを受け入れ,尊重しようとして
いる。
・自分の意思で真摯に課題に向き合い,解決
に向けて探究的な活動に取り組もうとしてい
る。 ○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

総合的な探求の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

探究の過程において，課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念
を形成し，探究の意義や価値を理解するように
する。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見
いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整
理・分析して，まとめ・表現することができる
ようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互
いのよさを生かしながら，新たな価値を創造
し，よりよい社会を実現しようとする態度を養
う。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい
社会を実現しようとする態度を養う。

無し

総合的な探求の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，
探究の意義や価値を理解するようにする。
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し
て，まとめ・表現することができるようにする。

総合的な探求の時間 総合的な探求の時間

総合的な探求の時間 総合的な探求の時間 1



合計

35

３
学
期

【学びに向かう力、人間性等】
地域や社会の人、もの、こと、自
然についての探究活動に自分の意
思で真摯に向き合い、解決に向け
取り組むとともに、互いの良さを
生かしながら、持続可能な社会を
実現するために行動し、社会に貢
献しようとする態度を養う。



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 20

２
学
期

Ｂ 単元　SDGs探求講座における探
求学習

【知識及び技能】
探究の過程において、課題の発見
と解決に必要な思考方法、情報処
理能力、言語能力（聞く・話す・
書く）を身に付けるとともに、学
ぶ意義を理解すること。地域や社
会のよさに気付き、それらが人々
の関わりや協
働によって支えられていることを
理解することができるようにす
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
地域や社会の人、もの、こと、自
然と自分自身との関わりから問い
を見出し、その解決に向けて仮説
を立てたり、調査して得た情報を
整理・分析して、「自分の言葉
で」「わかりやすく」まとめ、表
現する力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

・一人１台端末の活用
・業者委託による、グループ学習
を実施する。
・生徒のタブレットを、情報の収
集、写真撮影などに利用する。
・図書館やパソコン教室も利用す
る。

【知識・技能】
探究の過程において、課題の発見と解決に必
要な思考方法、情報処理能力、言語能力（聞
く・話す・書く）を身に付けるとともに、学
ぶ意義を理解すること。地域や社会のよさに
気付き、それらが人々の関わりや協働によっ
て支えられていることを理解することができ
る。

【思考・判断・表現】
地域や社会の人、もの、こと、自然と自分自
身との関わりから問いを見出し、その解決に
向けて仮説を立てたり、調査して得た情報を
整理・分析して、「自分の言葉で」「わかり
やすく」まとめ、表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域や社会の人、もの、こと、自然について
の探究活動に自分の意思で真摯に向き合い、
解決に向け取り組むとともに、互いの良さを
生かしながら、持続可能な社会を実現するた
めに行動し、社会に貢献しようとしている。

〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　探求学習「私の好きなも
の」「私の得意なこと」「私が気
になっていること」

【知識及び技能】
生徒自身が「私の好きなもの」
「私の得意なこと」「私が気に
なっていること」などの中から探
求すべき課題を自分の力で見つけ
ることができるようにする。

　
【思考力、判断力、表現力等】
・目的に応じて手段を選択し,情報
を収集する力を身に付ける。
・必要な情報を収集し,類別して蓄
積できる力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
・探究的な活動を通して自己を見
つめ,将来を考え,自分の個性や特
徴に向き合おうとする態度を養
う。
・探究的な活動を通して,異なる多
様な意見や他者の考えを受け入れ,
尊重しようとする態度を養う。
・自分の意思で真摯に課題に向き
合い,解決に向けて探究的な活動に
取り組もうとする態度を養う。

・一人１台端末の活用
・全教師で指導にあたり、グ
　ループ学習を指導する。
・生徒のタブレットを、情報の
　収集、写真撮影などに利用す
　る。
・図書館やパソコン教室も利用
　する。

【知識・技能】
・生徒自身が「私の好きなもの」「私の得意
なこと」「私が気になっていること」などの
中から探求すべき課題を自分の力で見つける
ことができる。

【思考・判断・表現】
・目的に応じて手段を選択し,情報を収集で
きる。
・必要な情報を収集し,類別して蓄積でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
 ・探究的な活動を通して自己を見つめ,将来
を考え,自分の個性や特徴に向き合おうとし
ている。
・探究的な活動を通して,異なる多様な意見
や他者の考えを受け入れ,尊重しようとして
いる。
・自分の意思で真摯に課題に向き合い,解決
に向けて探究的な活動に取り組もうとしてい
る。 ○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

総合的な探求の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

探究の過程において，課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念
を形成し，探究の意義や価値を理解するように
する。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見
いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整
理・分析して，まとめ・表現することができる
ようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互
いのよさを生かしながら，新たな価値を創造
し，よりよい社会を実現しようとする態度を養
う。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい
社会を実現しようとする態度を養う。

無し

総合的な探求の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，
探究の意義や価値を理解するようにする。
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し
て，まとめ・表現することができるようにする。

総合的な探求の時間 総合的な探求の時間

総合的な探求の時間 総合的な探求の時間 1



合計

35

３
学
期

【学びに向かう力、人間性等】
地域や社会の人、もの、こと、自
然についての探究活動に自分の意
思で真摯に向き合い、解決に向け
取り組むとともに、互いの良さを
生かしながら、持続可能な社会を
実現するために行動し、社会に貢
献しようとする態度を養う。



年間授業計画

豊島高等学校　令和６年度　教科　総合的な探求の時間　年間授業計画

教　　　科： 総合的な探求の時間　  　　単位数：　１単位

対象学年組： 第４学年Ａ組　

使用教科書：（無し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（無し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

・「総合的な探求の時間」とは
・「私の好きなもの」「私の得意なこと」
「私が気になっていること」などの中から探
求すべき課題を自分の力で見つける

総合的な探求の時間で学習することを理解する。 観察

2



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

4

５
月

・「探求学習」とは
・課題を決める
・探求学習計画シートを書かせる
・担当教諭と相談する

・探究的な活動を通して自己を見つめ,将来を考え,自分の個性や特徴に向き合
おうとする態度を養う。

観察
ワークシートの記述



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

3

６
月

・本やインターネット、新聞や文献を参照す
る。
・データの集計や分析、アンケート調査など
を行う。
・調べたことに基づき探求し、制作を行う。

・自分の意思で真摯に課題に向き合い,解決に向けて探究的な活動に取り組も
うとする態度を養う。

観察
ポスター作成内容



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月

・本やインターネット、新聞や文献を参照す
る。
・データの集計や分析、アンケート調査など
を行う。
・調べたことに基づき探求し、制作を行う。

・自分の意思で真摯に課題に向き合い,解決に向けて探究的な活動に取り組も
うとする態度を養う。

観察
ポスター作成内容

4



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

９
月

・文化祭に向けた展示準備 ・完成品を効果的に展示する方法を模索し、積極的に取り組むことができる。 観察

3



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

観察

5

月

・「ＳＤＧｓの17の目標」とは
・講座の流れについてのガイダンスを行う。

・「ＳＤＧｓの17の目標」を参考に、講座の流れを理解する。

10



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

観察

ワークシートの記述

月

・ＳＤＧｓに係る講演、ワークショップ ・取組の中で考えた課題を解決するための具体策を実践し、成果及び課題につ
いて提案する。

5
11



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

観察

ワークシートの記述

月

・ＳＤＧｓに係る講演、ワークショップ ・取組の中で考えた課題を解決するための具体策を実践し、成果及び課題につ
いて提案する。

2

12



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

観察

ワークシートの記述

１
月

・ＳＤＧｓに係る講演、ワークショップ ・取組の中で考えた課題を解決するための具体策を実践し、成果及び課題につ
いて提案する。

3



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

4

２
月

・振り返りや探究を通して学んだことを問い
かける。

・ＳＤＧｓに関連する探究を通して学んだことをまとめる。 観察



指導内容 科目総合的な探求の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月


